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１．プラン策定の背景と目的 

2015 年 12 月にパリで開催された気候変動枠組条約第 21 回締約国会議（COP21）では、途上国も含め

たすべての国・地域が参加する新たな法的枠組みとして、「パリ協定」が合意された。我が国は温室効

果ガス排出量を 26％削減（2030 年度において 2013 年度比）するという目標を示し、2016 年 5 月に新た

な「地球温暖化対策計画」（以下、「国計画」という。）を閣議決定した。 

これを踏まえ、本市においても地球温暖化対策の更なる推進を図るため、2017 年 3 月に新たな「岐阜

市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」（以下、「区域施策編」という。）及び新たな地方公共団体実

行計画（事務事業編）である「環境アクションプランぎふ（第 4 次計画）」（以下、「環境アクションプ

ランぎふ」という。）を策定した。 

民生業務部門については、国計画では約 40％削減するという高い目標が設定されている。本市の区域

施策編においても、計画全体で 26％削減する目標（国の目標と同様）を掲げているが、その削減目標を

設定するにあたり民生業務部門の削減可能量は 46％と試算されており、目標達成にはとりわけ民生業務

部門の削減が重要となる。この削減可能量を踏まえて、「環境アクションプランぎふ」でも 5年間（2017

－2021 年度）で民生業務部門について 10.0％削減（2013 年度比）することを定めている。 

民生業務部門における本市の温室効果ガスの排出量は市全体の約 23％を占めていることも踏まえる

と、区域施策編の目標達成に向けた民生業務部門の対策において、まずは本市自らが率先的な取り組み

を行い市域全体の取り組みを牽引すること、そして、本市自らの取り組みを民間事業者へ波及させるこ

との必要性は今後も高まっていくものと考えられる。 

これまで本市では、民生業務部門に関する地球温暖化対策の重点プロジェクトとして、明郷小学校及

び本郷公民館において省エネ機器やシステム管理機器等を設置し、効率的なエネルギーマネジメントシ

ステムの運用方法を確立しその効果検証を行うための「スマートシティ岐阜実証事業」に先導的・主体

的に取り組んできた。 

以上のことから、本プランは、本市の区域施策編の目標達成に向けた民生業務部門における対策とし

て、これまでに実証事業で得られた知見等を踏まえて、本市自らが率先的なエネルギー利用の効率化の

取り組みを行い、市域全体の取り組みを牽引するとともに、その取り組みを民間事業者へ波及させるこ

とにより、「スマートシティ岐阜※」の更なる展開を図ることを目的として策定するものである。 

 

【「スマートシティ岐阜」とは…】 

本市の恵まれた太陽光や豊富な地下水などの資源を活用した再生可能エネルギーを、賢く、無駄なく

地産地消し、実用可能な技術を効率的に活用するとともに、省エネ型ライフスタイルの転換などと組

み合わせることにより、持続可能で、災害に強い、低炭素化が実現した都市 
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２．プランの位置付け 

 本プランの位置付けを図1に示す。 

 

 

図 1 本プランの位置付け 

 

本市では、「ぎふ躍動プラン・21（岐阜市総合計画2013－2017）」の中で、「便利で快適な都市」を

実現するための基本方針として「政策9 自然・地球環境を保全します」及び「政策12 エネルギーを賢

く利活用します」を掲げている。 

さらに、上記の計画における環境分野及び地球温暖化対策に関する施策を具体化した計画として、「岐

阜市環境基本計画」及び「区域施策編」を策定している。これらの計画では、二酸化炭素排出量削減の

目標達成に向けて取り組むべき対策として、「5つのレボリューション（Ⅰライフスタイルの低炭素化、

Ⅱ低炭素都市へのまちづくり、Ⅲエネルギーの地産地消、Ⅳ市施設の低炭素化、Ⅴ事業所の低炭素化）」

を推進している。 

本プランが対象とする民生業務部門のエネルギー利用の効率化に関する対策として、区域施策編では、

「Ⅲエネルギーの地産地消」、「Ⅳ市施設の低炭素化」、「Ⅴ事業所の低炭素化」があり、それぞれのレボ

岐阜市総合計画
（基本計画2013）

計画期間2013～2017年度

岐阜市環境基本条例
（2006年9月制定）

岐阜市環境基本計画
（2013年7月）

計画期間2013～2017年度

上位計画

環境アクションプランぎふ
「地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」

スマートシティ岐阜推進プラン

地球温暖化対策の
推進に関する法律

地球温暖化対策

将来都市像（基本構想）
• 便利で快適な都市
本計画に関連する政策大綱
• さわやか環境をつくろう計画
基本構想を実現するための基本方針
• 自然・地球環境を保全します
• エネルギーを賢く利活用します

環境都市像
• 環境と調和する、人にやさしい都市岐阜
本計画に関連する基本目標
• 地球温暖化対策に取り組み、低炭素社会が形
成されたまち

本計画に関連する施策
• 地球環境を保全します
【重点プロジェクト】スマートシティ岐阜の推進

レボリューションⅢ エネルギーの地産地消
【重点施策】 再生可能エネルギー利用の推進

レボリューションⅣ 市施設の低炭素化
【重点施策】 市施設の省エネ化・再エネ化の推進

レボリューションⅤ 事業所の低炭素化
【重点施策】 事業所の省エネ化・再エネ化の促進

【具体的な取り組み項目】 施設・設備の省エネ化

岐阜市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
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リューションの中で特に「再生可能エネルギー利用の推進【重点施策6】」、「市施設の省エネ化・再エネ

化の推進【重点施策7】」、「事業所の省エネ化・再エネ化の促進【重点施策8】」が優先的に取り組むべき

重点施策に位置付けられている。また、「環境アクションプランぎふ」では、「施設・設備の省エネ化」

が具体的取り組み項目として掲げられている。 

これらを統合的に推進していくための重点プロジェクトとして、岐阜市環境基本計画において「スマ

ートシティ岐阜の推進」を掲げている。 

本プランは、「スマートシティ岐阜」の実現を目指し、本市が率先して市公共施設の「エネルギー利

用の効率化」に取り組むための手引きとして位置付けられるものであり、エネルギー利用の効率化を推

進するための方向性、具体的な技術や手順、進捗管理方法などをとりまとめている。 

本プランに基づき、所管する施設や設備について更新・改修・修繕のタイミングをとらえ、無理なく、

かつ積極的にエネルギー利用の効率化を図っていくことは、本市が限りある財源の中で、将来に亘って

持続可能な公共サービスをできるだけ低コストで提供するための取り組みといえるものである。 

 

【「スマートシティ岐阜推進プラン」の特徴】 

本プランは、基本的には市公共施設におけるエネルギー利用の効率化を本市が率先的に実行してい

くためのものであるが、中長期的にはその取り組みを民間施設へ波及させていくことを目指してい

ることから、具体的な技術や手順、各種事例など民間事業者も参考とできる内容としている。また、

市域全体へ取り組みを波及させるためのロードマップや、推進体制、連携方法を提示する中で、本

市や事業者などの役割も明示している。 

 

３．プランの目標 

（１）基本的な考え方 

本プランでは、エネルギーを効率よく使う「省エネ」、エネルギーを創り出す「創エネ」、エネル

ギーを融通しあう「譲エネ」、エネルギーを貯める「蓄エネ」の単独または複数の要素を推進する取

り組みを「エネルギー利用の効率化」と定める。具体的には、「施設・設備の更新・改修・修繕など

のタイミング等での省エネ設備・再生可能エネルギーの導入、複数施設によるエネルギー融通、エ

ネルギー管理システムや蓄エネ機器等の導入のいずれかまたは複数を同時に図っていくこと」が該

当する。 

本プランでは、市が率先して取り組むことで、民生業務部門におけるエネルギー利用の効率化を

推進し、「区域施策編」及び「環境アクションプランぎふ」の目標達成を目指す。建築から年数が経

過している施設のうち、施設・設備の更新・改修・修繕時期やエネルギー消費量の大きさを考慮し

て対象施設を選定し、省エネ診断の受診から着手して段階的に省エネ設備等の導入を推進する。さ

らに、本プランの実施によって個々に導入されたエネルギー利用の効率化をきっかけとして、中長

期的には市内各所に面的な広がりをもって展開することを期待するものである。 
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（２）エネルギー利用の効率化に関する方針と目標とする省エネルギー性能の水準 

   本プランにおける「エネルギー利用の効率化に関する方針」及び「目標とする省エネルギー性能

の水準」を示す。建築物の新築・改修においては、エネルギー利用の効率化に関する方針を踏まえ

て、目標とする省エネルギー性能の水準を目指していく。なお、建築物のエネルギー消費性能の向

上に関する法律（建築物省エネ法）により、すべての新築住宅・建築物の「建築物エネルギー消費

性能基準」への適合が 2020 年までに義務化される予定である。 

 

【エネルギー利用の効率化に関する方針】 

（１）ライフサイクルコストの最適化と省エネ性能の高水準化の両立を追求する。 

電気設備や建築材料等について費用対効果が見込める範囲で最も省エネ性能が優れて

いるもの（トップランナー）の導入を基本とする。 

（２）地域の資源である再生可能エネルギーを最大限活用する。 

（３）施設の目的に応じて災害時の自立性に配慮したエネルギーシステムを導入する。 

（４）最新・高性能な省エネ機器や設備を導入するだけでなく、エネルギー消費の可視化に

よる課題点の抽出や運用改善に取り組み、運用活動を通じてエネルギー利用効率化の

重要性・有効性についての認識を深めていく。 

 

【目標とする省エネルギー性能の水準】 

下記（１）、（２）及び（３）に示す水準と同等以上の性能とすることを目指す。 

（１）環境アクションプランぎふ 

温室効果ガス排出削減量2021年度に2015年度比10.0%削減（民生業務部門） 

（２）建築環境総合性能評価システム（CASBEE新築） 

建築物の環境性能効率がAランク以上（BEE値：1.5以上） 

（３）建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律に基づく「建築物エネルギー消費性

能基準」、「誘導基準」のいずれか（巻末資料1参照） 

 

＜建築環境総合性能評価システム（CASBEE）とは…＞ 

 建築物の環境性能で評価し格付けする手法（詳細は下記のとおり。） 

省エネルギーや環境負荷の少ない資機材の使用といった環境配慮はもとより、室内の快適性

や景観への配慮なども含めた建築物の品質を総合的に評価するシステムである。CASBEE の特

徴は、建築物の環境に対する様々な側面を客観的に評価するという目的から、(1)建築物のラ

イフサイクルを通じた評価ができること、(2)「建築物の環境品質(Q)」と「建築物の環境負

荷(L)」の両側面から評価すること、(3)「環境効率」の考え方を用いて新たに開発された評

価指標「BEE（建築物の環境性能効率、Built Environment Efficiency）」で評価すること、

という 3 つの理念に基づいて開発されている。また、評価結果が「S ランク（素晴らしい）」

から、「Aランク（大変良い）」「B+ランク（良い）」「B－ランク（やや劣る）」「Cランク（劣る）」

という５段階のランキングが与えられることも大きな特徴である。 

 出典：一般財団法人建築環境・省エネルギー機構ホームページ 
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４．本市の民生業務部門におけるエネルギー消費の現状 

（１）延床面積 

   本市の民生業務部門における延床面積の推移は表 1及び図 2に示すとおりである。 

延床面積は 2006 年度まで増加した後、それ以降は 2013 年度までほぼ横ばいで推移している。 

 

表 1 本市の民生業務部門における延床面積の推移 

 

 

図 2 本市の民生業務部門における延床面積の推移 

（２）エネルギー消費量 

 ① エネルギー消費量の推移 

本市の民生業務部門におけるエネルギー消費量の推移は表 2及び図 3に示すとおりである。 

2013 年度の民生業務部門のエネルギー消費量は 6,030TJ で、1990 年度の 6,180TJ と比べ約 2％減

少となっている。内訳は、事務所ビルが最も多く（25.4％）、次いで卸売・小売業（20.4％）となっ

ている。推移に関しては、2005 年度までは増加傾向であったが、2006 年度からは減少に転じている。

一方で、表 1及び図 2で示したとおり、延床面積は 2006 年度までは増加傾向であり、その後は横ば

い傾向にあることから、エネルギー利用の効率化が進んでいるものと考えられ、この流れを今後も

加速していくことが必要である。 

 

 

単位：[万ｍ
２
]

年度 1990 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

事務所ビル 149 162 171 180 181 183 201 217 204 203 201

卸売・小売業 97 104 110 102 117 121 114 108 114 114 117

飲食店 20 21 22 28 24 23 23 22 22 22 21

学校・試験研究機関 38 41 42 42 43 43 42 43 42 42 41

ホテル・旅館 21 20 20 24 25 25 22 22 23 23 24

劇場・娯楽場 15 20 20 16 16 16 17 17 17 17 17

病院・医療関連施設 28 46 48 45 47 47 49 50 46 46 49

その他サービス業 85 91 96 115 103 106 96 87 92 95 91

合計 452 504 529 554 555 563 564 565 561 561 561

1990年度比 100% 111% 117% 122% 123% 125% 125% 125% 124% 124% 124%

452  504  529  554  555  563  564  565  561  561  561 
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表 2 本市の民生業務部門におけるエネルギー消費量の推移 

 

 

図 3 本市の民生業務部門におけるエネルギー消費量の推移 

 

  

単位：[TJ]

年度 1990 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

事務所ビル 1,378 1,390 1,422 1,400 1,426 1,408 1,505 1,699 1,523 1,510 1,532

卸売・小売業 1,105 1,274 1,367 1,155 1,317 1,297 1,199 1,191 1,194 1,181 1,231

飲食店 528 581 608 706 579 528 522 511 493 464 456

学校・試験研究機関 177 182 178 163 162 157 153 162 154 156 157

ホテル・旅館 549 503 492 548 529 503 435 438 446 442 448

劇場・娯楽場 271 367 383 272 274 263 259 278 267 262 266

病院・医療関連施設 757 1,196 1,132 955 914 852 884 903 804 760 811

その他サービス業 1,415 1,570 1,623 1,799 1,484 1,415 1,249 1,153 1,179 1,182 1,130

合計 6,180 7,063 7,205 6,997 6,685 6,423 6,206 6,335 6,059 5,956 6,030

1990年度比 100% 114% 117% 113% 108% 104% 100% 103% 98% 96% 98%
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② 単位延床面積あたりのエネルギー消費量の推移 

本市の民生業務部門における単位延床面積あたりのエネルギー消費量の推移を表 3 に、1990 年度

比の推移を表 4 及び図 4 に示す。単位延床面積あたりのエネルギー消費量は、2005 年度まではほぼ

横ばいであったが、2006 年度以降全ての業種で減少傾向にあり、特に病院・医療関連施設で 1990 年

度比 39％減と著しい。2000 年度以降は年平均で約 1.0％減となっており、省エネ法の告示による目

標※に到達していることが分かる。この流れを今後も加速していくことが必要である。 

 

【省エネ法の告示による目標】 

Ⅱ. エネルギー使用の合理化の目標及び計画的に取組むべき措置 

事業者は、工場等全体として又は工場等ごとにエネルギー消費原単位を中長期的にみて年平均

１％以上低減させることを目標として、技術的かつ経済的に可能な範囲内で、実現に努めるも

のとする。 

出典：「工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準」（制定：平成 21 年 3 月 31 日、経済産

業省告示第 66 号、一部改正：平成 25 年 12 月 27 日、経済産業省告示第 269 号） 

 

表 3 本市の民生業務部門における単位延床面積あたりのエネルギー消費量の推移 

 

 

表 4 本市の民生業務部門における単位延床面積あたりのエネルギー消費量の推移（1990 年度比） 

 

単位：[MJ/m
２
]

年度 1990 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

事務所ビル 923 859 833 778 786 771 748 785 745 745 761

卸売・小売業 1,145 1,227 1,248 1,129 1,124 1,074 1,052 1,104 1,045 1,033 1,048

飲食店 2,682 2,746 2,721 2,502 2,424 2,314 2,288 2,308 2,208 2,146 2,154

学校・試験研究機関 466 443 423 385 378 365 362 379 364 372 380

ホテル・旅館 2,608 2,527 2,437 2,254 2,136 2,032 1,997 2,013 1,937 1,882 1,903

劇場・娯楽場 1,773 1,881 1,927 1,706 1,699 1,602 1,567 1,677 1,582 1,552 1,579

病院・医療関連施設 2,733 2,613 2,366 2,111 1,966 1,812 1,786 1,798 1,741 1,665 1,671

その他サービス業 1,673 1,725 1,691 1,560 1,446 1,334 1,302 1,324 1,282 1,249 1,244

合計 1,367 1,401 1,363 1,264 1,204 1,140 1,100 1,121 1,079 1,062 1,075

1990年度比 100% 103% 100% 93% 88% 83% 81% 82% 79% 78% 79%

年度 1990 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

事務所ビル 100% 93% 90% 84% 85% 84% 81% 85% 81% 81% 82%

卸売・小売業 100% 107% 109% 99% 98% 94% 92% 96% 91% 90% 92%

飲食店 100% 102% 101% 93% 90% 86% 85% 86% 82% 80% 80%

学校・試験研究機関 100% 95% 91% 83% 81% 78% 78% 81% 78% 80% 82%

ホテル・旅館 100% 97% 93% 86% 82% 78% 77% 77% 74% 72% 73%

劇場・娯楽場 100% 106% 109% 96% 96% 90% 88% 95% 89% 88% 89%

病院・医療関連施設 100% 96% 87% 77% 72% 66% 65% 66% 64% 61% 61%

その他サービス業 100% 103% 101% 93% 86% 80% 78% 79% 77% 75% 74%

合計 100% 103% 100% 93% 88% 83% 81% 82% 79% 78% 79%
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図 4 本市の民生業務部門における単位延床面積たりのエネルギー消費量の推移（1990 年度比） 

 

③ 本市の公共施設のエネルギー消費量 

本市の公共施設（民生業務部門）のエネルギー消費量は表 5に示すとおりである。 

2015 年度のエネルギー消費量は約 586TJ であり、2010 年度比で約 10.3％減となっている。これは

主に「岐阜市環境管理システム（GEMS）※」の運用による職員の取り組みによる効果と考えられる。

なお、表 5 に示す数値は指定管理施設を除くものであるが、指定管理施設を含めると市施設のエネ

ルギー消費量は民生業務部門全体の 24％程度である。 

市公共施設の建築年度区分別の延床面積は図 5に示すとおり、建築から 30 年以上が経過している

公共施設が全体の約 70％を占めていることから、今後は施設・設備の更新・改修・修繕が決定した

ら、これらの時期を考慮し、省エネ診断等を活用して段階的にエネルギー利用の効率化を進めてい

くことが有効であると考えられる。 

 

【※岐阜市環境管理システム（GEMS）とは…】 

庁内全体の環境マネジメントサイクルを構築し、地球温暖化防止と環境配慮がより一層徹底される

ことを目的とした「環境アクションプランぎふ」の実施運用管理部分のマニュアルである。2007 年

度から運用している。  

 

表 5 本市の公共施設（民生業務部門）におけるエネルギー消費量の推移 

 
          ※指定管理施設は除く。 

出典：「環境アクションプランぎふ 2012」実績より 

40%

60%

80%

100%

120%

1990 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

（1990年比） 事務所ビル 卸売・小売業 飲食店

学校・試験研究機関 ホテル・旅館 劇場・娯楽場

病院・医療関連施設 その他サービス業 合計

年度 2010 2014 2015 2010比(2015)

電気（TJ） 371 369 368 -0.8%

都市ガス（TJ) 145 133 126 -13.3%

ＬＰガス（TJ) 11 10 10 -8.7%

重油（TJ） 83 57 55 -34.3%

灯油（TJ） 44 34 28 -35.5%

合計（TJ) 653 603 586 -10.3%
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  ※エネルギー消費量が比較的小さいと考えられる倉庫、公衆便所、駐車場、駐輪場、競輪場、大気測定局等は除外し

ている。 

図 5 市公共施設の建築年度区分別の延床面積 

 

【コラム：温室効果ガス排出抑制に向けた官庁施設における省エネルギー診断の実施】（巻末資料2参照） 

・ 国においても、効率的かつ効果的に温室効果ガスの排出削減対策・省エネルギー対策を進めるた

め、関係府省の庁舎等施設において省エネルギー診断を実施していくことの申し合わせが行われ

ている。削減ポテンシャルが高いと考えられる大規模庁舎から省エネルギー診断を開始し、段階

的に小規模庁舎へ広げていくものとしている。 

 

＜具体的な省エネ診断の段取り＞ 

（第 1段階）関係府省が、2017 年 9 月末までに、原則として以下の施設において省エネ診断を実施

する。（ただし、2012 年度以降に診断済みの施設を除く） 

・霞が関中央官庁舎のすべて 

・50,000ｍ2以上の大規模な地方官庁庁舎のすべて 

（第 2段階）関係府省が、2018 年度から 2019 年度までに、原則として以下の施設において省エネ

診断を実施する。（ただし、2013 年度以降に診断済みの施設を除く） 

・10,000ｍ2以上 50,000ｍ2未満の地方官庁庁舎のすべて 

・10,000ｍ2未満の地方官庁庁舎から抽出※された施設用途別の代表的な施設 

  ※環境省が抽出し、関係府省と協議して、2016 年度中に選定する。 

 

・ 実施した省エネルギー診断の結果に基づき、まずはエネルギー消費機器や熱源の運用改善（運転

条件の変更等）を行い、さらに、施設・機器等の更新時期も踏まえ、費用対効果の高い合理的な

ハード対策を計画し、省エネに取り組んでいくものとしている。 
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５．エネルギー利用効率化のための技術の導入等による対策の推進 

 （１）効果的な対策技術 

    エネルギー利用の効率化に資する対策技術について紹介する。経済性（投資回収年数等）等も

考慮した上で、積極的な導入を図っていく。対策技術の一覧表を巻末資料 3 に、設備導入事例を

巻末資料 4に示す。 

  

【省エネルギー機器の導入】 

１）照明設備の LED 化 

①  概要 

 点灯時間の長い執務室などに使用されている照明設備はLEDの導入に向いている。 

 頻繁に点灯や消灯を繰り返しても寿命に影響が少なく、こまめな消灯など施設運営による

省エネにも適している。 

 １日10時間点灯（年間3,000時間）で8～10年が交換の目安となるため、交換の手間が削減

され、特に天井高がある場所などでは灯具取替えなどの管理費削減効果が高い。 

②  効果 

 蛍光灯に比べて30～50％程度の消費電力量削減 

③ 投資回収年の目安 

 5～10年 

④ 導入事例 

 じゅうろくプラザ、明郷小学校、本郷公民館など 

⑤ 導入にあたっての留意事項 

 設備空間及び用途に応じて、照明の種類（直管、電球な

ど）、照度の適正化や初期照度補正の採用などを図る必

要がある。 

 

２）人感センサーによる照明制御 

① 概要 

 自動的に点灯・消灯を行うため、人による消し忘れの防止が可能となる。 

 トイレ、洗面所、更衣室、利用者の少ない廊下などへの設置に適している。 

② 効果 

 人感センサーなしに比べて10％程度の消費電力量削減 

③ 投資回収年の目安 

 5～10年 

④ 導入事例 

 大杉一般廃棄物最終処分場環境教育棟、本郷公民館、上

下水道事業部本庁舎など 

⑤ 導入にあたっての留意事項 

 自動的に消灯するため安全面への影響に配慮し、適切な設置場所を検討する必要がある。 

LED 照明（本郷公民館） 

人感センサー（本郷公民館）
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３）誘導灯の LED 化 

① 概要 

 常時点灯しているため、LED化による省エネ効果が高い。 

 LEDは寿命が長く交換頻度が少ないため、「寿命のために非常時に誘導灯が点灯しなかっ

た」という事態の発生を防ぐことが可能である。 

②  効果 

 蛍光灯型に比べて70～90％の消費電力量削減 

③ 投資回収年の目安 

 15年程度 

④ 導入事例 

 本郷公民館など 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 交換時期の確認はテストボタン等で行う必要がある。 

 

４）空調設備の高効率化 

① 概要 

 設備費、維持管理費、運転保守管理の容易さ、省エネ性、設置スペースなどから最適なシ

ステム構成を検討し、利用者数、利用時間、用途に応じて熱源種類（地中熱利用について

は後述する）や空調方式などの適正化を図る。 

② 効果 

 従来型空調機に比べて最新設備は15～40％程度の省エネ 

③ 投資回収年の目安 

 10 年程度 

④ 導入事例 

 みんなの森ぎふメディアコスモスなど 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 トップランナー機器の導入を基本とし、ライフサイクルコストの最適化を十分に検討する

必要がある。 

 ガス方式から電気方式へ更新するときには受変電設備容量が増えることに留意する。 

 

５）換気による空調の効率化 

① 概要 

 外部に面した換気窓から外気を取り入れ、太陽光で暖められた空気の上昇気流を利用して

自然換気を行うソーラーチムニーや夜間の涼しい外気を室内に導入することにより躯体

冷却を行うナイトパージシステムなどがある。 

 直接外気を取り込んでいる換気に全熱交換器を導入して外気負荷の低減を図る。 

 

 

省エネ型誘導灯（本郷公民館） 
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② 効果 

 空調負荷の軽減など 

③ 投資回収年の目安 

 10年程度 

④ 導入事例 

 みんなの森ぎふメディアコスモスなど 

⑤ 導入にあたっての留意事項 

 室内環境に合わせた適正な換気量を確保する。 

 エネルギー消費量の他、室温についてもシミ

ュレーションを行い、特に西面が執務環境に

適した室温となることを確認する。 

 

６）デマンド監視装置の導入 

① 概要 

 契約電力のデマンドを監視し、ピーク負荷の低減に寄与する。 

② 効果 

 契約電力のデマンドを監視することにより、電力消費量の削減に向けた利用者の意識啓発

につながる。 

 設備運用において非効率（無駄）な運用となっている点を改善できる。 

③ 投資回収年の目安 

 5年 

④ 導入事例 

 市内小中学校など 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 デマンド値の監視による施設運用改善を実施する運用マニュアルや体制（組織）づくりが

効果を得るためには重要である。 

 デマンド値の上限値を設定し、経年的にデマンド値の上限値を下げるような施設運用の

PDCAを導入する必要がある。 

 

７）BEMS（ビルエネルギー管理システム）の導入 

① 概要 

 BEMSには電力（空調、照明、換気、OA、コンセント等）、温度、照度等の情報を集め可視

化する機能と、空調、照明等の機器を制御する機能がある。 

 BEMSにより電力使用量等を可視化し、適切に制御することにより、消費エネルギー量の削

減を図る。 

② 効果 

 エネルギー消費の可視化による課題点の抽出や利用者の意識啓発につながる。 

 BEMSの活用により10～30％程度の省エネ 

自然換気の利用（ぎふメディアコスモス） 
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③ 投資回収年の目安 

 10年程度 

④ 導入事例 

 明郷小学校及び本郷公民館など 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 システムの導入による運用の最適化に加え、可視化

した情報を活かして無駄を見つけるための運用改善

を継続する体制（組織）づくりが効果を得るために

は重要である。 

 計測対象や項目等についての計測計画を実施設計の段階で検討し、導入目的を明確にして

目的に合致したシステムを導入する必要がある。 

 

８）エレベーターへの回生電力回収システムの導入 

① 概要 

 下降運転時に生じる回生エネルギーを利用するとともにインバーター制御を導入するこ

とにより、消費電力を削減する。 

 新設以外に既存のエレベーター更新時にも適用可能である。 

② 効果 

 電力削減率50％ 

③ 投資回収年の目安 

 5年程度 

④ 導入事例 

― 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 削減される電力消費量の計算を行い、費用対効果について検討する必要がある。 

 既存エレベーター更新時に導入するときにはエレベーターピットの深さなど昇降路の物

理的な構造に留意する。 

 

９） 蓄電池 

① 概要 

 太陽光発電で発電した電力等を蓄電することが可能である。 

② 効果 

 平常時における太陽光発電電力の活用及び災害発生時における非常用電源としての利用

など 

③ 投資回収年の目安 

― 

④ 導入事例 

 本庁舎、市民病院、明郷小学校及び本郷公民館など 

電力使用量等の見える化（明郷小学校）
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⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 災害時における非常用電源としての効果は蓄電池の容量や運用方法によっては限定的で

ある。 

 蓄電池容量の検討にあたっては、利用用途やコストへの影響も考慮する。 

 

１０） コージェネレーションシステム 

① 概要 

 電力と熱を生産し供給するシステムで、熱は吸収式冷凍機や熱交換器等を介して冷暖房、

給湯に利用される。 

 年間を通して給湯需要がある施設など、温熱需要が多い施設への導入が向いている。 

② 効果 

 近年では、原動機の高効率化が進み、40%以上の発電効率、また、熱のカスケード利用に

より35%以上の廃熱回収効率を得ることが可能となっている。 

 都市ガスを燃料として使用する場合は耐震性に優れている中圧管を活用することにより

BCP※に一定の効果が期待される。 

③ 投資回収年の目安 

―（施設の熱需要などの条件により異なる。） 

④ 導入事例 

 本郷公民館など 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 熱需要に応じたシステムの適切な能力（規模）を検討する必要がある。 

 利用用途に合わせた負荷追従特性を考慮し、最適なシステムを選定する。 

 

＜BCPとは…＞ 

自然災害、大火災などの緊急事態に遭遇した場合において、事業資産の損害を最小限にとどめ

つつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき活動や

緊急時における事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画 

     出典：中小企業庁ホームページより抜粋 

 

【再生可能エネルギーの導入※】 ※再生可能エネルギーの中でも本市の特性に適したものを記載した。 

１１） 太陽光発電  

① 概要 

 全国県庁所在地の中で日照時間が上位である本市の特色を活用することが可能である。 

② 効果 

 導入した設備の出力に応じた電力の自給が可能となり、蓄電池と組み合わせることにより

BCPの効果が見込まれる。 

③ 投資回収年の目安 

 10年以上 

④ 導入事例 
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 市内小中学校、じゅうろくプラザ、みんなの森ぎふメディアコスモスなど 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 屋上の防水機能や耐震性の確保に留意する必要がある。 

 災害時の電源とするためには、停電時に稼働できるシステムとする必要がある。 

 余剰電力が発生しすぎないような適正な規模を選定する必要がある。 

    

１２） 太陽熱利用 

① 概要 

 太陽の熱を使って温水や温風を作り、給湯や冷暖房に利用するシステムである。 

 熱源利用に限定されるが、エネルギー効率は太陽光発電より優れ、システムも容易である。 

② 効果 

 導入した設備の能力に応じたエネルギーの自給が可能となる。 

③ 投資回収年の目安 

 10年以上 

④ 導入事例 

 みんなの森ぎふメディアコスモス、第二恵光及び第三恵光など 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 熱需要に応じたシステムの適切な能力（規模）を検討する必要がある。 

 給湯・空調負荷のサブシステムとなるので、メインシステムとの負荷分担率など、合理的

なシステム設計を図る必要がある。 

 天候により太陽熱が得られないときにも熱が供給できる補助熱源が必要である。 

 

１３） 地中熱利用 

① 概要 

 本市の特色の１つである豊富で良質な地下水を空調等の省エネに活用することが可能で

ある。 

 冷房排熱を外気に排出しないため、ヒートアイランド現象を抑制する効果がある。 

 熱交換器を地中に設置し水や不凍液を循環させるクローズドループ方式と井戸から揚水

した地下水をヒートポンプ等で熱交換させるオープンループ方式がある。 

② 効果 

 空冷式に比べて30～50%程度の省エネ 

③ 投資回収年の目安 

 10年以上 

④ 導入事例 

 本庁舎、本郷公民館、みんなの森ぎふ

メディアコスモスなど 

⑤ 導入にあたっての留意事項 

 地下水の取水による地盤沈下等の発生
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を防止するため、適切な揚水量を検討する必要がある。 

 地盤や建物の状況に合わせた採熱管の選定や敷設方法を選定する。 

 

 

 

【省エネ型の建築設計】 

１４）構造物の断熱化 

① 概要 

 壁断熱材の厚みを標準的な25㎜から40㎜へ厚くするなどにより、断熱性の高い壁・床・天

井・屋根を設置する。 

 断熱材の材料費用は増加するが、施工費用は概ね変わらず、大幅な費用増加とはならない

（費用(材工込)は25㎜で1,500円/m2程度、40㎜で2,000円/m2程度）。 

② 効果 

 空調負荷の軽減など 

③ 投資回収年の目安 

 10年程度 

④ 導入事例 

― 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 建物の用途や構造に合わせた断熱方法（外断熱、内断熱）を選定する。 

 トップランナーの導入を基本とし、ライフサイクルコストの最適化を十分に検討する必要

がある。 

 エネルギー消費量の他、室温についてもシミュレーションを行い、特に西面が執務環境に

適した室温となることを確認する。 

 

１５）窓の断熱化 

① 概要 

 断熱性の高い窓ガラス（複層ガラス）、断熱サッシ、外付けブラインド、外壁ルーバー、

ライトシェルフ、ダブルスキン、遮熱・採光フィルムの設置など 

太陽熱や地下水を活用した高効率なエネルギーシステム（ぎふメディアコスモス）
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② 効果 

 空調負荷の軽減、自然採光の増幅など 

③ 投資回収年の目安 

 5～10年程度 

④ 導入事例 

 みんなの森ぎふメディアコスモスなど 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 トップランナーの導入を基本とし、ライフサ

イクルコストの最適化を十分に検討する必要

がある。 

 複層ガラスの導入等の窓の断熱化にあたっては、南面や西面では熱線反射タイプの複層ガ

ラスを用いるなど面や用途によって使い分けを行う。 

 開口部の日射遮蔽については、ライフサイクルコストを重視するとともに、将来にわたっ

て調整可能な余地を残すことも必要である。 

 エネルギー消費量の他、室温についてもシミュレーションを行い、特に西面においても執

務環境に適した室温となることを確認する。 

 

【その他】 

１６）屋上・壁面緑化 

① 概要 

 植物を建築物の外側や屋上に生育させることにより、太陽光の遮断と断熱、および植物葉

面からの蒸散による気化熱を利用して、建築物の温度上昇を抑えることを主な目的とする。 

② 効果 

 空調負荷低減及びヒートアイランド防止のほか、景観形成・向上、憩いの場創出、環境教

育などの波及効果が期待される。 

③ 投資回収年の目安 

― 

④ 導入事例 

 じゅうろくプラザ、南庁舎、北東部コミュニティーセンターなど 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 屋上緑化については、屋上の防水や排水口の詰り防止等に留意する必要がある。 

 壁面緑化については、剥離防止に留意するとともに灌水設備が必要である。 

 維持管理に係る費用について予算措置が必要となる。 

遮熱フィルム（本庁舎） 
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１７）中水利用 

① 概要 

 使用した水道水などを処理して雑用水などに再利用することや雨水をトイレ用水や屋上

緑化や樹木の灌水などに使用する。 

② 効果 

 水不足への対策や排水量の削減、水資源の

保全、水道の給水制限時や災害発生時にお

ける生活支援などに効果がある。 

③ 投資回収年の目安 

― 

④ 導入事例 

 みんなの森ぎふメディアコスモス 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 水質や水温に応じた適切な用途を検討する。 

 中水利用の計画時には雨水等による水供給量と中水利用量の均衡に留意する。 

 

１８）ミスト噴霧 

① 概要 

 霧状に噴霧された水が蒸発時に熱を吸収する

ことにより、周辺の気温を下げる。 

② 効果 

 ヒートアイランド対策、熱中症予防のほか、

景観形成・向上、憩いの場創出、環境教育な

どの波及効果が期待される。 

③ 投資回収年の目安 

― 

 

じゅうろくプラザ 南庁舎屋上 

地下水の高次利用（ぎふメディアコスモス） 

杜のミスト（JR 岐阜駅北口） 
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④ 導入事例 

 JR岐阜駅北口駅前広場歩行者用デッキ、みんなの森ぎふメディアコスモスなど 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 噴霧されたミストは人に接触し吸引されるため、ミスト発生装置の管理を適切に行う必要

がある。 

 

【コラム：本市の地域資源である地下水の利用とまちづくりがマッチングした事例】 

◆場  所：岐阜市柳ヶ瀬地区 「アクアージュ柳ヶ瀬」 

◆住  所：岐阜市神田町 4丁目 16 番地先から岐阜市神室町 2丁目 6番地先まで 

◆施工年度：平成 3年度～平成 8年度 

◆概  要： 

・ アクアージュ柳ヶ瀬は、周辺をカラータイルや電飾で彩られている全長約170mの水路空間である。

・ 水の出元は商店街の店舗の大型の冷房機や水冷式の冷蔵庫であり、装置を循環した地中熱利用後

の地下水の余り水が排水路を流れている。 

・ 岐阜市は長良川などの涵養から地下水に恵まれて、古くから井戸水利用が盛んな地域であり、ア

クアージュ柳ヶ瀬の事例は、ひとつの井戸の地下水を複数の店舗で空調に利用した地下水の面的

利用の事例である。 
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（２）エネルギー利用効率化のためのモデルシステム 

    前述のとおり、本市では「スマートシティ岐阜」の実現を目指し、2015 年度までに明郷小学校

及び本郷公民館において省エネ機器やシステム管理機器等を設置し、効率的なエネルギーマネジ

メントシステムの運用方法を確立し、その効果検証を行う実証事業を行ってきた。 

    実証事業では、先進的な取り組みとして、再生可能エネルギー、地中熱ヒートポンプ、蓄電池

やコージェネレーションの導入など、施設における自立性の機能が高く、環境性を追及したシス

テムの実証を行った。 

    ここでは、この実証事業の成果を踏まえた※普及モデルとしてのモデルシステム（経済性モデル、

環境性モデル、自立性モデル）の検討例を示す。モデルシステムの定義は表 6 に示すとおりであ

る。モデルシステムは、基本的なモデルとして例示したものであることから、実際の導入にあた

っては過剰な設備とならないように、施設の用途や機能を踏まえ、経済性、環境性、自立性に着

目した実現可能性の高いシステムを検討する必要がある。 

 

表 6 モデルシステムの定義 

経済性モデル  環境性の向上を図りつつも、導入設備の規模を最小化するなど経済性の

向上を追求するモデル 

環境性モデル  経済性を一定程度確保しつつも、低炭素なエネルギーによって二酸化炭

素排出量を削減するなど、環境性の向上を追求するモデル 

自立性モデル  施設に求められる防災機能を踏まえ、災害時においても非常用電源を確

保する機能などを付加したモデル。また、平常時においてもエネルギー

消費量の削減にも寄与することが可能なモデル 

  

 

※実証事業の成果を踏まえたモデルシステムの検討について 

【経済性モデル及び環境性モデル】 

実証事業で導入した機器ごとの効果について、実証事業での特有な事項（例えば、機器

故障による停止、他機器の影響、システム構成による影響等）を除外し、光熱費やCO2の

削減効果を補正して一般化した上で、経済性や環境性のB／Cを算定し、その高い順に機器

を組み合わせることによって構築した。 

 

【自立性モデル】 

実証事業で導入した機器ごとに自立性が高い・低いなどを定性的に評価し、自立性の向

上が見込める機器を組み合わせることによって構築した。 

 

巻末資料 5に「実証事業の成果とモデルシステムの構築に向けた機器毎の導入効果の整

理」を示す。 
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１）経済性・環境性モデル 

経済性モデル及び環境性モデルを以下に示す（図 6）。 

 

    

図 6 経済性モデル、環境性モデル 

 

エネルギー消費の大半は、空調、照明、給湯によるものであり、地中熱ヒートポンプ、LED、

コージェネレーションシステムの導入によって、それぞれエネルギー消費量を削減することが

可能となる。 

本モデルシステムは実証事業の成果を踏まえ検討した結果であるが、LED 照明や太陽光発電は

市場への普及に伴い省エネルギー効果や価格面において経済性・環境性ともに向上してきた。

地中熱ヒートポンプも同様に、採熱管などのコスト高となる要因に対してコスト削減に向けた

技術開発が進められている。 

このような動向を踏まえつつ、経済性モデルも環境性モデルも基本的にはエネルギー消費量

を削減するモデルであるため、同様の機器の組合せとなっている。 

 

    【経済性・環境性モデルの構築にあたっての考え方】 

 経済性・環境性 B/C の高い順にそれぞれ機器を組み合わせる。 

 太陽光発電は電力系統、対象施設の構造上の問題（建築年など）を考慮して導入を検

討する。 

 CGS は空調利用ではなく熱利用を前提とし、熱需要と電力需要の両方が存在する施設

で検討する。 

経済性の
Ｂ/Ｃ

環境性の
Ｂ/Ｃ

ＬＥＤ 1.37 27.5

太陽光発電 0.683 13.7

地中熱HP 0.448 12.6

ＣＧＳ － －

経済性のＢ/Ｃ
＝削減コスト（円/年）×法定耐用年数（年）/導入費用（円）

環境性のＢ/Ｃ
＝ＣＯ２削減量（kg-ＣＯ２/年）

×法定耐用年数（年）/導入費用（円）

経済性モデル

環境性モデル
＝ LED 地中熱HP 太陽光発電 CGS＋ ＋ ＋

※CGSについては、熱と電気の両方を利用することで効率的なエネルギー利用を高めるものであるため、熱と電力需要の両方が存在す
る施設を対象に導入することになる。

空調

照明

給湯

地中熱HP

LED

CGS

用途

太陽光発電

省エネ・創エネ手段

動力

エネルギー消費
の大半を占める
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２）自立性モデル 

自立性モデルを以下に示す（図 7）。 

 

  

図 7 自立性モデル 

 

【自立性モデルの構築にあたっての考え方】 

 自立性の向上には創エネ機器及び蓄エネ機器が有効であるため、太陽光発電と蓄電池の

導入を基本とする。 

 CGS は空調利用ではなく熱利用を前提とし、熱需要と電力需要の両方が存在する施設で

検討する。 

 必要に応じて EMS により機器を制御運用する。 

 

   

  

機器名 自立性 EMSによる制御

LED 消費電力が小さく、自立運転時の照明として有用である。 ×（可能だが効果が小さい）

太陽光発電 自立運転時に電力確保を担う。 ○（逆潮不可の場合には必須）

蓄電池 自立運転時に電力の需給及びその調整を担う。
○（ピークカット・ピークシフトを実現する
ためには必須）

CGS ガスの供給が継続されれば自立運転が可能である。 ○（効果は大きい）

自立性モデル ＝ CGS蓄電池太陽光発電 EMS＋ ＋ ＋

※CGSについては、熱と電気の両方を利用することで効率的なエネルギー利用を高めるものであるため、熱と電力需要の両方が存在す
る施設を対象に導入することになる。

LED ＋
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３）モデルシステム事業化検討例 

上記で示したモデル構築にあたっての考え方に基づき、市公共施設を対象として検討を行っ

た事例Ａ及びＢを巻末資料 6 に示す。これらの事例は、単独施設よりもエネルギー利用効率の

高度化がより期待できる複数施設間でエネルギー融通を行うモデルシステム（普及モデル）の

導入を仮想的に検討したケーススタディとして示すものである。また、後述する「エネルギー

利用の効率化を図るための設備導入の具体的な進め方」に基づいてエネルギー利用の効率化に

取り組む際に、どのような検討を行う必要があるのかを具体的にイメージできるような参考例

として示したものでもある。 

事例Ａは太陽光・太陽熱を同時に活用し、社会福祉施設と住宅間で電気と熱の融通を行う事

例であり、岐阜市の地域特性である太陽エネルギーを積極的に活用した事例である。 

事例Ｂは、事務所と住宅間での電気の融通モデルであり、市内各所で同様のシステムを構築

可能な事例として示したものである。 

事例Ａ及びＢともに検討した対象施設は市公共施設であるが、中長期的には民間施設におい

ても適用拡大の可能性が見込める事例として検討・提示するものである。 

なお、事例Ａ及びＢの施設は、建替えや大規模改修のタイミングにはないことを前提に、今

回は設備機器の更新に伴う普及モデルを示したが、施設の新築・建替・改修を行う場合には建

築物の高断熱化も有効な対策であり、本プランの「５．エネルギー利用効率化のための技術の

導入等による対策の推進」において示した省エネルギー機器や再生可能エネルギーの導入以外

の対策技術についても組み合わせて対策を検討することが望ましい。 

施設の選定過程で同一敷地内に複数施設が隣接し、エネルギー融通による効果が見込める組

み合わせは事例Ａ及びＢの２つしかなく、ともに避難所としての役割が求められていないこと

から、今回は自立性モデルの検討事例を示していない。しかし、蓄電池導入による効果の検証

は実証事業で行っており、その結果を「実証事業の成果とモデルシステムの構築に向けた機器

毎の導入効果の整理」として巻末資料 5に示した。 
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【コラム：モデルシステム事業化検討例において見込まれる効果】 

市公共施設を対象にモデルシステムの事業化をケーススタディとして検討した事例 A及び事例 Bにおい

て見込まれる効果を以下に示す。 

 

＜事例Ａ：導入費用及び導入効果（LED＋PV+CGS）＞ 

◆ 対象施設：第二恵光、第三恵光、ケアホーム恵光 

◆ 導入機器：LED、PV（太陽光発電）、CGS（ガスコージェネレーションシステム） 

 

・ 設備の導入費用は合計で約 7,150 万円、運用による削減コストは約 250 万円／年、CO2削減効果は約

69,800kg-CO2/年である。設備導入の補助率が 50％と想定した場合、経済性 B/C は 1.0 を上回る結果

となっている。 

 

＜事例 B：導入費用及び導入効果（LED＋PV）＞ 

◆ 対象施設：岐阜市立看護専門学校、クリスタル鹿島 

◆ 導入機器：LED、PV（太陽光発電） 

 

・ 設備の導入費用は合計で約 5,050 万円、運用による削減コストは約 190 万円／年、CO2削減効果は約

47,400kg-CO2/年である。設備導入の補助率が 50％と想定した場合、経済性 B/C は 1.0 を上回る結果

となっている。 

 

・ 2030 年度までに市公共施設の 60％（延床面積）がエネルギー利用効率化を図るための設備導入

に取り組むと仮定した場合の温室効果ガス排出量削減量を上表の効果（モデルシステム事業化検

討例：事例 A）に基づき試算すると約 1.2 万ｔ-CO2/年となる。 

・ これは市の事務事業における温暖化対策を定める「環境アクションプランぎふ」で想定する 2030

年度時点での温室効果ガス排出削減量の約 30％に相当する量となる。 
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（３）導入した対策技術の機能を十分引き出すための取り組み 

エネルギー利用の効率化を推進するためには、導入した対策技術の機能を十分引き出すための取

り組みが重要であることから、その取り組みとして、以下に「環境教育のための設備や動線」及び

「継続的な運用改善活動」について示す。 

 

１）環境教育のための設備や動線 

① 概要 

 エネルギー利用の効率化を普及・啓発するための見学等にも配慮した設計とする。 

② 効果 

 エネルギー利用の効率化のための普及・啓発効果 

③ 投資回収年の目安 

― 

④ 導入事例 

 ドリームソーラーぎふ、明郷小学校、本郷公民館など 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 専門家や大学生のみならず、小中学生など幅広い市民や事業者に向けた環境教育や普及啓

発に活用可能な施設とすることが望ましい。 

 

   

２）エネルギー利用効率化を図るための継続的な運用改善活動 

① 概要 

 最新高性能な機器や設備の導入に加え、エネルギー消費の可視化（見える化、見せる化）

による課題点の抽出や運用改善に継続的に取り組む。 

 市内で取り組む活動について情報公開することにより、市民や事業者に向けてエネルギー

対策の重要性・有効性を周知していく。 

② 効果 

 取り組み前に比べて10～30％程度の省エネ 

 市民や事業者への啓発効果 

 

ドリームソーラーぎふ 本郷公民館 
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③ 投資回収年の目安 

― 

④ 導入事例 

 民間企業（オフィス、製造業等）などで多数あり 

⑤ 導入にあたっての留意事項等 

 最新の設備を有した建物であっても創意工夫することにより、更に効果が得られた多くの

事例がある。 

 更なるエネルギー利用の効率化は本当に限界であるのか疑問を持ち、足を使って現場を知

り、試行錯誤を継続し、率先垂範で理解者や協力者を増やしていくこと（施設管理者の協

力や組織的な体制作りなど）が重要である。 
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６．エネルギー利用の効率化を図るための設備導入の具体的な進め方 

（１）検討の手順 

   施設におけるエネルギー利用の効率化を図るための設備導入の具体的な進め方の例を図8に示す。 

 

 

図 8 設備導入の具体的な進め方の例 

 

   フローに示すとおり、対象施設の決定から工事着手までに、場合によっては 3年程度必要となる。 

施設の規模や導入する設備の内容によっては、期間を短縮することは可能である。 

 

  

資料調査

現地確認調査・管理者協議

省エネ診断

対策効果の検討

基本設計、詳細設計

工事着手

実施する対策の選定・対策の進め方の検討 施
設
の
規
模
や
導
入
設
備
の
内
容
に
応
じ
て

対象施設の選定

省エネ診断に必要な書類等の準備

導入する設備・機器の詳細検討、エネルギー
需給の運用シミュレーション、効果の算定
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（２）資料調査 

   省エネ診断に必要な資料の準備を行う。資料は、①施設用途、②設備仕様及び図面、③運用・使

用状況、④エネルギー使用量（種別、年間、月間、日時間）、⑤メンテナンス・改修等の情報などを

入手する。エネルギー使用量は、建物毎にエネルギー使用状況を測定している場合にあっては、そ

のデータを整理し、エネルギーの使用パターンを把握する。 

  

（３）省エネ診断 

   省エネ診断とは、ビル等のエネルギーの使用状況を調査、分析し、エネルギー削減のための手法

やその削減効果の提案を受けるサービスである。省エネ診断では、設備機器の導入検討だけでなく、

投資不要で運用によるエネルギー利用の改善策についても提案が得られることから、施設の改修や

建替予定がなくても、エネルギー利用の効率化を検討するための有効な手段となる。 

省エネ診断の手順は図 9に示すとおりである。 

 

 

 

図 9 省エネ診断の手順 

 

図面調査

現地確認調査（診断）

施設情報の整理
・・・施設の概要やエネルギー使用状況、エネルギー使用量とその費用等について聞き取りを行う。

省エネ対策のアドバイス（口頭）

診断終了後、簡単にできる省エネのアドバイスなどを口頭で説明する。

 照明・・・照明の明るさを照度計で測定し、基準より明るすぎる場所や無駄な照明が点いていない
か等を調べる。

 水回り・・・給湯設備の温度設定が適切か、洗面所やトイレなど水回りに無駄はないか等を調べる。
 換気・・・二酸化炭素濃度を測定し、過剰な換気がないかなど、室内環境を調べる。

 空調・・・エアコンの温度設定が適切か、室内の温度にムラがないかを確認する。また、室外機が
効率良く運転できる環境にあるかも調べる。

報告書の作成（省エネ対策の提案）

すぐに取りかかれる運用改善対策や設備改修を実施した場合の光熱水費削減額、投資回収年数な
どを試算した詳しい報告書を作成する。
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省エネ診断では、図面調査を行うとともに、実際に施設を確認し、設備機器等の状況を建物毎に

確認するための現地確認調査（診断）を行う。現地確認調査（診断）において確認すべき事項（例）

を表 9 に示す。現地確認調査（診断）は、設備機器等の状況を目視等で確認するため、管理者の立

会いが必要となる。管理者側において、設備機器に詳しい担当者が常駐していない場合には、設備

機器に詳しい専門家が立会いに同行することが望ましい。省エネ診断の発注仕様書例を巻末資料 7

に示す。 

なお、省エネ診断に係る経費は、1件あたり 50～100 万円程度であるが（施設規模や診断メニュー

に応じて費用は異なる）、比較的規模の小さい施設※については無料で省エネ診断等を行っている団

体（一般財団法人省エネルギーセンター）もあることから、施設の規模によってはこれらを活用す

ることも一つの手段である。2016 年度に実施した無料省エネ診断の実施例を表 10 に示す。 

 

【一般財団法人省エネルギーセンターが実施する無料省エネ診断の対象】 

※以下の①、②のいずれかが対象となる。 

①中小企業（中小企業基本法で規定される事業者） 

②年間のエネルギー使用量（原油換算値）が原則として 100kL 以上 1,500kL 未満の工場・

ビル等 
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表 9 現地確認調査（診断）時に確認すべき事項（例） 

大区分 小区分 備考 

系統連系の状況 受電状況（低圧、高圧の種別） 建物毎の受電状況 

電力会社との連系協議の内容 一括受電の有無等 

電力会社との契約内容 同上 

ガス関連 ガス供給状況 LP、都市ガスの種別 

ガス供給契約内容 一括契約の有無等 

ガス供給量 熱源や熱需要の場所等 

建物用途や 

負荷想定 

建物の利用状況  

施設の利用人数、利用室数  

施設の利用時間  

年間稼働日数（平日・休日） 休日など 

大規模な負荷設備の有無 空調、エレベーターを含む 

主要となる負荷設備の容量  

電力・熱需要計測データの有無 負荷パターンの設定が目的 

システム構成  

システム導入のニーズ エネルギーの信頼性、省エネ・環

境性、経済性など 

既存設備の状況 PV、非常用発電機など既設機器の状況  

PV パネル設置可能箇所  

水槽設置可能箇所  

受電盤の容量、位置  

換気・冷暖房設備  

配管の状況  

災害対応 地震、水害などへの対応状況  

近隣用途 道路状況  

周囲の状況  

法規制 騒音、振動、大気汚染、危険物、防火など 基準など 

保守管理 監視場所 ビル管理などの有無 

常駐管理者の有無、保持資格など
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表 10 省エネ診断実施例（岐阜市斎苑）（全文は巻末資料 8参照） 
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（４）実施する対策の選定・対策の進め方の検討 

   省エネ診断の結果を受けて、具体的な対策メニューを選定する。また、図 8 で示したとおり、施

設の規模や導入設備の内容に応じて、「対策効果の検討」に進むか、または「基本設計、詳細設計」

の実施に直接進むか対策の進め方を検討する。 

 

（５）対策効果の検討 

対策効果の検討手順（例）は図 10 に示すとおりである。 

 

 

図 10 対策効果の検討手順（例） 

導入する設備機器の詳細検討

 整理した条件及びエネルギー需要を踏まえ、導入する設備機器とその容量等の詳
細検討を行う。

エネルギー需給の運用シミュレーションを実施

 夏期、冬期、中間期で運用シミュレーションを実施し、光熱費の削減効果（経済性）
や二酸化炭素排出量等の削減効果（環境性）を算出する。費用対効果（Ｂ/Ｃ）も併
せて算出する。

設備機器単独の運用シミュレーション

設備機器毎（例えば、ＬＥＤや太陽光発電等）にエネルギー需給シミュレーションを
行う。

施設単独の運用シミュレーション

複数の設備機器を導入することを想定する場合、施設毎にエネルギー需給シミュ
レーションを行う。

施設間でのエネルギー融通の有効性の確認

施設単独で運用を行った場合に、一方の施設で余剰電力・熱が発生する場合には、
施設間でのエネルギー融通を検討し、その有効性を確認する。

効果（経済性、環境性、自立性）の算定

次工程（基本設計、詳細設計）へ
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上記（４）で選定した対策メニューについて、ここでは導入する設備・機器の詳細検討、エネル

ギー需給の運用シミュレーション、効果の算定を行う。対策効果の検討は、設備機器の構成が複雑

な場合や、エネルギー消費パターンを考慮した施設間のエネルギー融通を検討する場合等に実施し

ておくことが望ましい。 

省エネ診断等で把握した建物毎のエネルギー消費パターンを用いて、設備機器等を導入した際の

エネルギー需給の運用シミュレーションを実施する。季節によってエネルギー消費量が異なるため、

運用シミュレーションは、夏期・冬期・中間期のそれぞれについて実施することが望ましい。運用

シミュレーションでは、光熱費の削減効果（経済性）や二酸化炭素排出量等の削減効果（環境性）

を算出する。費用対効果（Ｂ/Ｃ）も併せて検討し、設備機器の耐用年数より短いなど、効果が得ら

れると判断される対策を確認して、導入に向けた検討（次工程の基本設計、詳細設計）へと進む。

なお、防災性（自立性）が求められる施設においては、費用対効果が小さくなる設備機器（例えば、

蓄電池等）もあるが、建物に必要な機能やニーズ等を総合的に勘案して決定することが望ましい。 

また、対策効果の検討にあたっては、図 8 で示した資料調査や省エネ診断等で把握した施設条件

を十分に踏まえる必要がある。 

対策効果の検討を業務発注する場合の発注仕様書例を巻末資料 9 に示す。なお、市公共施設を対

象にモデルシステムの事業化をケーススタディとして検討した事例 A、事例 B（巻末資料 6）では、

対策効果を概略的に検討しているので参考にされたい。 

 

（６）基本設計、詳細設計 

   対策効果の検討結果を踏まえ、設備機器の導入に向けた基本設計、詳細設計を行う。検討対象施

設の決定から基本設計、詳細設計に着手するまでに 1～2年程度の期間を要するため、施設や設備機

器の条件や運用上の変更が生じる場合が想定される。そのため基本設計、詳細設計を業務として発

注するにあたっては、変更点について考慮する必要がある。 

基本設計及び詳細設計の発注仕様書例をそれぞれ巻末資料 10 及び 11 に示す。 
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７．ロードマップ 

  本プランを推進していくためのロードマップを図 11 に示す。 

  図 5 に示したとおり、市公共施設の建築年度区分別の延床面積は 1972 年度（昭和 47 年度）がピー

クであり、耐用年数を仮に 50 年とした場合、2022 年度（平成 34 年度）にそれらの更新時期を迎える

ことになる。そのため、まずは 2022 年度までを第１ステップとし、建築から年数が経過して設備機器

のエネルギー利用の高効率化が必要な市公共施設を主な対象として取り組みを率先実行するとともに、

知見の集積を図る。また、市全体で取組が推進するよう、優良事例について広報を行い、普及・啓発

に取り組んでいく。 

第２ステップでは、第１ステップにおいて集積した取り組みの知見を踏まえて、更なる取り組みの

拡大を図っていく。技術の発展に伴い、更なる高効率化を図ることができる技術が出てきた場合には、

これも積極的に導入することを検討していく。 

本プランは主に個々の施設のエネルギー利用の効率化に主眼を置いた計画であるが、まちづくりの

観点から、広域的なエネルギー融通等「面（エリア）」を対象とした具体的な計画については、本プラ

ンの進捗状況、都市構造の集約化や交通・エネルギーシステムの効率化等市内のスマートシティに関

する具体的な構想や機運の高まりなどを踏まえつつ、今後、必要に応じて別途検討することとする。 

これらの取り組みにより、民生業務部門における温室効果ガス排出量の約46％※削減に貢献するとと

もに、個々に導入されたエネルギー利用の効率化をきっかけとして、中長期的には市内各所に面的な

広がりをもって展開させていくことで、持続可能で、災害に強い、低炭素化が実現した都市である「ス

マートシティ岐阜」の推進を目指していく。 

 

※区域施策編では、2030 年度における民生業務部門の温室効果ガスの削減可能量を約 15.2 万トンと

算定しており、2013 年度の温室効果ガス排出量は 33.3 万トンであることから、約 46％（≒

15.2/33.3）の削減が可能との試算をしている。 

 

 

図 11 ロードマップ  
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８．推進体制と進捗管理 

（１）推進体制 

  本市の民生業務部門におけるエネルギー利用の効率化を推進していくため、各主体の役割と連携方

法について示す。 

 

１）本市の役割 

   市域が一丸となって地球温暖化対策の一環としてエネルギー利用の効率化に取り組んでいくため、

本市は市公共施設のエネルギー利用の効率化を率先して実行し、事業者の模範となって市全体の取

り組みを先導する。また、民間事業者の優良事例についても可能な限り情報収集・整理を行う。さ

らに、これらの取り組みについて、広報紙やチラシ、ポスター、ホームページ、イベント、講習会

の開催など、多様な方法によって積極的な情報発信を行う。 

 

２）事業者の役割 

   事業者は、本プラン等を参考に自らの施設においてエネルギー利用の効率化に努める。また、地

域社会の一員であるということを意識し、本市や関係行政機関等の取り組みへの協力や情報提供に

努める。 

 

（２）連携方法 

   連携方法を図 12 に示す。市全体での取組を推進していくため、学識経験者、関係行政機関、事業

者、地域（自治会）代表者等から構成される「スマートシティ岐阜推進会議」を核に連携を図る。「ス

マートシティ岐阜推進会議」へは、省エネ診断の状況報告、実際に設備改修等を行った施設の効果

などについて報告し、助言を得る。また、民間事業所の優良事例について収集・整理した情報を「ス

マートシティ岐阜推進会議」に報告し、市全体へ取り組みを普及させていくための方策についての

助言を得るなど、更なる連携強化を図っていく。 

 

図 12 各主体の連携方法  
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（３）進捗管理 

   本プランの進捗管理方法（PDCA サイクル）を図 13 に示す。 

 

 

図 13 本プランの進捗管理方法（PDCA サイクル） 

 

 １）プランの策定・改正（Plan） 

本プランの策定をもってその後の進行管理を行う。進行管理を行う担当部局（地球環境課）は、「プ

ランの改善」（Action）による点検結果を踏まえ、必要に応じてプランの改正を行う。 

 

 ２）プランの推進（Do） 

地球環境課は、庁内関係各課と連携し、プランを推進するために必要な情報（建物の改修・建替

予定や変更の有無、耐震化の状況、エネルギー消費量、太陽光発電等やLED等の再生可能エネルギー・

省エネルギー設備の導入状況、更新による省エネルギー効果が高い老朽化した熱源機器の有無等）

を毎年、継続的に情報収集し、収集した情報をデータベースとして集約する。収集した情報を整理・

確認し、エネルギー利用の効率化を検討する対象施設の抽出や省エネ診断等の促進を継続的に行っ

ていく。 

施設を所管する部局は、エネルギー利用効率化の検討対象施設については省エネ診断を行い、図8

で示したとおり、実施する対策の選定・対策の進め方の検討、対策効果の検討、基本設計・詳細設

計、工事を行っていく。なお、実施する対策の選定・対策の進め方の検討については、地球環境課

やその他関係各課と連携し検討する。 

 

 ３）プランの点検・検証（Check） 

地球環境課は、省エネ診断の実施状況、実施する対策の選定・対策の進め方の検討状況、対策効
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果の検討状況、基本設計・詳細設計の実施状況や実際に設備改修等を行った施設の効果に関する情

報などを庁内関係各課から収集するとともに、「スマートシティ岐阜推進会議」へ報告し、助言を得

る。会議には必要に応じて関係課も出席する。 

民間事業所の優良事例についても可能な限り情報収集・整理を行い、「スマートシティ岐阜推進会

議」に報告し、更に市全体へ取り組みを普及させていくための方策についての助言を得る。また、

これらの助言を受けて、本プランの点検を行う。 

 

 ４）プランの改善（Action） 

地球環境課は、上記３）の点検結果を踏まえ、必要に応じプランの見直しを行う。具体的には、

PDCA サイクルを回していく中で、「エネルギー利用効率化の具体的な進め方」、「市公共施設を対象と

したエネルギー利用の効率化を図るための進行管理の手順」、「効果的な対策技術」、「省エネ診断事

例」などプランの内容を更新していく。 

 

なお、「市公共施設を対象としたエネルギー利用の効率化を図るための進行管理の手順」を巻末資

料 12 に示す。 

 

 

 

 

 

 

  



 



             
巻 末 資 料 

 



             
 

建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令 

建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令における算出方法等に係る事項 

巻末資料 1 
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省エネルギー診断の実施について 

 

平成 28 年５月 13 日 

地球温暖化対策推進本部 

幹 事 会 申 合 せ 

 

「政府がその事務及び事業に関し温室効果ガスの排出の抑制等のため実行す

べき措置について定める計画」（平成 28 年５月 13 日閣議決定）及び「政府が

その事務及び事業に関し温室効果ガスの排出の抑制等のため実行すべき措置に

ついて定める計画の実施要領」（平成 28 年５月 13 日地球温暖化対策推進本部幹

事会申合せ）を踏まえ、関係府省庁による省エネルギー診断（以下「省エネ診

断」という。）の実施について以下のとおり申し合わせる。 

 

１．基本的な考え方  

 

 庁舎等において効率的かつ効果的に排出削減対策・省エネルギー対策を進め

るためには、専門家による助言を受け、それを基に取り組むことが重要である。 

そのため、関係府省において、その庁舎等施設の省エネ診断を実施する。診

断結果に基づき、まず、エネルギー消費機器や熱源の運用改善（運転条件の変

更等）を行う。さらに、施設・機器等の更新時期も踏まえ、費用対効果の高い

合理的なハード対策を計画し、実施する。 

 また、１施設当たりの診断に要する費用を抑えつつ、可能な限り多くの施設

において実施するものとする。 

 

２．省エネ診断の実施方法  

 

（１）担当技術者要件、診断項目等 

 

○担当技術者要件、診断項目等は国等による環境物品等の調達の推進等に関す

る法律（平成 12 年法律第 100 号。以下「グリーン購入法」という。）の基

本方針に定める「省エネルギー診断」によるものとする。 

 

○関係府省において統一的に省エネ診断を実施するため、環境省は仕様書の雛

形を作成し、関係府省の施設管理者はそれを参考にして業務発注を行う。 

 

※運転・監視業務を業務委託し、技術員が常駐している施設では、診断を庁舎
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管理業務の一環として行うことも考えられる。ただし、この場合においても、

担当技術者や診断項目等はグリーン購入法の基本方針に定めるとおりとする。 

 

（２）省エネ診断受診の対象施設、段取り 

 

省エネ診断の実施には一定の費用及び期間を要することから、効率的かつ効

果的に診断を実施していく必要がある。 

このため、多種多様なエネルギー消費設備を有する等、小規模庁舎に比べて

削減ポテンシャルが高いと考えられる大規模な庁舎から診断を実施することが

適当であり、具体的には次の段取りにより省エネ診断を実施していく。 

 

（第１段階）関係府省が、2017 年９月末までに、原則として以下の施設におい

て省エネ診断を実施する。（ただし、2012 年度以降に診断済みの施

設を除く） 

・霞が関中央官庁舎のすべて 

・50,000 ㎡以上の大規模な地方官庁庁舎のすべて 

       

（第２段階）関係府省が、2018 年度から 2019 年度までに、原則として以下の施

設において省エネ診断を実施する。（ただし、2013 年度以降に診断

済みの施設を除く） 

・10,000 ㎡以上 50,000 ㎡未満の地方官庁庁舎のすべて 

・10,000 ㎡未満の地方官庁庁舎から抽出1された施設用途別の代

表的な施設 

 

３.省エネ診断の結果の活用方法  

 

（１）関係府省は、庁舎の運用改善により実施可能な対策については、速やか

に実施する。 

 

（２）関係府省は、設備改修等を行う場合には、インフラ長寿命化計画の個別

施設計画による改修時期を参考として、実現可能性の高い対策の実施計

画を策定し実施する。 

 

（３）関係府省は、省エネ診断の受診により得られた知見について、分析・整

理し、他の庁舎等における対策に活用するよう努める。 

                                                   

1 環境省が抽出し、関係府省と協議して、2016 年度中に選定する。 
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効果的な対策技術一覧 

   

対策手法 概要 効果 投資回収年数 

省エネルギー機器の導入 

照 明 設 備 の

LED 化 

 点灯時間の長い執務室などに使用

されている照明設備はLEDの導入

に向いている。 

 頻繁に点灯や消灯を繰り返しても

寿命に影響が少なく、こまめな消

灯など施設運営による省エネにも

適している。 

 １日10時間点灯（年間3,000時間）

で8～10年が交換の目安となるた

め、交換の手間が削減され、特に

天井高がある場所などでは灯具取

替えなどの管理費削減効果が高

い。 

 蛍光灯に比べて30～

50％程度の消費電力量

削減 

 5～10年 

人感センサー

による照明制

御 

 自動的に点灯・消灯を行うため、

人による消し忘れの防止が可能と

なる。 

 トイレ、洗面所、更衣室、利用者

の少ない廊下などへの設置に適し

ている。 

 人感センサーなしに比

べて10％程度の消費電

力量削減 

 5～10年 

誘導灯の LED

化 

 常時点灯しているため、LED化によ

る省エネ効果が高い。 

 LEDは寿命が長く、交換頻度が少な

い。 

 蛍光灯型に比べて

70~90％の消費電力量

削減 

 15年程度 

空調設備の高

効率化 

 設備費、維持管理費、運転保守管

理の容易さ、省エネ性、設置スペ

ースなどから最適なシステム構成

を検討し、利用者数、利用時間、

用途に応じて熱源種類や空調方式

などの適正化を図る。 

 従来型空調機に比べて

最新設備は15~40％程

度の省エネ 

 10 年程度 

換気による空

調の効率化 

 外部に面した換気窓から外気を取

り入れ、太陽光で暖められた空気

の上昇気流を利用して自然換気を

行うソーラーチムニーや夜間の涼

しい外気を室内に導入することに

 空調負荷の軽減など  10年程度 

巻末資料 3 
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対策手法 概要 効果 投資回収年数 

より躯体冷却を行うナイトパージ

システムなどがある。 

 直接外気を取り込んでいる換気に

全熱交換器を導入して外気負荷の

低減を図る。 

デマンド監視

装置の導入 

 契約電力のデマンドを監視し、ピ

ーク負荷の低減に寄与する。 

 契約電力のデマンドを

監視することにより、

電力消費量の削減に向

けた利用者の意識啓発

につながる。 

 設備運用において非効

率（無駄）な運用とな

っている点を改善でき

る。 

 5 年 

BEMS（ビルエ

ネルギー監視

システム）の

導入 

 BEMSには電力（空調、照明、換

気、OA、コンセント等）、温度、

照度等の情報を集め可視化する機

能と、空調、照明等の機器を制御

する機能がある。 

 BEMSにより電力使用量等を可視

化し、適切に制御することにより、

消費エネルギー量の削減を図る。

 エネルギー消費の可視

化による課題点の抽出

や利用者の意識啓発に

つながる。 

 BEMSの活用により10

～30％程度の省エネ 

 10年程度 

エレベーター

への回生電力

回収システム

の導入 

 下降運転時に生じる回生エネルギ

ーを利用するとともにインバータ

ー制御を導入することにより、消

費電力を削減する。 

 新設以外に既存のエレベーター更

新時にも適用可能である。 

 電力削減率50％  5 年程度 

蓄電池  太陽光発電で発電した電力等を蓄

電することが可能である。 

 平常時における太陽光

発電電力の活用及び災

害発生時における非常

用電源としての利用な

ど 

－ 

コージェネレ

ーションシス

テム 

 電力と熱を生産し供給するシステ

ムで、熱は吸収式冷凍機や熱交換

器等を介して冷暖房、給湯に利用

される。 

 近年では、原動機の高

効率化が進み、40%以上

の発電効率、また、熱

のカスケード利用によ

－（施設の熱需

要などの条件に

より異なる。） 
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対策手法 概要 効果 投資回収年数 

 年間を通して給湯需要がある施設

など、温熱需要が多い施設への導

入が向いている。 

り35%以上の廃熱回収

効率を得ることが可能

となっている 

 都市ガスを燃料として

使用する場合は耐震性

に優れている中圧管を

活用することにより

BCPに一定の効果が期

待される。 

再生可能エネルギーの導入 

太陽光発電  全国県庁所在地の中で日照時間が

上位である本市の特色を活用する

ことが可能である。 

 導入した設備の出力に

応じた電力の自給が可

能となり、蓄電池と組

み合わせることにより

BCPの効果が見込まれ

る。 

 10年以上 

太陽熱利用  太陽の熱を使って温水や温風を作

り、給湯や冷暖房に利用するシス

テムである。 

 熱源利用に限定されるが、エネル

ギー効率は太陽光発電より優れ、

システムも容易である。 

 導入した設備の能力に

応じたエネルギーの自

給が可能となる。 

 10 年以上 

地中熱利用  本市の特色の１つである豊富で良

質な地下水を空調等の省エネに活

用することが可能である。 

 冷房排熱を外気に排出しないた

め、ヒートアイランド現象を抑制

する効果がある。 

 熱交換器を地中に設置し水や不凍

液を循環させるクローズドループ

方式と井戸から揚水した地下水を

ヒートポンプ等で熱交換させるオ

ープンループ方式がある。 

 空冷式に比べて30～

50%程度の省エネ 

 10年以上 

省エネ型の建築設計 

構造物の断熱

化 

 壁断熱材の厚みを標準的な25㎜か

ら40㎜へ厚くするなどにより、断

熱性の高い壁・床・天井・屋根を

 空調負荷の軽減など  10年程度 
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対策手法 概要 効果 投資回収年数 

設置する。 

 断熱材の材料費用は増加するが、

施工費用は概ね変わらず、大幅な

費用増加とはならない（費用(材工

込)は25㎜で1,500円/m2程度、40

㎜で2,000円/m2程度）。 

窓の断熱化  断熱性の高い窓ガラス（複層ガラ

ス）、断熱サッシ、外付けブライン

ド、外壁ルーバー、ライトシェル

フ、ダブルスキン、遮熱・採光フ

ィルムの設置など 

 空調負荷の軽減、自然

採光の増幅など 

 5~10年程

度 

その他 

屋上・壁面緑

化 

 植物を建築物の外側や屋上に生育

させることにより、太陽光の遮断

と断熱、および植物葉面からの蒸

散による気化熱を利用して、建築

物の温度上昇を抑えることを主な

目的とする。 

 空調負荷低減及びヒー

トアイランド防止のほ

か、景観形成・向上、

憩いの場創出、環境教

育などの波及効果が期

待される。 

－ 

中水利用  使用した水道水などを処理して雑

用水などに再利用することや雨水

をトイレ用水や屋上緑化や樹木の

灌水などに使用する。 

 水不足への対策や排水

量の削減、水資源の保

全、水道の給水制限時

や災害発生時における

生活支援などに効果が

ある。 

－ 

ミスト噴霧  霧状に噴霧された水が蒸発時に熱

を吸収することにより、周辺の気

温を下げる。 

 ヒートアイランド対

策、熱中症予防のほか、

景観形成・向上、憩い

の場創出、環境教育な

どの波及効果が期待さ

れる。 

－ 

出典：「岐阜市新庁舎環境負荷低減策提案書」（平成27年10月、スマートシティ岐阜推進会議）をもとに一部加筆 



照明設備の LED 化 

導入事例：本郷公民館 

 

◆ １．導入の趣旨 

 蛍光灯等による消費電力量を削減するため、照明設備を LED 照明に更新した。 

 

◆ ２．改善事例 

 本郷公民館の全館の照明を LED 照明に更新した。 

 導入年次：平成 26 年度 

 

 

◆ ３．削減効果 

 

導入前 電灯電力量 9,616kWh 

電気料金 245,208 円 

H27 実績 電灯電力量 7,590kWh 

電気料金 193,545 円 

削減額 51,663 円 
 

LED 導入コスト 566,000 円 

削減額 51,663 円 

投資回収期間 11 年 
 

 

◆ ４．他にも推薦できる施設 

 照明設備は汎用設備であることから、施設の規模や種別は問わない。照明による電力消費量の多い

施設については効果が大きい。 

 

◆ ５．施設の住所 

 名 称：本郷公民館 

 住 所：岐阜市本郷３丁目１番地 

  

巻末資料 4 



地中熱ヒートポンプの導入 

導入事例：本郷公民館 

 

◆ １．導入の趣旨 

 本市特有の地域資源である地中熱を利用して、空調による消費エネルギー量を削減するため、冷暖

房の熱源設備を地中熱ヒートポンプに更新した。 

 

◆ ２．改善事例 

 本郷公民館の冷暖房に利用していた油炊き冷温水発生機を地中熱ヒートポンプに更新した。 

 導入年次：平成 26 年度 

 

 

◆ ３．削減効果 

 

導入前 灯油料金 391,603 円 

電気料金 116,603 円 

 合計料金 508,206 円 

導入後 ガス・電気合計料金 265,420 円 

削減額 242,786 円 
 

導入コスト 3,214,286 円

削減額 242,786 円

投資回収期間 13.2 年
 

 

◆ ４．他にも推薦できる施設 

 地中熱ヒートポンプは温度の安定した地中熱（地下水）を活用した冷暖房設備であり、現在、電気

式ヒートポンプ（EHP）を採用している施設は特に適用性が高い。EHP などに比べて採熱・放熱

に用いる井戸・設備が必要となるため、敷地面積に制約がある場合には、施設更新時に導入するな

どの検討が必要である。 

 

◆ ５．施設の住所 

 名 称：本郷公民館 

 住 所：岐阜市本郷３丁目１番地  



太陽光発電設備の導入 

導入事例：A 中学校 

 

◆ １．導入の趣旨 

 良好な太陽光が得られる地域特性を活かし、民生業務部門における二酸化炭素排出量の削減につ

なげ、さらに、環境教育への活用も期待できるため、太陽光発電設備を導入した。 

 

◆ ２．改善事例 

 A 中学校に 20ｋW の太陽光発電設備を導入した。 

 導入年次：平成 22 年度 

 

 

 

◆ ３．削減効果 

 

削減効果 買電量削減効果 12.6％ 

電気料金削減効果 10.4％ 

CO2 排出量削減効果 13.4ｔ 

発電量 kWh/年 26,034 
 

 

◆ ４．他にも推薦できる施設 

 太陽光発電設備は、日陰の影響を受けない設置場所と太陽光発電の荷重に耐えうる構造を有する

施設に適用可能である。 

 



 



資料３-１

実証事業の成果とモデルシステムの構築に向けた機器毎の導入効果の整理

-1-

１．実証事業の成果の整理目的、実証事業の概要
２．実証事業の成果とモデルシステムの構築に向けた機器毎の導入効果の整理の手順
３．実証事業の成果の整理事項
４．実証事業の成果の整理結果
５．実証事業の成果と他施設へ導入を想定した場合の課題
６．モデルシステム検討に向けた機器毎の導入効果の整理
７．導入費用の整理
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１．実証事業の成果の整理目的、実証事業の概要

 本市では、平成27年度までに、スマートシティ岐阜を実現するための第一段階として省エネ機器やシス
テム管理機器等を設置している明郷小学校、本郷公民館において、効率的なエネルギーマネジメント
システムの運用方法を確立し、その効果検証を行う実証事業（明郷モデル）を行ってきた。

 本業務では、明郷モデルをモデルシステム（普及モデル）として再構築し、この普及モデルに基づくシス
テムを市内公共施設へ導入していくため、まずは実証事業の成果についてとりまとめを行う。

実証事業による成果整理の目的

種別 機器

省エネ機器 LED、CGS＋地下水HPを利用した空
調システム、IPS

創エネ機器 太陽光発電、風力、マイクロ水力

蓄エネ機器 蓄電池

※HP：ヒートポンプ
※CGS：コージェネレーションシステム
※IPS：電力マネジメント・システム

IPSにより創エネ機器、蓄エネ機器を組合せ、
平常時の最適運用、災害時の緊急的なエネ
ルギー確保を実現

（参考）スマートシティ岐阜実証事業
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２．実証事業の成果とモデルシステムの構築に向けた機器毎の導入効果の整理の手順

 モデルシステムの再構築に向けて、実証事業において明らかになった導入効果を他の市内公共施設へ
適用するための補正を行うことが必要。

 機器故障による停止期間の除外や他機器の影響、システム構成による影響の除外など。
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モデルシステム（普及モデル）検討に向けた機器毎の導入効果の整理

 実証事業から得られた効果（経済性・環境性のＢ/Ｃ）が高くなる機器の組合せをモデルシステム（普及モ
デル）とする。
経済性に関するＢ/Ｃ＝（削減コスト（円/年）×法定耐用年数（年））/導入費用（円）

・Ｂ：削減コスト（円/年）×法定耐用年数（年）
・Ｃ：導入費用（円）

環境性に関するＢ/Ｃ＝（ＣＯ２削減量（kg-ＣＯ２/年） ×法定耐用年数（年） ）/導入費用（千円）
・Ｂ：ＣＯ２削減量（kg-ＣＯ２/年） ×法定耐用年数（年）
・Ｃ：導入費用（千円）

経済性効果・環境性効果（B/C ）の算出

 各機器の運用効果は、本郷公民館と明郷小学校の導入条件に合わせて設定されており、他の市内公
共施設にそれらを導入した際に同様の効果を得られるわけではない。

実証事業から得られた成果の整理

※環境性B/Cは数値の大小関係にのみ意味があり、数値に関して特に意味はない



３．実証事業の成果の整理事項

 過年度の成果を用いて、
・創エネ機器（主に太陽光発電等）
・省エネ機器（主にＬＥＤ、地下水HP等）
・蓄エネ機器（主に蓄電池等）

毎に経済性・環境性・自立性の観点から運用による効果を整理。
 蓄エネ機器については、ＩＰＳ＋蓄電池＋ＰＶの組合せを想定して効果を整理。

実証事業の成果の整理

 削減コスト（円/年）＝消費電力削減量（または発電量）（kWh/年）×単価（25.5円/kWh）

経済性の効果

 ＣＯ２削減量（kg-ＣＯ２/年）＝
消費電力削減量（または発電量）（kWh/年）×ＣＯ２排出量原単位（0.513kg-CO２/kWh）

環境性の効果

 自立運転が可能かの観点から定性的に整理。

自立性の効果
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４．実証事業の成果の整理結果
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◆実証事業の成果

経済性※１）
削減コスト　円/年

環境性※２）

CO2削減量　kg-CO2/年

本郷公民館 全館 2,026kWh/年減
（-21％）

51,663円/年 1,039kg-CO2/年 自立運転時に利用可能 無 実績電力消費量が想定値を上
回った。公民館の稼働率の増加、
点灯時間の増加、平成28年1月～
2月における電気式暖房器具使用
等による。

明郷小学校 校長室、会議室、理科室、
廊下、職員室、体育館（非
常用）

7,403kWh/年減
（-6.2％）

188,776.5円/年 3,798kg-CO2/年 自立運転時に利用可能 無 -

地下水HP 本郷公民館 10馬力×2（屋外仕様） 1次エネルギー70,009MJ/年減
（-40.3％） 199,744円/年

－ 自立運転時に利用不可 無 -

本郷公民館 8kW 4,752kWh/年発電 有

明郷小学校 20kW 12,190kWh/年発電 有

CGS 本郷公民館 定格5kW - 自立運転時に利用不可 無 都市ガス使用量を考慮した場合、
CGSの稼動は地下水HPの効率向
上には寄与しないことが明らかに
なった。

蓄エネ機器 蓄電池 明郷小学校
（本郷公民館）

鉛蓄電池25kWh
リチウムイオン電池5kWh

ピークカット効果4kW
蓄電ロス653kWh

ピークカット効果-蓄電ロス
49,252.5円/年
※３）

- 自立運転時に利用可能 有

エネルギー管理（創エネ
機器＋蓄エネ機器）

IPS 明郷小学校 IPS ピークカット効果
（蓄電池、太陽光発電連携）
IPS自己消費電力量20,634kWh/年

IPS自己消費電力分
526,167円/年増

IPS自己消費電力分

10,585kg-CO2/年増

自立運転のために必須 有

経済性※１）
削減コスト　円/年

環境性※２）

CO2削減量　kg-CO2/年

本郷公民館 10馬力×2（屋外仕様）
CGS 5.0kW

1次エネルギー34,502MJ/年減
（消費エネルギー量の差分)（出典２,
P17）

HP＋CGS
58,635.5円/年

3,841kg-CO2/年 自立運転時に利用不可 無 都市ガス使用量を考慮した場合、
CGSの稼動は地下水HPの効率向
上には寄与しないことが明らかに
なった。

本郷公民館
明郷小学校

PV28kW(8+20)
鉛蓄電池25kWh
リチウムイオン電池5kWh
IPS

ピークカット効果21kW（蓄電池、太陽光
発電連携）

- -

自立運転のために必須 有 想定以上の最大需要電力の発生
によりIPSが停止し、これにより太
陽光発電設備による発電、蓄電池
による充放電も停止した。

出典１）「スマートシティ岐阜実証事業効果検証業務委託報告書」（平成28年3月、岐阜市）

出典２）「スマートシティ岐阜実証事業効果検証業務委託報告書」（平成27年3月、岐阜市）

※１）経済性の効果は、単価：25.5円/kWhと設定して算出した。

※２）環境性の効果は、原単位を0.513kg-CO2/kWhと設定して算出した。

※３）IPS＋PV＋蓄電池の連携による効果

※４）地下水HPの消費電力削減量からCGSの稼動に伴うガス使用量分を減じた数値とした。

地下水HP＋CGS

創エネ機器 432,021円/年 8,691kg-CO2/年

IPSによる制
御

消費電力削減量、発電量等

ランニングによる効果（H27年実績より）

自立性

地下水HP＋CGSによる効果が期待されたが、今回の実証で
は使用しないほうが良いという結果となったためCGS単体の
効果は整理から除外した。

実証事業による成果・課題分類 機器

省エネ機器

設置場所 導入規模

LED

設置場所

太陽光発電

想定以上の最大需要電力の発生
によりIPSが停止し、これにより太
陽光発電設備による発電、蓄電池
による充放電も停止。
災害時稼動検証の結果からIPSの
自己消費電力量が無視できないこ
とが明らかになった。

ランニングによる効果（H27年実績より）

自立性

IPS＋蓄電池＋PV

IPSによる制
御

実証事業による成果・課題組み合わせ

導入規模

自立運転時に利用可能 電力需要低下時における逆潮流
防止制御が原因で発電量が想定
値を下回った。
想定以上の最大需要電力の発生
によりIPSが停止し、これにより平
成28年1月、2月の間、太陽光発電
設備による発電、蓄電池による充
放電も停止した。

消費電力削減量、発電量等



５．実証事業の成果と他施設へ導入を想定した場合の課題

 実証事業から得られた運用による効果を整理した。
 各機器の運用効果は、本郷公民館と明郷小学校の用途に合わせた設定での効果であり、他の施設に

それらを導入した際に同様の効果を得られるわけではない。
 そのため、他施設へ機器を導入した際の効果を把握するための課題を整理した。

機器 得られた成果と課題

LED
 LEDの導入による効果は本郷公民館、明郷小学校両施設で見られたが、明郷小学校では他の

電力消費量の大きい機器の影響によりLED単体での導入効果の把握が困難であった。

地下水HP
 貯水槽の温度を最適に設定することで大きな効果が得られることが判明した。
 今回はCGSの熱利用による地下水HPの運用改善効果は得られなかった。

CGS
 地下水HP＋CGSによる効果が期待されたが、熱利用による運用改善効果が小さく、空調のため

のCGS導入は効率的でないことが判明した。

IPS  直流を用いた独自の構成であるため、消費電力量が大きくなった。

太陽光発電
 系統へ逆潮流させないシステムであるため、土日・祝日などに発電電力が抑制され総発電量が

低くなった。

蓄電池  ピークカット効果は見られたが、IPSにより蓄電池のエネルギーを消費していることが分かった。
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実証事業から得られた効果の整理



６．モデルシステム（普及モデル）検討に向けた機器毎の導入効果の整理（１）

他の施設での導入効果把握のための課題 対応

 本郷公民館において、LED導入により電力消
費量で約21%（2,026kWh/年）の削減効果が見
られたが、施設稼働率の増加や点灯時間の
増加などにより、想定（3,677kWh/年の削減）
に比べて効果は現れなかった。

 想定に比べて効果は現れなかったが、本検討
では実績値を効果として用いることとした。

 明郷小学校におけるLEDの導入効果は空調

などの電力消費量の大きい機器の影響など
により明確には表れなかった。

 明郷小学校の結果は、本検討では用いないこ
ととした。
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LED

地下水HP

他の施設での導入効果把握のための課題 対応

 地下水HP＋CGSによる効果が期待されたが、
CGSの運用による効率上昇が得られなかっ

た。

 CGSを除いた効果の推定値を地下水HP単独

による導入効果とした。

 貯水槽の温度の設定により、地下水HPの導
入効果が大きく増減することが判明した。（最
適な貯水槽の温度設定により地下水HPの導
入効果を最大化することが可能）

 実証により適切な貯水槽温度が判明したため、
適切な貯水槽温度を用いた時の１年間の導入
効果を実績値を用いて推定し、この推定値を導
入効果とすることとした。



他施設での効果を把握するための補正 対応

系統へ逆潮流させないシステムであるため、土
日・祝日などに発電電力が抑制され、発電量が低
くなっている。

他施設へ導入する場合は出力抑制は想定せず
系統への逆潮流可能なシステムを想定し、効果
を算定するにあたっては日射実績から想定され
る発電電力量を用いることとした。

IPSによる計測はPCSを介する前の直流電流を計
測し電力に変換したものであった。

PCSにより5%の損失があるものと想定して年間

発電電力量を算定した。
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太陽光発電

６．モデルシステム（普及モデル）検討に向けた機器毎の導入効果の整理（２）
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他の施設での導入効果把握のための課題 対応

 地下水HP＋CGSによる効果が期待されたが、
今回の実証結果として、「使用しないほうが良
い」という結果となった。

 CGSは、熱と電気の両方を利用することを前提とし、
熱需要と電力需要の両方が存在する施設を対象に
導入を検討する。
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CGS

６．モデルシステム検討に向けた機器毎の導入効果の整理（３）

①対象施設の決定

②対象施設の熱需要量からＣＧＳ
の発電量を算出

④ＣＧＳの発電量と排熱回収量か
ら削減される電力量と燃料量を算
出

③ＣＧＳの発電量を
固定し、その発電量
から排熱回収量を下
方修正

発電量＞需要量

発電量≦需要量

⑤削減される電力量と燃料量か
ら削減コスト・ＣＯ２排出量を算出

⑥Ｂ/Ｃを算出し、ＣＧＳを導入する
か否かを検討

CGSの導入効果の算定手順

① 対象施設の検討

 ＣＧＳの導入を検討するため、熱需要量の大きな施設を対象
とする。

② 対象施設の熱需要量からＣＧＳの発電量を算出

 発電機の排熱回収量と発電量の熱電比からＣＧＳの発電量
を算出する。

【熱電比】
Ｙ＝ＡＸ+Ｂ または Ｙ＝ＡＸ２＋ＢＸ＋Ｃ

Ｙ：発電量、Ｘ：排熱回収量

＜発電量が需要量を上回っている場合（発電量＞需要量）＞

③ ＣＧＳの発電量を固定し、その発電量から排熱回収量を下
方修正する



６．モデルシステム（普及モデル）検討に向けた機器毎の導入効果の整理（４）

＜発電量が需要量以下の場合（発電量≦需要量）＞
④ ＣＧＳの発電量と排熱回収量から削減される電力量と燃料量を算出

⑤ 削減される電力量と燃料量から削減コスト・ＣＯ２排出量を算出
 経済性＝ CGS利用によるエネルギー削減コスト – CGSで増加した燃料コスト
 環境性＝ CGS利用によるCO2削減量 – CGSで増加した燃料によるCO2

※CGS利用により削減されるエネルギー量は下図のように発電機の性能（熱電比）から想定

⑥ Ｂ/Ｃを算出し、ＣＧＳを導入するか否かを検討
 Ｂ/Ｃを算出し、他機器と比較してＢ/Ｃが高いようであれば導入する。

CGSの導入効果の算定手順

0

50

100

150

200

250

300

350

0 100 200 300 400

発
電

出
力

k
W
h

排熱回収熱量 kWh

熱需要量から
CGSの発電量
を設定

ＣＧＳは電気に対して熱の割合が大きく、排熱回収した熱量を消
費しきれないと、全体のエネルギー効率に悪影響を与える恐れ
がある。したがって、熱需要量と電力需要量の割合を見て適切
な定格出力を持つCGSを選択する必要がある。

低～中出力帯CGSの熱電比（二次曲線）

施設の熱需要量から
CGSの発電量を設定

CGSの運用により削減
される購入電力量を算出

CGSにより消費さ
れる燃料を算出

CGSの運用により削減される
熱供給による燃料消費量を算出



-11-

蓄電池

他施設での効果を把握するための補正 対応

 想定以上の需用電力の発生によりH28年1月13
日～2月18日まで蓄電池による充放電が停止し
ていたため、1月、2月の充放電量が小さくなって
いる。

 正常に運転できたH27年3月～12月の充放
電電力量実績値からH28年1～2月のデータ
を回帰分析により推定した。

想定値と実績値の分布図（蓄電池・放電） 想定値と実績値の分布図（蓄電池・充電）

観測
数

相関係数※ 回帰係数 a 定数項b

放電 10 0.652 -0.122 479

充電 10 0.660 -0.124 548

※蓄電池充放電電力量に対する日射実績からの発電電力量想定値の相関

補正

６．モデルシステム（普及モデル）検討に向けた機器毎の導入効果の整理（５）
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IPS（EMS）

他の施設での導入効果把握のための課題

 IPSのシステムはPVパネル及び蓄電池間を直
流で連系していることが特徴で、PVパネルか
ら直流で蓄電池へ充電でき、PCSを介して行
うよりも損失の低減に期待できる。また、PCS
を１つにすることで施設内の電力利用や、系
統への逆潮流を防ぐための制御が行いやすく
なるメリットが期待される。

 IPSシステムの自己消費電力量は、毎月約
1,700kWh、毎日約60kWh、毎時約2.5kWhと大
きな消費量となっている。

 IPS自己消費電力量には、PCSによる損失（5%
程度）、D/Dコンバータによる損失（5%程度）、
直流母線による損失が含まれている。

 実証事業の成果から直流母線によるエネル
ギー損失が大きいことが判明している。

太陽光電池
パネル

鉛蓄電池

D/D
コンバ
ータ

D/D
コンバ
ータ

PCS

系統連系盤

③

① ②

効率95%程度

効率95%程度

直流母線での
損失

※黄色が計測が行われている箇所、点線枠に囲まれた灰色にハッチされて
いる部分で消費した電力量がIPS消費電力量とされている部分である。

【現在のIPSシステム】

６．モデルシステム（普及モデル）検討に向けた機器毎の導入効果の整理（６）

計測器

計測器計測器
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IPS（EMS）

対応

 IPSシステムは、直流系統を用いた独自のシ
ステムであるため、太陽光発電システム及び
蓄電池システム毎にPCSが設置される一般的
なモデルを想定した。

 機器間は交流で連系するものを想定した。
 太陽光発電の発電及び蓄電池の充放電に

よってPCSを通過する際の損失が5％発生す
るものとした。

 蓄電池の充放電はPCSを介して行われ、ピー
クカットやピークシフトを行う。

 太陽光発電から蓄電池への充放電も交流に
一度変換してから交流を介して行われる。

太陽光電池
パネル

鉛蓄電池

PCS

系統連系盤

PCS

① ②

【一般的なEMSシステムの例】

６．モデルシステム（普及モデル）検討に向けた機器毎の導入効果の整理（７）

計測器 計測器

※黄色が計測が行われている箇所、交流で各機器を連系し、直流母線は用
いない。

機器間は交流
で接続



７．導入費用の整理

機器 導入方法

LED  蛍光灯からの入替えによる導入

地下水HP  既存の空調機器（空気熱源HP空調など）との入替えによる導入

CGS  新規に導入（新設）

IPS  新規に導入（新設）

太陽光発電  新規に導入（新設）

蓄電池  新規に導入（新設）
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 導入費用の整理結果は、次ページに示すとおりである。
 実証事業の導入費用から、施設に新規に導入する機器、更新の際に入替えで導入する機器とに分類

し整理を行った。

導入費用の整理方針



◆モデルシステムの構築に向けた機器毎の導入効果の整理

経済性※１）
削減コスト　円/年

環境性※２）

CO2削減量　kg-CO2/年
経済性※５） 環境性※６）

本郷公民館 全館 蛍光灯との差額
566,000円

2,026kWh/年減
（-21.0％）

51,663円/年 1,039kg-CO2/年 消費電力が小さく、自立運転
時の照明として有用である。

×
（可能だが効果
が小さい）

既存の照明機器の入替
え（もしくは、蛍光灯など
照明機器の代替設備と
して導入）

15年 1.3692 27.5353

明郷小学校 校長室、会議室、理科室、
廊下、職員室、体育館（非常
用）

640,553円
（直接費529,990円）

7,403kWh/年減
（-6.2％）

188,776.5円/年 3,798kg-CO2/年 消費電力が小さく、自立運転
時の照明として有用である。

×
（可能だが効果
が小さい）

既存の照明機器の入替
え（もしくは、蛍光灯など
照明機器の代替設備と
して導入）

15年 - －

地下水HP 本郷公民館 10馬力×2（屋外仕様） 空気HPとの差額
6,691,430円※８）

1次エネルギー70,009MJ/年減
（-40.3％）

199,744円/年 5,618kg-CO2/年

（全て電気として算定）

自立性は低い。 △（優先度は低
いが効果はあ
る。）

既存の空調設備の入替
え（もしくは、通常の空
調設備の代替設備とし
て導入）

15年 0.4478 12.5937

本郷公民館 8kW 13,074,462円
（直接費10,933,895円）
（太陽光パネル＋PCS）

8,266kWh/年発電
（日射実績からの発電電力量想
定値を利用）
（PCSで5%損失が発生したと仮定
して算出）

210,792円/年 4,241kg-CO2/年 自立運転時に電力確保を担
う。外部からのエネルギーの
調達が太陽光のみであるた
め自立性は高い。

○（逆潮不可の
場合には必須）

新設（追加導入） 17年 0.2741 5.5143

明郷小学校 20kW 13,119,725円
（直接費10,855,181円）
（太陽光パネル＋PCS）

20,666kWh/年発電
（日射実績からの発電電力量
想定値を利用）
（PCSで5%損失が発生したと仮
定して算出）

526,980円/年 10,602kg-CO2/年 自立運転時に電力確保を担
う。外部からのエネルギーの
調達が太陽光のみであるた
め自立性は高い。

○（逆潮不可の
場合には必須）

新設（追加導入） 17年 0.6828 13.7376

CGS 本郷公民館 5.0kW 2,646,612円
(直接費2,248,000円）

電力及び熱を利用することでエ
ネルギーの総合効率を上昇させ
る。1次エネルギー消費量の削減
を行う。

熱と電力需要の両方が存在
する施設を対象に導入を検討
し、効果を算定する。

熱と電力需要の両方が存在
する施設を対象に導入を検討
し、効果を算定する。

ガスの供給が継続されれば
自立運転が可能である。

○（効果は大き
い）

新設（追加導入） 15年 - -

蓄エネ機器 蓄電池 明郷小学校
（本郷公民館）

鉛蓄電池25kWh
リチウムイオン電池5kWh

56,331,324円
（直接費46,608,195円）

充放電損失1,036kWh/年（充放
電時PCSで5%損失が発生したと
仮定して算出）

ピークカット効果-充放電損失
39,486円/年増

充放電損失

531kg-CO2/年増

自立運転時に電力の需給及
びその調整を担う。ただし、自
身で発電を行うわけではない
ため、他の電源が必須とな
る。

○（ピークカット・
ピークシフトを実
現するためには
必須）

新設（追加導入） 6年 0.0042 -0.0566

エネルギー管理（創エネ
機器＋蓄エネ機器）

IPS 明郷小学校 IPS 11,576,445円
（直接費9,578,280円）

自己消費電力 3,679kWh/年増加
（計測器及び制御機器の定格
30W×14台より、30W×14台×
365日×24時間）

IPS自己消費電力分
93,814.5円/年増

IPS自己消費電力分

1,887kg-CO2/年増

自立運転を実現させるために
必要。太陽光発電の発電状
況に応じて蓄電池の充放電を
制御する。

－ 新設（追加導入） 15年
※７）

-0.1216 -2.4451

経済性※１）
削減コスト　円/年

環境性※２）

CO2削減量　kg-CO2/年
経済性※５） 環境性※６）

本郷公民館 10馬力×2（屋外仕様）
CGS 5.0kW

23,339,286円 1次エネルギー64,543MJ/年減
（消費電力削減量-CGSによるガ
ス消費量）※4)

HP＋CGS
58,635.5円/年

3,841kg-CO2/年 自立性は低い ×（空調利用の
ための熱源とし
てのCGSは制御
効果が低い）

既存の空調設備の入替
え（もしくは、通常の空
調設備の代替設備とし
て導入）

15年 0.0862 3.4622

明郷小学校
（本郷公民館）

鉛蓄電池25kWh
リチウムイオン電池5kWh
PV28kW
IPS

94,101,956円 ピークカット効果21kW（蓄電池、
太陽光発電連携）
PV発電によるピークカット
蓄電池によるピークカット、シフト

ピークカット効果＋PV発電量-
蓄電池充放電損失-IPS消費
電力
963,535.5円/年

PV削減量-充放電損失-IPS
自己消費電力分

12,425kg-CO2/年

自立運転時に電力の需給を
担う。ただし、自身で発電を行
うわけではないため、他の電
源が必須となる。

○（太陽光・蓄電
池に準ずる）

新設（追加導入） 15年 0.1536 1.9806

出典１）「スマートシティ岐阜実証事業効果検証業務委託報告書」（平成28年3月、岐阜市）

出典２）「スマートシティ岐阜実証事業効果検証業務委託報告書」（平成27年3月、岐阜市）
※１）経済性の効果は、単価：25.5円/kWh、ピークカット　1,373円/kW年と設定して算出した。

※２）環境性の効果は、原単位を0.513kg-CO2/kWhと設定して算出した。

※３）耐用年数表（国税庁）より
※４）地下水HPの消費電力削減量からCGSの稼働に伴うガス使用量分を減じた数字とした。
※５）ランニングコストによるコスト削減量×法定耐用年数 / 導入費用（イニシャル）

※６）ランニングコストによるCO2削減量×法定耐用年数 / 導入費用（イニシャル）

※７）耐用年数表（国税庁）より、動力制御盤の数値を使用
※８）地下水ヒートポンプの導入コストより、水熱源HPを稼動させるための水配管や熱交換器を除いた費用が空気ヒートポンプの導入費用と想定した。

IPS＋蓄電池＋PV

組み合わせ 設置場所 導入規模

省エネ機器 LED

B/C

地下水HP＋CGS

導入費用
（イニシャルコスト）

EMSによる制御

創エネ機器 太陽光発電

導入の方法 法定耐用年数消費電力削減量、発電量等 自立性

ランニングによる効果（H27年実績より）

分類 機器 設置場所 導入規模
導入費用

（イニシャルコスト）
EMSによる制御

B/C

導入の方法自立性
法定耐用年数

※３）
消費電力削減量、発電量等

ランニングによる効果（H27年実績より）

８．導入効果の整理結果
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導入効果の整理（補正） 導入費用の整理 B/Cの算出

この整理結果を用いてモデルシステムの構築を行う



◆実証事業の成果

経済性※１）
削減コスト　円/年

環境性※２）
CO2削減量　kg-CO2/年

本郷公民館 全館 2,026kWh/年減
（-21％）

51,663円/年 1,039kg-CO2/年 自立運転時に利用可能 無 実績電力消費量が想定値を上
回った。公民館の稼働率の増
加、点灯時間の増加、平成28
年1月～2月における電気式暖
房器具使用等による。

明郷小学校 校長室、会議室、理科
室、廊下、職員室、体育
館（非常用）

7,403kWh/年減
（-6.2％）

188,776.5円/年 3,798kg-CO2/年 自立運転時に利用可能 無 -

地下水HP 本郷公民館 10馬力×2（屋外仕様） 1次エネルギー70,009MJ/年減
（-40.3％） 199,744円/年

－ 自立運転時に利用不可 無 -

本郷公民館 8kW 4,752kWh/年発電 有

明郷小学校 20kW 12,190kWh/年発電 有

CGS 本郷公民館 定格5kW - 自立運転時に利用不可 無 都市ガス使用量を考慮した場
合、CGSの稼動は地下水HPの
効率向上には寄与しないことが
明らかになった。

蓄エネ機器 蓄電池 明郷小学校
（本郷公民館）

鉛蓄電池25kWh
リチウムイオン電池5kWh

ピークカット効果4kW
蓄電ロス653kWh

ピークカット効果-蓄電ロス
49,252.5円/年
※３）

- 自立運転時に利用可能 有

エネルギー管理（創エ
ネ機器＋蓄エネ機器）

IPS 明郷小学校 IPS ピークカット効果
（蓄電池、太陽光発電連携）
IPS自己消費電力量20,634kWh/年

IPS自己消費電力分
526,167円/年増

IPS自己消費電力分
10,585kg-CO2/年増

自立運転のために必須 有

経済性※１）
削減コスト　円/年

環境性※２）
CO2削減量　kg-CO2/年

本郷公民館 10馬力×2（屋外仕様）
CGS 5.0kW

1次エネルギー34,502MJ/年減
（消費エネルギー量の差分)（出典
２, P17）

HP＋CGS
58,635.5円/年

3,841kg-CO2/年 自立運転時に利用不可 無 都市ガス使用量を考慮した場
合、CGSの稼動は地下水HPの
効率向上には寄与しないことが
明らかになった。

本郷公民館
明郷小学校

PV28kW(8+20)
鉛蓄電池25kWh
リチウムイオン電池5kWh
IPS

ピークカット効果21kW（蓄電池、太
陽光発電連携）

- -

自立運転のために必須 有 想定以上の最大需要電力の発
生によりIPSが停止し、これによ
り太陽光発電設備による発電、
蓄電池による充放電も停止し
た。

出典１）「スマートシティ岐阜実証事業効果検証業務委託報告書」（平成28年3月、岐阜市）

出典２）「スマートシティ岐阜実証事業効果検証業務委託報告書」（平成27年3月、岐阜市）

※１）経済性の効果は、単価：25.5円/kWhと設定して算出した。

※２）環境性の効果は、原単位を0.513kg-CO2/kWhと設定して算出した。

※３）IPS＋PV＋蓄電池の連携による効果

※４）地下水HPの消費電力削減量からCGSの稼動に伴うガス使用量分を減じた数値とした。

実証事業の成果と導入効果の整理

ランニングによる効果（H27年実績より）

自立性

IPS＋蓄電池＋PV

IPSによる
制御

実証事業による成果・課題組み合わせ

導入規模

自立運転時に利用可能 電力需要低下時における逆潮
流防止制御が原因で発電量が
想定値を下回った。
想定以上の最大需要電力の発
生によりIPSが停止し、これによ
り平成28年1月、2月の間、太陽
光発電設備による発電、蓄電
池による充放電も停止した。

消費電力削減量、発電量等 実証事業による成果・課題分類 機器

省エネ機器

設置場所 導入規模

LED

設置場所

太陽光発電

想定以上の最大需要電力の発
生によりIPSが停止し、これによ
り太陽光発電設備による発電、
蓄電池による充放電も停止。
災害時稼動検証の結果からIPS
の自己消費電力量が無視でき
ないことが明らかになった。

地下水HP＋CGS

創エネ機器 432,021円/年 8,691kg-CO2/年

IPSによる
制御

消費電力削減量、発電量等

ランニングによる効果（H27年実績より）

自立性

地下水HP＋CGSによる効果が期待されたが、今回の実
証では使用しないほうが良いという結果となったため
CGS単体の効果は整理から除外した。



◆モデルシステムの構築に向けた機器毎の導入効果の整理

経済性※１）
削減コスト　円/年

環境性※２）
CO2削減量　kg-CO2/年 経済性※５） 環境性※６）

本郷公民館 全館 蛍光灯との差額
566,000円

2,026kWh/年減
（-21.0％）

51,663円/年 1,039kg-CO2/年 消費電力が小さく、自立運
転時の照明として有用であ
る。

×
（可能だが効果
が小さい）

既存の照明機器の入
替え（もしくは、蛍光灯
など照明機器の代替
設備として導入）

15年 1.3692 27.5353

明郷小学校 校長室、会議室、理科室、
廊下、職員室、体育館（非
常用）

640,553円
（直接費529,990円）

7,403kWh/年減
（-6.2％）

188,776.5円/年 3,798kg-CO2/年 消費電力が小さく、自立運
転時の照明として有用であ
る。

×
（可能だが効果
が小さい）

既存の照明機器の入
替え（もしくは、蛍光灯
など照明機器の代替
設備として導入）

15年 - －

地下水HP 本郷公民館 10馬力×2（屋外仕様） 空気HPとの差額
6,691,430円※８）

1次エネルギー70,009MJ/年減
（-40.3％）

199,744円/年 5,618kg-CO2/年

（全て電気として算定）

自立性は低い。 △（優先度は低
いが効果はあ
る。）

既存の空調設備の入
替え（もしくは、通常の
空調設備の代替設備
として導入）

15年 0.4478 12.5937

本郷公民館 8kW 13,074,462円
（直接費10,933,895円）
（太陽光パネル＋
PCS）

8,266kWh/年発電
（日射実績からの発電電力量
想定値を利用）
（PCSで5%損失が発生したと仮
定して算出）

210,792円/年 4,241kg-CO2/年 自立運転時に電力確保を
担う。外部からのエネル
ギーの調達が太陽光のみ
であるため自立性は高い。

○（逆潮不可の
場合には必須）

新設（追加導入） 17年 0.2741 5.5143

明郷小学校 20kW 13,119,725円
（直接費10,855,181円）
（太陽光パネル＋
PCS）

20,666kWh/年発電
（日射実績からの発電電力
量想定値を利用）
（PCSで5%損失が発生したと
仮定して算出）

526,980円/年 10,602kg-CO2/年 自立運転時に電力確保を
担う。外部からのエネル
ギーの調達が太陽光のみ
であるため自立性は高い。

○（逆潮不可の
場合には必須）

新設（追加導入） 17年 0.6828 13.7376

CGS 本郷公民館 5.0kW 2,646,612円
(直接費2,248,000円）

電力及び熱を利用することで
エネルギーの総合効率を上昇
させる。1次エネルギー消費量
の削減を行う。

熱と電力需要の両方が存
在する施設を対象に導入を
検討し、効果を算定する。

熱と電力需要の両方が存
在する施設を対象に導入を
検討し、効果を算定する。

ガスの供給が継続されれば
自立運転が可能である。

○（効果は大き
い）

新設（追加導入） 15年 - -

蓄エネ機器 蓄電池 明郷小学校
（本郷公民館）

鉛蓄電池25kWh
リチウムイオン電池5kWh

56,331,324円
（直接費46,608,195円）

充放電損失1,036kWh/年（充
放電時PCSで5%損失が発生し
たと仮定して算出）

ピークカット効果-充放電損
失
39,486円/年

充放電損失
-531kg-CO2/年

（充放電損失によりCO2排

出量増加）

自立運転時に電力の需給
及びその調整を担う。ただ
し、自身で発電を行うわけ
ではないため、他の電源が
必須となる。

○（ピークカッ
ト・ピークシフト
を実現するため
には必須）

新設（追加導入） 6年 0.0042 -0.0566

エネルギー管理（創エ
ネ機器＋蓄エネ機器）

IPS 明郷小学校 IPS 11,576,445円
（直接費9,578,280円）

自己消費電力 3,679kWh/年増
加（計測器及び制御機器の定
格30W×14台より、30W×14台
×365日×24時間）

IPS自己消費電力分
-93,814.5円/年
（IPS自己消費電力分により
コスト増加）

IPS自己消費電力分
-1,887kg-CO2/年

（IPS自己消費電力分により
CO2排出量増加）

自立運転を実現させるため
に必要。太陽光発電の発電
状況に応じて蓄電池の充放
電を制御する。

－ 新設（追加導入） 15年
※７）

-0.1216 -2.4451

経済性※１）
削減コスト　円/年

環境性※２）
CO2削減量　kg-CO2/年 経済性※５） 環境性※６）

本郷公民館 10馬力×2（屋外仕様）
CGS 5.0kW

23,339,286円 1次エネルギー64,543MJ/年減
（消費電力削減量-CGSによる
ガス消費量）※4)

HP＋CGS
58,635.5円/年

3,841kg-CO2/年 自立性は低い ×（空調利用の
ための熱源とし
てのCGSは制
御効果が低い）

既存の空調設備の入
替え（もしくは、通常の
空調設備の代替設備
として導入）

15年 0.0862 3.4622

明郷小学校
（本郷公民館）

鉛蓄電池25kWh
リチウムイオン電池5kWh
PV28kW
IPS

94,101,956円 ピークカット効果21kW（蓄電
池、太陽光発電連携）
PV発電によるピークカット
蓄電池によるピークカット、シ
フト

ピークカット効果＋PV発電
量-蓄電池充放電損失-IPS
消費電力
963,535.5円/年

PV削減量-充放電損失-IPS
自己消費電力分
12,425kg-CO2/年

自立運転時に電力の需給
を担う。ただし、自身で発電
を行うわけではないため、
他の電源が必須となる。

○（太陽光・蓄
電池に準ずる）

新設（追加導入） 15年 0.1536 1.9806

出典１）「スマートシティ岐阜実証事業効果検証業務委託報告書」（平成28年3月、岐阜市）
出典２）「スマートシティ岐阜実証事業効果検証業務委託報告書」（平成27年3月、岐阜市）
※１）経済性の効果は、単価：25.5円/kWh、ピークカット　1,373円/kW年と設定して算出した。
※２）環境性の効果は、原単位を0.513kg-CO2/kWhと設定して算出した。

※３）耐用年数表（国税庁）より
※４）地下水HPの消費電力削減量からCGSの稼働に伴うガス使用量分を減じた数字とした。
※５）ランニングコストによるコスト削減量×法定耐用年数 / 導入費用（イニシャル）
※６）ランニングコストによるCO2削減量×法定耐用年数 / 導入費用（イニシャル）

※７）耐用年数表（国税庁）より、動力制御盤の数値を使用
※８）地下水ヒートポンプの導入コストより、水熱源HPを稼動させるための水配管や熱交換器を除いた費用が空気ヒートポンプの導入費用と想定した。

実証事業の成果と導入効果の整理

分類 機器 設置場所 導入規模
導入費用

（イニシャルコスト）
EMSによる制御

B/C

導入の方法自立性
法定耐用年数

※３）
消費電力削減量、発電量等

ランニングによる効果（H27年実績より）

B/C

地下水HP＋CGS

導入費用
（イニシャルコスト）

EMSによる制御

創エネ機器 太陽光発電

導入の方法 法定耐用年数消費電力削減量、発電量等 自立性

ランニングによる効果（H27年実績より）

IPS＋蓄電池＋PV

組み合わせ 設置場所 導入規模

省エネ機器 LED
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１． 目的 

本市では、「岐阜市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の目標達成に向けた民生業務部門にお

ける対策として、行政（市）自らが率先的なエネルギー利用の効率化の取り組みを行い、市域全体の

取り組みを牽引するとともに、その取り組みを民間事業者へ波及させることにより、「スマートシティ

岐阜※」の更なる展開を図ることを目的として「スマートシティ岐阜推進プラン」を策定した。 

同プランにおいて、エネルギー利用効率化のためのモデルシステムの検討例として、モデルシステ

ム（経済性モデル、環境性モデル、自立性モデル）が示されている。表 １.１にモデルシステムの定

義を示す。このモデルシステムは、基本的なモデルとして例示したものであり、実際の導入にあたっ

ては過剰な設備とならないように、施設の用途や機能を踏まえ、経済性、環境性、自立性に着目した

実現可能性の高いシステムの検討が必要である。 

本検討書は、同プランで示したモデル構築にあたっての考え方に基づき、単独施設よりもエネルギ

ー利用効率の高度化がより期待できる複数施設間でエネルギー融通を行う先進的モデルの導入を仮想

的に机上検討したものである。また、同プランで示した「エネルギー利用の効率化を図るための設備

導入の具体的な進め方」に基づいてエネルギー利用の効率化に取り組む際に、どのような検討を行う

必要があるのかを具体的にイメージできるような参考例として示したものでもある。 

なお、本検討書における対象施設は市公共施設であるが、中長期的には民間施設においても適用拡

大の可能性が見込めるモデルとして検討・提示するものである。 

 

表 １.１ モデルシステムの定義 

経済性モデル  環境性の向上を図りつつも、導入設備の規模を最小化するなど経済性の

向上を追求するモデル 

環境性モデル  経済性を一定程度確保しつつも、低炭素なエネルギーによって二酸化炭

素排出量を削減するなど、環境性の向上を追求するモデル 

自立性モデル  施設に求められる防災機能を踏まえ、災害時においても非常用電源を確

保する機能などを付加したモデル。また、平常時においてもエネルギー

消費量の削減にも寄与することが可能なモデル 

 

【※「スマートシティ岐阜」とは…】 

本市の恵まれた太陽光や豊富な地下水などの資源を活用した再生可能エネルギーを、賢く、無駄なく

地産地消し、実用可能な技術を効率的に活用するとともに、省エネ型ライフスタイルの転換などと組

み合わせることにより、持続可能で、災害に強い、低炭素化が実現した都市 
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２． 対象施設 

モデルシステム事業化検討例の対象施設は、「同一敷地内に複数の施設が存在する市公共施設である

か」、「エネルギー融通による効果が見込める施設であるか」、「市全体への展開の観点を踏まえ民間事

業者が参考としやすい用途の施設であるか」などの観点から絞り込みを行った。まずは行政（市）自

らが率先的な取り組みを行って模範を示すため、市公共施設を対象として絞込みを行った。 

その結果、第二恵光、第三恵光及びケアホーム恵光は、社会福祉施設と住宅における熱需要を含め

たエネルギー融通モデルの検討に適した組み合わせの対象施設として抽出された。モデルシステム事

業化検討例の対象施設の抽出方法を巻末に示す。昼間に電力需要及び熱需要が存在する施設（今回は

社会福祉施設）と、夜間と朝に電力需要が集中する施設（今回は住宅）の組合せは、公共施設のみに

限らず、民間にも適用可能性が高い組合せである。 

 

（１） 対象施設の概要 

１） 対象施設の位置 

施設の位置は図 ２.１～図 ２.３に示すとおりである。 

第二恵光、第三恵光が社会福祉施設、ケアホーム恵光が住宅であり、これらの施設は同一敷地

内に存在する。 

  

 

図 ２.１ 対象施設（第二恵光、第三恵光及びケアホーム恵光）の位置図 

（国土地理院の電子地形図（タイル）により作成） 

30 m

ケアホーム恵光

第二恵光及び第三恵光 
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図 ２.２ 第二恵光及び第三恵光の外観 

 

図 ２.３ ケアホーム恵光の外観 
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２） 対象施設の諸元 

対象施設の諸元を表 ２.１及び表 ２.２に示す。 

対象施設は、第二恵光、第三恵光、講堂（第二恵光）の 3 棟が繋がった構造となっており、

ケアホーム恵光は A棟～D棟の 4棟で構成されている。第二恵光及び第三恵光の延床面積は合計

で 4,290m2であり、共に建築から 30 年以上が経過している。第二恵光及び第三恵光は宿泊施設

も兼ねており、昼間、夜間共に利用者がいる。ケアホーム恵光については、利用者は昼間、第

二恵光及び第三恵光（ワークス恵光）に滞在し、夜間に戻ってくるといった利用方法となって

いる。 

 

表 ２.１ 第二恵光、第三恵光及びケアホーム恵光の情報 

名称 種類 構造 延床面積 建築年 

第二恵光 

（講堂を含む） 

指定障害者支援施設 鉄筋コンクリート 約 2,640m2 昭和 57 年 12 月 8 日 

（34 年経過） 

第三恵光 指定障害者支援施設 鉄筋コンクリート 約 1,650m2 昭和 60 年 1 月 1 日 

（31 年経過） 

ケアホーム恵光 ケアホーム 鉄骨造 約 600m2 平成 22 年 

 

表 ２.２ 第二恵光、第三恵光及びケアホームの構成 

建物名称 第二恵光、第三恵光、講堂（第二恵光） ケアホーム恵光 

建設年 昭和 57 年 第二恵光 

昭和 60 年 第三恵光 

平成 22 年 

耐用年数 47 年 34 年 

構造 鉄筋コンクリート 鉄骨造 

階数 2 階 平屋 

延床面積 第二恵光：約 2,310m2 

第三恵光：約 1,650m2 

講  堂：約 330m2 

A 棟・B棟：約 300m2 

C 棟・D棟：約 300m2 

用途 指定障害者支援施設 住居 
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（２） 設備機器の状況 

第二恵光及び第三恵光は電力（高圧受電）とガスをエネルギーとして利用しており、空調はガス

による冷暖房設備（冷温水発生機）が導入されている。第二恵光と第三恵光の屋上には太陽熱パネ

ルが設置されており、給湯に利用されている。 

電力は第二恵光及び第三恵光で一系統、ケアホーム恵光で一系統のそれぞれが電力系統と連系す

る構成となっており、第二恵光及び第三恵光とケアホーム恵光は電気的に分離している。また、都

市ガスは第二恵光及び第三恵光のみ利用しており、ケアホーム恵光はオール電化住宅となっている。 

第二恵光及び第三恵光、ケアホーム恵光の設備機器の状況を表 ２.３に示す。 

 

表 ２.３ 設備機器の状況 

 第二恵光及び第三恵光 ケアホーム恵光 

インフラ  都市ガス＋電力（高圧受電）  電力（低圧受電）のみ 

照明  LED あり（一部導入あり）※  LED あり（一部導入あり）※ 

太陽光パネル  第二恵光、第三恵光屋上に太陽熱パ

ネルが既に設置されている 

 講堂屋上は未使用 

 設置されていない 

空調（熱源機）  ガス冷暖房（冷温水発生機）  電気 HP 冷暖房（パッケージ形） 

給湯  温浴需要あり  温浴需要あり（電気給湯器による供給）

※便所、廊下、玄関、洗面所に導入（主要な執務室などへの導入はない） 
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（３） エネルギー使用量の状況 

１） 電力使用量 

第二恵光及び第三恵光の月間電力使用量（kWh/月）を図 ２.４及び図 ２.５に示す。 

中間期である春期及び秋期の電力使用量が少なく、夏期及び冬期の電力使用量が多いことが

分かる。その原因としては、空調の室内機による電力需要の影響があると考えられる。 

なお、第二恵光と第三恵光の電力需要は個々に計測が行われていないため、図 ２.４及び図 

２.５で示した月間電力使用量は、第二恵光及び第三恵光の電気料金請求書の合計の電力使用量

を延床面積で按分したものである。 
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図 ２.４ 月間電力使用量（第二恵光） 
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図 ２.５ 月間電力使用量（第三恵光） 
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次に、ケアホーム恵光の月間電力使用量（kWh/月）を図 ２.６に示す。第二恵光及び第三恵

光と比較すると、延床面積が小さいことから電力使用量が少ないことが分かる。これは利用者

が昼間は第二恵光及び第三恵光に滞在していることが要因であると考えられる。また、夏期よ

りも冬期のほうが電力使用量は多い傾向が見られるが、これは夜間の暖房需要による影響であ

ると推測される。 

 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電
力

使
用

量
[k
W
h
/月

]

 

図 ２.６ 月間電力使用量（ケアホーム恵光） 
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２） ガス使用量 

第二恵光及び第三恵光の月間ガス使用量（ｍ3/月）を図 ２.７及び図 ２.８に示す。電力使用

量と同様、中間期である春期及び秋期のガス使用量が少なく、夏期及び冬期のガス使用量が多

い傾向が見られる。これは、前述のとおり、空調としてガスによる冷暖房設備（冷温水発生機）

が導入されていることの影響であると考えられる。中間期でも一定のガス使用量が発生してい

るが、これは給湯によるものと考えられる。 
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図 ２.７ 月間ガス使用量（第二恵光） 
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図 ２.８ 月間ガス使用量（第三恵光）  
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３． エネルギー需給の運用シミュレーション 

（１） シミュレーションの実施手順 

エネルギー需給の運用シミュレーションの実施手順を図 ３.１に示す。 

本検討では、まず施設全体のエネルギー需要として、電力及び熱の 1 日の需要パターンを季節

別に想定し、その需要パターンをもとに対象施設の特性に合った機器及び規模の検討を行った。 

次に、想定した機器による運用シミュレーションを夏期、冬期、中間期（春期、秋期）におい

て実施し、エネルギー利用の効率化を図るために適切な運用フローを決定した。前章で示した図 

２.４～図 ２.８のエネルギー使用量の状況を踏まえて、夏期を 8月、冬期を 2月、中間期（春期）

を 5月、中間期（秋期）を 11 月と設定した。 

更に、シミュレーション結果を集約し、年間の運用コストを算定すると共に、導入機器の費用

を用いて B/C を経済性及び環境性の両面から算定した。 

 

対象施設のエネルギー需要パターンを想定

対象施設のエネルギー需給状況から各機器の導入規模を決定

対象施設の特性から導入機器を決定

運転フローを検討し、エネルギー需給シミュレーションを実施
 

図 ３.１ シミュレーションの実施手順  
（２） 対象の需要想定方法 

シミュレーションには、1日のエネルギー需要パターンの想定が必要である。本検討では、施

設管理者から入手した月間のエネルギー需要量（電力及びガス）や文献値（出典：「天然ガスコ

ージェネレーション計画・設計マニュアル 2008」（2008 年、日本エネルギー学会））を参考に、

施設のエネルギー需要パターンの想定を行った。 

本施設におけるエネルギー需要のパターンは、施設管理者へのヒアリング結果を踏まえて、

電力は「ホテル」の需要パターンを、給湯は「病院」の需要パターンを参考に想定した。 

第二恵光及び第三恵光、ケアホーム恵光において想定したエネルギー需要の種類を表 ３.１

に示す。 
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表 ３.１ 想定したエネルギー需要の種類 

 第二恵光 第三恵光 ケアホーム恵光 

想定する電力需要 一般電力需要 一般電力需要 一般電力需要、空調、

給湯 

想定する熱需要 給湯需要（温浴） 給湯需要（温浴） なし 

備考 空調は都市ガス（冷温水発生機）による中央

集約的な空調 

オール電化住宅 

電力の需要パターン：ホテル 

給湯の需要パターン：病院  を適用 

－ 

 

＜第二恵光及び第三恵光のエネルギー需要パターンの想定方法＞ 

電力需要パターンについては、図 ３.２に示すように、まず月間電力使用量から 1 日あたり

の平均電力使用量を想定し、文献で示される「ホテル」の需要パターンを用いて設定した。 

 

 

図 ３.２ 電力・熱需要パターンの想定方法 

 

熱需要パターンについて、まず月間の都市ガス使用量と太陽熱パネルにより供給される熱を

都市ガス換算したものを足し合わせ平均化して 1 日あたりの平均都市ガス使用量を想定した。

都市ガスを消費する設備には、図 ３.３に示すように冷房、暖房、給湯が存在する。冷暖房の

需要量は施設の延床面積及び文献の年間熱需要量から想定した。また給湯需要量（月あたり）

は、月間の都市ガス消費量から月間の冷房需要量及び暖房需要量を差し引くことで算定した。

冷暖房及び給湯の需要パターンは、算定したそれぞれの需要量から図 ３.２で示した方法によ

り、1日の需要パターンを想定した。 

 

給湯需要冷房需要 暖房需要

熱需要設備（都市ガス消費設備）

 

図 ３.３ 熱需要の構成（第二恵光及び第三恵光） 
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＜ケアホーム恵光のエネルギー需要パターンの想定方法＞ 

電力需要パターンについて、まず月間の電力使用量から 1 日あたりの平均電力使用量を想定

した。電力を消費する設備には、図 ３.４に示すように一般電力需要、冷房、暖房、給湯が存

在するため、文献により年間電力需要量を、一般電力需要、冷房需要、暖房需要に使用したも

のにそれぞれに按分した。按分した電力需要量から図 ３.２で示した方法により 1 日の電力需

要パターンを想定した。 

給湯需要冷房需要 暖房需要

オール電化住宅の電力需要

一般電力需要
 

図 ３.４ ケアホーム恵光の電力需要の構成 

 

（３） エネルギー需給シミュレーションに用いる需要パターン 

前記（２）の検討結果に基づく季節別のエネルギー需要パターンの想定結果を図 ３.５～図 ３.

１１に示す。図 ３.５及び図 ３.６には第二恵光及び第三恵光の空調（冷暖房）熱需要パターン

を、図 ３.７及び図 ３.９には第二恵光及び第三恵光の電力需要パターンを、図 ３.８及び図 ３.

１０には第二恵光及び第三恵光の給湯需要パターンを示す。 

電力需要、給湯需要ともに、第二恵光及び第三恵光は用途を同じであると想定しているため、

エネルギー需要パターンは同様の傾向を示している。電力需要に関しては昼～夕方に大きなピー

ク需要が発生し、給湯需要に関しては朝～昼に大きなピーク需要が発生するパターンとなってい

る。また、エネルギー需要量は、電力については中間期（春期）＜中間期（秋期）＜夏期＜冬期

の順に、給湯需要については夏季＜中間期（春期）＜中間期（秋期）＜冬期の順に大きくなる。 

図 ３.１１はケアホーム恵光の電力需要パターンを示したものである。ケアホーム恵光はオー

ル電化住宅の需要パターンを適用したため、午前中の起床時間、夕方の帰宅時間にピークが発生

するような電力需要パターンとなっている。夜間に大きな電力需要が発生しているのは、夜間電

力を利用してヒートポンプ給湯器が稼働した蓄熱を想定しているためである。 
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図 ３.５ 空調（冷暖房）熱需要パターン（第二恵光） 
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図 ３.６ 空調（冷暖房）熱需要パターン（第三恵光） 
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図 ３.７ 電力需要パターン（第二恵光） 
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図 ３.８ 給湯需要パターン（第二恵光） 
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図 ３.９ 電力需要パターン（第三恵光） 
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図 ３.１０ 給湯需要パターン（第三恵光） 
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図 ３.１１ 電力需要パターン（ケアホーム恵光） 
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（４） 設備機器及び規模の検討 

施設管理者へのヒアリングの結果、第二恵光、第三恵光及びケアホーム恵光は岐阜市地域防災

計画（平成 28 年度）において、避難所等への指定の位置付けはなく、防災面から見た自立性のニ

ーズは少ないため、経済性及び環境性を重視したシステムが適当であると判断した。経済性及び

環境性を重視したモデルシステムとして、LED、太陽光発電、地中熱ヒートポンプ（HP）、コージ

ェネレーションシステム（CGS）の導入を検討するものとした。 

 

【経済性モデル・環境性モデル】 

経済性モデル及び環境性モデルを図 ３.１２に示す。これは実証事業の成果を踏まえモデルシステ

ムを検討した結果であるが、LED 照明や太陽光発電は市場への普及に伴い省エネルギー効果や価格面

において経済性・環境性ともに向上してきた。地中熱ヒートポンプも同様に、採熱管などのコスト高

となる要因に対してコスト削減に向けた技術開発が進められている。 

このような動向を踏まえつつ、経済性モデルも環境性モデルも基本的にはエネルギー消費量を削減

するモデルであるため、同様の機器の組合せとなっている。 

 

＜経済性・環境性モデルの構築にあたっての考え方＞ 

 経済性・環境性 B/C の高い順にそれぞれ機器を組み合わせる。 

 太陽光発電は電力系統、対象施設の構造上の問題（建築年など）を考慮して導入を検討

する。 

 CGS は空調利用ではなく熱利用を前提とし、熱需要と電力需要の両方が存在する施設で

検討する。 

経済性の
Ｂ/Ｃ

環境性の
Ｂ/Ｃ

ＬＥＤ 1.37 27.5

太陽光発電 0.683 13.7

地中熱HP 0.448 12.6

ＣＧＳ － －

経済性のＢ/Ｃ
＝削減コスト（円/年）×法定耐用年
数（年）/導入費用（円）

環境性のＢ/Ｃ
＝ＣＯ２削減量（kg-ＣＯ２/年）×法定耐用年数
（年）/導入費用（円）

経済性モデル

環境性モデル
＝ LED HP 太陽光発電 CGS＋ ＋ ＋

※CGSについては、熱と電気の両方を利用することで効率的なエネルギー利用を高めるものであるため、熱と電力需要の両方が存在す
る施設を対象に導入することになる。

 

図 ３.１２ 経済性モデル、環境性モデル 
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１） LED 

表 ３.２に LED の導入規模及び効果の算定結果を示す。既存の蛍光灯を LED にすべて取り替

えると想定した。施設管理者へのヒアリング結果によると、ケアホーム恵光では一部で LED を

導入済であるとのことであったが、すべてを LED に取り替えると想定した。LED の導入効果は、

施設の延床面積に比例すると想定し、実証事業の結果から得られた単位面積あたりの年間削減

電力量を用いて削減電力量を算定した。 

 

表 ３.２ LED の導入規模・効果の算定 

 第二恵光及び第三恵光 ケアホーム恵光 

延床面積 第二恵光：約 2,310 m2 

第三恵光：約 1,650 m2 

講  堂：約 330 m2 

A 棟・B棟：約 300 m2 

C 棟・D棟：約 300 m2 

LED 導入効果 

（削減効果） 

第二恵光：約 10,800kWh/年(6.9%) 

第三恵光：約 7,730 kWh/年(4.3%) 

講  堂：約 1,560 kWh/年(6.9%) 

A 棟・B棟：約 1,400kWh/年(6.4%)

C 棟・D棟：約 1,400kWh/年(6.4%)

 

２） 太陽光発電パネル 

太陽光発電の発電量の算定方法を以下に示す。 

発電量を算定するにあたって用いる日射量は、「NEDO 日射量データベース閲覧システム（図 ３.

１３）」を用いるものとし、岐阜市の日射量平年値を利用した。 

太陽光発電パネルの設置範囲について、現地確認の結果、第二恵光及び第三恵光の屋上には

既に太陽熱パネルが設置されており、新たに太陽光発電パネルを設置できないと考えられたこ

とから、設置できる範囲として第二恵光の講堂の屋上とした。設置面積は、保守・点検用の通

路などの兼合いから、表 ３.３に示す設置可能な屋根面積の 50％が利用可能と想定した。定格

出力の算定にあたっては、太陽光発電パネルを 20 m2あたり 3.0kW 設置できるものと想定した。 

季節別の太陽光発電出力パターン（1日）は図 ３.１４及び図 ３.１５に、月別の発電量は表 

３.４に示すとおりである。 
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図 ３.１３ NEDO 日射量データベース閲覧システム（1月の例） 

 

 

表 ３.３ 太陽光発電の導入容量 

 名称 

設置条件 

定格容量 

[kW] 
方位

傾斜角度 

[度] 

設置可能な

屋根面積 

[m2] 

第二恵光 

及び 

第三恵光 

第二恵光 0.0 南 30 0.0  

第三恵光 0.0 南 30 0.0  

第二恵光（講堂） 25.0 南 30 333.6  

小計 25.0 南 30 333.6  

ケアホーム

恵光 

A 棟 11.2 南 30 149.3  

B 棟 11.2 南 30 149.3  

C 棟 11.2 南 30 149.3  

D 棟 11.2 南 30 149.3  

小計 44.8 南 30 597.2  

    ※20.0ｍ2あたり 3.0kW の太陽光発電パネルを設置できるものとし、設置可能な面積のうち、50％が利

用可能なものとして定格容量を算定した。 
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図 ３.１４ 太陽光発電の出力パターン（第二恵光及び第三恵光） 

 

 

図 ３.１５ 太陽光発電の出力パターン（ケアホーム恵光）  
表 ３.４ 太陽光発電量の計算結果 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計

季節 冬期 冬期 冬期
中間期

（春期）

中間期

（春期）
夏期 夏期 夏期 夏期

中間期

（秋期）

中間期

（秋期）
冬期 -

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365

PV発電量

（kWh/週）
1,417 1,417 1,417 1,683 1,683 1,702 1,702 1,702 1,702 1,218 1,218 1,417 -

PV発電量

（kWh/月）
6,275 5,668 6,275 7,214 7,455 7,293 7,536 7,536 7,293 5,395 5,221 6,275 79,436  

※冬期     ：2 月において算定し、1、3、12 月は 2 月の結果から日数で按分した。 

※中間期（春期）：5月において算定し、4月は 5月の結果から日数で按分した。 

※夏期     ：8 月において算定し、6、7、9月は 8 月の結果から日数で按分した。 

※中間期（秋期）：11 月において算定し、10 月は 11 月の結果から日数で按分した。 
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３） コージェネレーションシステム（CGS） 

コージェネレーションシステム（CGS）の導入効果は建物の特性（熱需要と電力需要の割合及

び需要パターン）によって大きく影響を受けるため、その効果を正確に評価するためにはエネ

ルギー需給の時間変化を想定したシミュレーションを実施する必要がある。ここでは導入効果

の有無を一次評価するために、下記の手順で概略的な検討を行った。 

 

   ＜コージェネレーションシステム（CGS）の検討＞ 

年間熱需要量から図 ３.１６に示す導入検討フローに基づき発電量及び消費燃料を概算した。

ガスエンジン発電機によるコージェネレーションシステム（CGS）の導入を検討するものとし、

排熱は第二恵光及び第三恵光で、発電電力は第二恵光、第三恵光及びケアホーム恵光で利用す

るものとした。概算による検討から、表 ３.１２及び表 ３.１３に示すとおり、経済性及び環

境性において効果があることが判明したため、運用シミュレーションによりその導入効果につ

いて詳細検討することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３.１６ コージェネレーションシステム（CGS）の導入検討フロー 

 

①対象施設の熱需要量からＣＧＳの発

電量を算出 

③ＣＧＳの発電量と排熱回収量から削

減される電力量と燃料消費量を算出 

③ＣＧＳの発電量を固

定し、その発電量から排

熱回収量を下方修正 

発電量＞需要量 

発電量≦需要量 

④削減される電力量と燃料消費量から

削減コスト・ＣＯ２排出量を算出

⑤Ｂ/Ｃを算出し、ＣＧＳを導入するか

否かを検討 
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① 熱需要量（給湯）の年間想定（第二恵光及び第三恵光） 

  第二恵光及び第三恵光の給湯熱需要量は表 ３.５に示すとおりであり、図 ２.７及び図 ２.

８に示したガス消費量から、表 ３.６の数値を用いて太陽熱パネルによる想定熱供給量をガ

ス消費量に換算したものを除き、さらに図 ３.５及び図 ３.６に示した冷暖房に消費された

と想定した分を除いたものを給湯に利用されたガス消費量とし、表 ３.７のパラメータを用

いて算定した。また、月ごとの値は表 ３.８に示したとおりである。 

 

表 ３.５ 第二恵光及び第三恵光の年間熱需要量（給湯） 

  第二恵光及び第三恵光 

年間熱需要量（給湯） 204,057kWh/年 

 

表 ３.６ 太陽熱パネルの燃料削減量の想定 

施設名 集熱面積 
年間有効集熱量 都市ガス換算 

(m3/年)  (MJ/年) (kWh/年)

第二恵光 集熱面積：203.8 ㎡ 443,530 123,203 9,856 

第三恵光 集熱面積：203.8 ㎡ 443,530 123,203 9,856 

※資源エネルギー庁 HP より算定

（http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/attaka_eco/df/kankyou.html） 

※集熱面積は集熱パネルの設置面積を縦 9.68m、横 18.23m、集熱パネルの角度を 30 度と仮定

し縦 9.68m×横 18.23m÷cos(30°)＝集熱面積 203.76m2とした。 

 

表 ３.７ 都市ガスの発熱量と二酸化炭素排出量のパラメータ 

 

発熱量 二酸化炭素排出量 

（MJ/Nm3） （kWh/Nm3） （kg-CO2/Nm3） 

都市ガス 45.0 12.5 2.23 

※東邦ガス HP（http://gasmo.tohogas.co.jp/faq/faq_cont.html）の数値を 

1.0kWh=3.6MJ により算出 

※CO2排出量に関しては環境省 HP 「算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧（改

正後）」より 

 

表 ３.８ 第二恵光及び第三恵光の月間熱需要量（給湯） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計

11,894 12,599 11,983 6,758 6,561 8,525 4,680 1,118 8,053 13,452 7,436 10,189 103,248

11,746 12,090 9,818 6,824 6,384 8,928 4,634 880 7,162 15,377 6,806 10,161 100,808

23,641 24,689 21,801 13,582 12,945 17,452 9,314 1,998 15,215 28,829 14,242 20,350 204,056

第二恵光・熱需要量

（給湯）(kWh/月)

第三恵光・熱需要量

（給湯）(kWh/月)

計 (kWh/月)

月
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② 熱需要量から CGS の年間発電量を想定 

  発電機の能力（図 ３.１７）及び年間熱需要量（表 ３.５）に基づき年間発電量を算定した。

算定結果は表 ３.９に示すとおりである。 

 

 

図 ３.１７ ガスエンジン発電機の能力 

 

 

表 ３.９ CGS 想定年間発電量と年間電力消費量（概算） 

  
第二恵光及び第三恵光

＋ケアホーム恵光 
備考 

想定年間発電量 187,895 kWh/年

排熱回収量 kWh＝年間熱需要量 kWh と仮定し、図 ３.１

７より、線形近似した発電機特性より、年間発電量＝

0.9208*年間熱需要量より想定 

年間電力需要量 372,247 kWh/年 図 ２.４、図 ２.５、図 ２.６より 

※概略的な検討結果であるため後述する需給シミュレーションに基づく評価結果と異なる。 
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③ CGS の発電量と排熱回収量から削減される電力量と燃料消費量を算出 

上記②で年間発電量＜年間電力需要量となったため、35kW ガスエンジンの能力（図 ３.１７）

に基づき、排熱回収量と燃料消費の関係（図 ３.１８）を求め、想定削減電力量と燃料消費量

（概算）を表 ３.１０のとおり算出した。 
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図 ３.１８ 35kW ガスエンジン発電機の排熱回収量と燃料消費の関係 

 

表 ３.１０ 想定削減電力量と燃料消費量（概算） 

  
第二恵光及び第三恵光

＋ケアホーム恵光 
備考 

想定削減電力需要量 187,895 kWh/年 表 ３.９に示した年間発電量を全て利用可能と想定

供給熱量 204,057 kWh/年 表 ３.５に示した給湯熱需要量を賄ったと仮定 

燃料消費量 31,139 m3/年 図 ３.１８より供給熱量×0.1526 より算出 

※概略的な検討結果であるため後述する需給シミュレーションに基づく評価結果と異なる。 
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④ 削減される電力量と燃料消費量から削減コスト・CO2排出量を算出 

削減コストを算出する際に用いた電力単価及びガス単価を表 ３.１１に示す。 

CGS の導入により想定される削減コストを表 ３.１２に、CO2排出削減量を表 ３.１３に示

す。 

表 ３.１１ 電力単価及びガス単価（実績より算定） 

電力単価※１ 20.4 円/kWh

ガス単価※２ 127.6 円/m3

           ※１：中部電力単価、※２：都市ガス単価 

 

表 ３.１２ 想定される削減コスト(概算)※ 

  
第二恵光及び第三恵光

+ケアホーム恵光 

備考 

系統電力削減による削減コスト 3,833,058 円/年
表 ３.１０及び表 ３.１１より、想定

削減電力量×電力単価より想定 

供給熱量によるコスト削減  2,083,014 円/年

表 ３.６、表 ３.７、表 ３.１０及び

表 ３.１１より、供給熱量÷都市ガス

の発熱量×ガス単価より想定 

燃料消費量増大によるコスト増加  3,973,336 円/年
表 ３.１０及び表 ３.１１より、燃料

消費量×ガス単価より想定 

総計（マイナスは削減を意味） -1,942,736 円/年 上記数値より 

※概略的な検討結果であるため後述する需給シミュレーションに基づく評価結果と異なる。 

 

表 ３.１３ 想定される CO2排出量削減量(発電量からの概算)※ 

 

第二恵光及び第三恵光

+ケアホーム恵光 

備考 

系統電力削減による削減 CO2排出量 96,390 kg-CO2/年

表 ３.１０より、想定削減電力量×中

部電力の二酸化炭素排出量単価

0.513kg-CO2/kWh より算定 

供給熱量による削減 CO2排出量  36,404 kg-CO2/年

表 ３.６、表 ３.７及び表 ３.１０よ

り、供給熱量÷都市ガス発熱量×二酸

化炭素排出量係数より算定 

燃料消費量増大による CO2排出量 69,440 kg-CO2/年

表 ３.６、表 ３.７、表 ３.１０に基

づき燃料消費量×二酸化炭素排出量係

数より算定 

総計 CO2排出量  -63,354 kg-CO2/年 上記数値より 

※概略的な検討結果であるため後述する需給シミュレーションに基づく評価結果と異なる。 
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４） 地中熱ヒートポンプ（HP） 

第二恵光及び第三恵光について、冷温水発生機からの更新で地中熱 HP による空調設備の導入

効果を検討した。効果の算定にあたっては実証事業で得られたエネルギー削減率 40.3%を適用し

た（なお、電気の一次エネルギー消費量の算出には 9.97MJ/kWh、都市ガスの一次エネルギー消

費量の算出には 44.8MJ/m3を用いた）。 

表 ３.１４に示すとおり、地中熱 HP の導入により、電力消費量は増加するもののガス消費量

が減少するため、一次エネルギー消費量及び CO2 排出量は削減される。月間のコスト削減、CO2

排出量削減効果を表 ３.１５にまとめた。 

経済性及び環境性 B/C を算出した結果、本施設では比較的 B/C が小さい（特に環境性におい

て）ことが判明した（表 ３.１６）。 

 

表 ３.１４ 地中熱ヒートポンプ（HP）利用により想定される 

一次エネルギー消費量及び電力消費量 

 
 冬期 

中間期 

（春期） 
夏期 

中間期 

（秋期）

導

入

前 

空調によるガス消費（m3/月） 6,971 2,453 8,829 3,544

空調による一次エネルギー消費量（MJ/月） 312,295 109,914 395,547 158,757 

導

入

後 

実証事業における一次エネルギー消費量削減率（％） 40.3 40.3 40.3 40.3

地中熱 HP 利用時の一次エネルギー消費量（MJ/月） 186,440 65,618 236,141 94,778 

地中熱 HP 利用により増加する電力消費量（kWh/月） 18,700 6,582 23,685 9,506 

 

表 ３.１５ 地中熱ヒートポンプ（HP）導入による月間コスト削減及び CO2排出量削減効果 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計
コスト削減効果
（円/月）

607,612 508,001 446,936 293,865 178,793 428,419 591,443 643,424 454,212 167,735 258,245 497,008 5,075,691

CO2排出量削減効果

（kg-CO2/月）
7,119 5,952 5,236 3,443 2,095 5,019 6,930 7,539 5,322 1,965 3,026 5,823 59,468

 

 

表 ３.１６ 地中熱ヒートポンプ（HP）利用により想定される効果 

導入機器 空調対象範囲 導入方針
導入費用※ 

（円） 

耐用年数

（年） 

経済性 B/C 

（円/円） 

環境性 B/C 

（kg-CO2/千円）

地中熱 HP 
第二恵光及び第三恵

光（講堂除く） 

新設 

（更新）
178,765,261 15 0.426 4.99 

※地中熱 HP の導入費用は実証事業の導入費用を延床面積で按分により算出     
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（５） 運用シミュレーション 

１） 第二恵光及び第三恵光とケアホーム恵光の電力融通効果 

まず、LED導入後の電力需要とPV出力のみを検討し、融通による効果の有無を確認した。図 ３.

１９、図 ３.２０より、第二恵光及び第三恵光では PV 出力を十分消費しきれているが、ケアホ

ーム恵光ではPV出力を昼間消費しきれず、余剰電力が発生していることがわかる。したがって、

図 ３.２１のように、第二恵光及び第三恵光とケアホーム恵光の間でエネルギー融通を行うこ

とによる効果があると判断できる。 
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図 ３.１９ 第二恵光及び第三恵光の運用シミュレーション結果（冬期） 
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図 ３.２０ ケアホーム恵光の運用シミュレーション結果（冬期） 

昼間

第二恵光 第三恵光 CGSによる電力 ケアホーム恵光

第二恵光 第三恵光 ケアホーム恵光PVによる電力

朝、夕

 

図 ３.２１ 第二恵光及び第三恵光とケアホーム恵光のエネルギー融通のイメージ 
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２） LED、PV、CGS、地中熱ヒートポンプ（HP）導入時の運用フローの検討 

本検討におけるモデルシステムでは、表 ３.１７のとおりエネルギーマネジメントシステム

（EMS）によりエネルギー管理を行う必要性が小さいものと考えられるため、各機器が自立的に

運転することとする。したがって運用フローは図 ３.２２のようになる。 

 LED は制御する効果が小さい。（電力需要が小さい）ため制御を行わない。 

 太陽光発電出力は中部電力管内において連系保留が現状起こっていないため、出力制御する

必要がない。 

 地中熱ヒートポンプは、EMS を導入しなくとも、エネルギー消費効率向上のために温度センサ

ー等を用いて運転制御を行うことが可能である。 

 コージェネレーションの運用に関しては余剰熱エネルギーを極力生じさせないために、熱主

電従運用とする。貯湯タンク内温度が設定温度（貯められるエネルギー量の最大）に達した

時点で一旦発電機を停止し、熱利用などにより貯湯タンク内の温度が十分下降し、再び貯熱

する余裕ができた場合は再起動を許可する。なお、発電機が起動している場合には電力需要

に応じた出力を行う。上記の運用は EMS を導入しなくとも可能である。 

 

表 ３.１７ 各機器の EMS による制御の必要性 

機器名 理由 EMS による制御の必要性

LED 電力消費量が少ないため、運転をコントロールしても効果

は小さい。 

なし 

地中熱 HP EMSを導入しなくとも、エネルギー消費効率向上のために温

度センサー等を用いて運転制御を行うことが可能である。 

なし 

太陽光発電 売電が可能なシステムの場合には制御する意義は小さい。

（売電不可の場合には系統へ電力が流れ込まないよう出力

制御する必要がある。） 

なし 

CGS EMS を導入しなくとも、熱需要に合わせて制御する熱主電従

運用とすることで効率の上昇が見込める。 

なし 

 

LED・地中熱HPによる電力需要削減

•LED、地中熱HPは用途に合わせて運用される

PVによるピークカット

•昼間に太陽光発電出力によりピークカットを行う

CGSによる熱主運用

•熱需要が昼間～夕方にかけて存在するため、CGSは日中電力需要に合わ
せて運転する。貯湯槽の熱が満蓄となった時点で停止する。

•貯湯槽に空きができたら再度CGSは発電を開始する。
 

図 ３.２２ 導入機器の運用フロー 
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３） 導入時の需給シミュレーション 

① LED、PV 及びコージェネレーションを導入時の需給シミュレーション 

前記２）の運用フローに基づいて、LED、PV 及びコージェネレーションシステム（CGS）を導

入した際の需給シミュレーションを実施した。 

図 ３.２３に示すとおり、冬期においては給湯需要が多いためコージェネレーションシステ

ム（CGS）の稼働率が大きく、CGS によるコストや CO2 削減効果が大きい。夏期は図 ３.２４の

ように、給湯需要が少ない（太陽熱パネルによる熱供給で多くが賄えている）ことから CGS が

ほとんど稼働していない一方で、冬期よりPVによる発電量が大きいため第二恵光及び第三恵光、

ケアホーム恵光においてエネルギー融通による効果が見られる。図 ３.２５の中間期（春）は

PV 発電量が大きい一方、給湯需要もあるため、PV 発電を活用した後の電力需要を CGS で賄うと

いった運用となっている。図 ３.２６の中間期（秋）は中間期（春）と冬期の間のような運用

となっており、PV と CGS がバランス良く電力を供給していることがわかる。 

需給シミュレーションの結果は表 ３.１８に示すとおりである。なお、冬期は 2 月において

想定し、1、3、12 月は冬期の結果から日数で按分した。中間期（春）は 5月において想定し、4

月を中間期（春）の結果から日数で按分した。夏期は 8月において想定し、6、7、9月を夏期の

結果から日数で按分した。中間期（秋）は 11 月において想定し、10 月を中間期（秋）の結果か

ら日数で按分した。 

表 ３.２２はシミュレーション結果の比較のために示した機器導入前の現況のシミュレーシ

ョン結果である。 
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図 ３.２３ 運用シミュレーション結果（冬期）（LED、PV、CGS） 
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図 ３.２４ 運用シミュレーション結果（夏期）（LED、PV、CGS） 
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図 ３.２５ 運用シミュレーション結果（中間期：春期）（LED、PV、CGS） 
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図 ３.２６ 運用シミュレーション結果（中間期：秋期）（LED、PV、CGS） 
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② LED、PV を導入時の需給シミュレーション 

同様に前記２）の運用フローに基づいて、LED、PV を導入した際の需給シミュレーションを実

施した。 

図 ３.２７からわかるように、冬期においては電力需要がある程度多いこと、PV 発電量がそ

れほど大きくないことから、PV による電力を十分使い切れている。同様に、夏期についても図 ３.

２８のように、冬期より PV による発電量が大きいが、電力需要が多いために PV による電力を

十分使い切れている。図 ３.２９の中間期（春）は PV 発電量が大きく、昼間の大部分の電力を

PV により供給されており、第二恵光及び第三恵光、ケアホーム恵光におけるエネルギー融通に

よる効果が見られる。図 ３.３０の中間期（秋）は夏期と冬期の間のような運用となっており、

PV と電力需要のバランスが取れている。 

需給シミュレーションの結果は表 ３.１９に示すとおりである。なお、冬期は 2 月において

想定し、1、3、12 月は冬期の結果から日数で按分した。中間期（春）は 5月において想定し、4

月を中間期（春）の結果から日数で按分した。夏期は 8月において想定し、6、7、9月を夏期の

結果から日数で按分した。中間期（秋）は 11 月において想定し、10 月を中間期（秋）の結果か

ら日数で按分した。 
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図 ３.２７ 運用シミュレーション結果（冬季）（LED、PV） 
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図 ３.２８ 運用シミュレーション結果（夏期）（LED、PV） 
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図 ３.２９ 運用シミュレーション結果（中間期：春期）（LED、PV） 
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図 ３.３０ 運用シミュレーション結果（中間期：秋期）（LED、PV） 
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４） 地中熱ヒートポンプ（HP）の需給シミュレーション 

対象施設のエネルギー供給系統及び地中熱 HP の導入イメージを図 ３.３１に示した。本施設

はガス供給系統、電力供給系統といったエネルギー供給系統が大きく３つに別れており、下記

のように 

 第二恵光及び第三恵光の空調需要に関する熱供給を行う系統 

 第二恵光及び第三恵光の給湯需要に関する熱供給を行う系統 

 第二恵光及び第三恵光、ケアホーム恵光への電力供給を行う系統 

それぞれが独立している。したがって、地中熱 HP の導入に関しては、ガス焚空調熱源設備から

の更新という形で、LEDやPVとは別に単独で導入効果を評価した（表 ３.１４及び表 ３.１６）。

B/C を検討した結果、地中熱 HP の導入が本施設では他設備に比べると効果的ではないというこ

とが判明したため LED、PV、CGS 及び地中熱 HP の運用シミュレーションは行わずに、それらの

組合せによる導入効果を表 ３.２０、 

表 ３.２１のとおり評価した。 

 

 

 

図 ３.３１ 対象施設のエネルギー供給系統及び地中熱ヒートポンプ（HP）の導入イメージ 
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 なお、CGS は図 ３.３２のように、発電した電気と排熱回収した熱を使い切ることで、火力発

電所による電力供給とボイラによる熱供給といった従来型のシステムに比べて 23%程度の一次

エネルギー削減効果が見られる設備である。CGS による電気もしくは熱のどちらかが余剰となる

場合には、全体のエネルギー効率が下がってしまい、導入するメリットは小さくなる。 

本施設の CGS の容量はシステム全体のエネルギー効率の向上を目指し、余剰熱が発生しない

範囲でなるべく容量の大きい設備を選定したため、地中熱 HP の導入によらず、表 ３.１８及び

表 ３.２０に示した以上の改善効果は得られないものと考えられる。 

  

CGS

電力 1kWh

熱 4.1MJ

天然ガス
0.253m3

発電効率
35%

排熱回収効率
40%

火力発電所

石炭
石油
LNG

9.76MJ

11.38MJ

ボイラ

5.04MJ

天然ガス
0.112m3

発電効率
36.9%

効率
90%

一次エネルギー量11.38MJ 一次エネルギー量14.80MJ
 

図 ３.３２ コージェネレーションシステムと従来型システムの比較 

(引用：「天然ガスコージェネレーション計画・設計マニュアル 2008」) 
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表 ３.１８ LED+PV＋CGS による需給シミュレーション結果 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計 備考 

季節 冬期 冬期 冬期 中間期 中間期 夏期 夏期 夏期 夏期 中間期 中間期 冬期 - - 

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365 - 

系統電力（kWh/週） 6,273  6,273  6,273 2,895 2,895 6,307 6,307  6,307 6,307 3,533 3,533 6,273 - シミュレー

ション結果 系統電力（kWh/月） 27,780  25,092  27,780 12,405 12,819 27,029 27,930  27,930 27,029 15,647 15,142 27,780 274,360  

空調によるガス消費（m3/月） 8,338  6,971  6,133 4,032 2,453 5,879 8,116  8,829 6,233 2,302 3,544 6,820 69,649  実績値 

PV 発電量（kWh/週） 1,417  1,417  1,417 1,683 1,683 1,702 1,702  1,702 1,702 1,218 1,218 1,417 - シミュレー

ション結果 PV 発電量（kWh/月） 6,275  5,668  6,275 7,214 7,455 7,293 7,536  7,536 7,293 5,395 5,221 6,275 79,436  

コジェネガス（m3/週） 578  578  578 239 239 46 46  46 46 310 310 578 - シミュレー

ション結果 コジェネガス（m3/月） 2,560  2,312  2,560 1,025 1,059 199 206  206 199 1,374 1,330 2,560 15,590  

コジェネ発電量（kWh/週） 2,450  2,450  2,450 729 729 193 193  193 193 1,169 1,169 2,450 - シミュレー

ション結果 コジェネ発電量（kWh/月） 10,850  9,800  10,850 3,122 3,226 828 856  856 828 5,177 5,010 10,850 62,252  

ボイラーガス（m3/週） 0  0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 - シミュレー

ション結果 ボイラーガス（m3/月） 0  0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  

一次エネルギー量（MJ/月） 765,190  666,052  666,414 350,231 285,143 541,770 651,270  683,225 557,627 320,681 369,304 697,196 6,554,102   

小計（円/月） 1,957,176  1,696,292  1,675,744 898,294 709,527 1,326,640 1,631,393  1,722,440 1,371,819 788,082 930,670 1,763,447 16,471,524   

小計 CO2(kg-CO2/月） 38,553  33,574  33,637 17,641 14,408 27,420 32,885  34,476 28,209 16,224 18,636 35,169 330,831   

※一次エネルギー量単価：電力 9.97MJ/kWh、都市ガス 44.80MJ/m3 

※コスト単価：電力 20.4 円/kWh、都市ガス 127.6 円/m3 

※CO2単価：電力 0.513kg-CO2/kWh、都市ガス 2.23kg-CO2/m
3  
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表 ３.１９ LED+PV による需給シミュレーション結果 
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計 備考 

季節 冬期 冬期 冬期 中間期 中間期 夏期 夏期 夏期 夏期 中間期 中間期 冬期 -  

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365  

系統電力（kWh/週） 8,723  8,723  8,723 3,623 3,623 6,500 6,500  6,500 6,500 4,702 4,702 8,723 - シミュレー

ション結果 系統電力（kWh/月） 38,630  34,892  38,630 15,527 16,045 27,857 28,785  28,785 27,857 20,823 20,151 38,630 336,612  

空調によるガス消費（m3/月） 8,338  6,971  6,133 4,032 2,453 5,879 8,116  8,829 6,233 2,302 3,544 6,820 69,649  実績値 

PV 発電量（kWh/週） 1,417  1,417  1,417 1,683 1,683 1,702 1,702  1,702 1,702 1,218 1,218 1,417 - シミュレー

ション結果 PV 発電量（kWh/月） 6,275  5,668  6,275 7,214 7,455 7,293 7,536  7,536 7,293 5,395 5,221 6,275 79,436  

コジェネガス（m3/週） 0  0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 - - 

コジェネガス（m3/月） 0  0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  

コジェネ発電量（kWh/週） 0  0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 - - 

コジェネ発電量（kWh/月） 0  0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  

ボイラーガス（m3/週） 336  336  336 158 158 18 18  18 18 175 175 336 - シミュレー

ション結果 ボイラーガス（m3/月） 1,489  1,344  1,489 675 698 78 81  81 78 777 752 1,489 9,030  

一次エネルギー量（MJ/月） 825,357  720,396  726,581 365,721 301,150 544,611 654,205  686,160 560,467 345,513 393,335 757,363 6,880,857   

小計（円/月） 2,041,506  1,772,461  1,760,074 917,367 729,235 1,328,087 1,632,888  1,723,935 1,373,265 817,280 958,926 1,847,777 16,902,799   

小計 CO2(kg-CO2/月） 41,730  36,443  36,813 18,464 15,259 27,575 33,046  34,636 28,364 17,547 19,916 38,345 348,137   

※一次エネルギー量単価：電力 9.97MJ/kWh、都市ガス 44.80MJ/m3 

※コスト単価：電力 20.4 円/kWh、都市ガス 127.6 円/m3 

※CO2単価：電力 0.513kg-CO2/kWh、都市ガス 2.23kg-CO2/m
3  
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表 ３.２０ LED+PV＋CGS+地中熱 HP による需給シミュレーション結果 
地
中
熱H

P
 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計 

季節 冬期 冬期 冬期 中間期 中間期 夏期 夏期 夏期 夏期 中間期 中間期 冬期 - 

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365 

空調による電力使用量 （kWh/月） 22,367  18,700 16,452 10,818 6,582 15,771  21,772 23,685 16,720 6,175 9,506 18,295  186,842  

削減後の CO2排出量（kg-CO2/月） 11,474  9,593 8,440 5,549 3,376 8,090  11,169 12,151 8,577 3,168 4,877 9,386  95,850  

L
E
D
+
P
V
+
C
G
S
 

系統電力（kWh/週） 6,273  6,273 6,273 2,895 2,895 6,307  6,307 6,307 6,307 3,533 3,533 6,273  - 

系統電力（kWh/月） 27,780  25,092 27,780 12,405 12,819 27,029  27,930 27,930 27,029 15,647 15,142 27,780  274,360  

空調によるガス消費（m3/月） 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  0  

PV 発電量（kWh/週） 1,417  1,417 1,417 1,683 1,683 1,702  1,702 1,702 1,702 1,218 1,218 1,417  - 

PV 発電量（kWh/月） 6,275  5,668 6,275 7,214 7,455 7,293  7,536 7,536 7,293 5,395 5,221 6,275  79,436  

コジェネガス（m3/週） 578  578 578 239 239 46  46 46 46 310 310 578  - 

コジェネガス（m3/月） 2,560  2,312 2,560 1,025 1,059 199  206 206 199 1,374 1,330 2,560  15,590  

コジェネ発電量（kWh/週） 2,450  2,450 2,450 729 729 193  193 193 193 1,169 1,169 2,450  - 

コジェネ発電量（kWh/月） 10,850  9,800 10,850 3,122 3,226 828  856 856 828 5,177 5,010 10,850  62,252  

ボイラーガス（m3/週） 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  - 

ボイラーガス（m3/月） 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  0  

一次エネルギー量（MJ/月） 614,657  540,197 555,688 277,427 240,847 435,631  504,742 523,820 445,098 279,125 305,325 574,065  5,296,623  

小計（円/月） 1,348,734  1,187,596 1,228,197 604,028 530,490 897,636  1,039,142 1,078,137 916,986 620,118 672,072 1,265,760  11,388,897  

小計 CO2(kg-CO2/月） 31,434  27,622 28,400 14,198 12,313 22,400  25,956 26,937 22,887 14,259 15,610 29,346  271,363  

※一次エネルギー量単価：電力 9.97MJ/kWh、都市ガス 44.80MJ/m3 

※コスト単価：電力 20.4 円/kWh、都市ガス 127.6 円/m3 

※CO2単価：電力 0.513kg-CO2/kWh、都市ガス 2.23kg-CO2/m
3 
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表 ３.２１ LED+PV＋地中熱 HP による需給シミュレーション結果 

 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計 

季節 冬期 冬期 冬期 中間期 中間期 夏期 夏期 夏期 夏期 中間期 中間期 冬期 - 

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365 

地
中
熱H

P
 

空調による電力使用量 (kWh/月) 22,367  18,700 16,452 10,818 6,582 15,771  21,772 23,685 16,720 6,175 9,506 18,295  186,842  

削減後の CO2排出量 

(kg-CO2/月) 
11,474  9,593 8,440 5,549 3,376 8,090  11,169 12,151 8,577 3,168 4,877 9,386  95,850  

L
E
D
+
P
V
 

系統電力(kWh/週) 8,723  8,723 8,723 3,623 3,623 6,500  6,500 6,500 6,500 4,702 4,702 8,723  - 

系統電力(kWh/月) 38,630  34,892 38,630 15,527 16,045 27,857  28,785 28,785 27,857 20,823 20,151 38,630  336,612  

空調によるガス消費(m3/月) 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  0  

PV 発電量(kWh/週) 1,417  1,417 1,417 1,683 1,683 1,702  1,702 1,702 1,702 1,218 1,218 1,417  - 

PV 発電量(kWh/月) 6,275  5,668 6,275 7,214 7,455 7,293  7,536 7,536 7,293 5,395 5,221 6,275  79,436  

コジェネガス(m3/週) 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  - 

コジェネガス(m3/月) 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  0  

コジェネ発電量(kWh/週) 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  - 

コジェネ発電量(kWh/月) 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  0  

ボイラーガス(m3/週) 336  336 336 158 158 18  18 18 18 175 175 336  - 

ボイラーガス(m3/月) 1,489  1,344 1,489 675 698 78  81 81 78 777 752 1,489  9,030  

一次エネルギー量 (MJ/月) 674,824  594,541 615,854 292,918 256,854 438,472  507,677 526,755 447,938 303,958 329,356 634,231  5,623,377  

小計（円/月） 1,433,063  1,263,765 1,312,527 623,100 550,198 899,083  1,040,637 1,079,632 918,432 649,316 700,328 1,350,090  11,820,171  

小計 CO2(kg-CO2/月） 34,611  30,491 31,577 15,021 13,164 22,555  26,116 27,098 23,042 15,582 16,890 32,522  288,669  

※一次エネルギー量単価：電力 9.97MJ/kWh、都市ガス 44.80MJ/m3 

※コスト単価：電力 20.4 円/kWh、都市ガス 127.6 円/m3 

※CO2単価：電力 0.513kg-CO2/kWh、都市ガス 2.23kg-CO2/m
3 
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表 ３.２２ 現況の需給シミュレーション結果 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計 

季節 冬期 冬期 冬期 中間期 中間期 夏期 夏期 夏期 夏期 中間期 中間期 冬期 - 

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365 

系統電力 kWh/週 10,690  10,690 10,690 5,605 5,605 8,668 8,668 8,668 8,668 6,252 6,252 10,690  - 

系統電力 kWh/月 47,321  42,741 47,321 24,001 24,801 37,128 38,365 38,365 37,128 27,666 26,774 47,321  438,932  

空調によるガス消費（m3/月） 8,338  6,971 6,133 4,032 2,453 5,879 8,116 8,829 6,233 2,302 3,544 6,820  69,649  

PV 発電量 kWh/週 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  - 

PV 発電量 kWh/月 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0  

コジェネガス m3/週 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  - 

コジェネガス m3/月 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0  

コジェネ発電量（kWh/週） 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  - 

コジェネ発電量（kWh/月） 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0  

ボイラーガス（m3/週） 336  336 336 158 158 18 18 18 18 175 175 336  - 

ボイラーガス（m3/月） 1,488  1,344 1,488 675 698 78 81 81 78 777 752 1,488  9,030  

一次エネルギー量（MJ/月） 912,003  798,657 813,227 450,204 388,448 637,042 749,717 781,673 652,899 413,739 459,361 844,009  7,900,981  

小計（円/月） 2,218,615  1,932,430 1,937,183 1,090,053 907,678 1,517,021 1,828,120 1,919,167 1,562,199 956,737 1,093,885 2,024,887  18,987,975  

小計 CO2(kg-CO2/月） 46,188  40,469 41,271 22,811 19,751 32,331 37,960 39,551 33,120 21,057 23,313 42,804  400,627  

※一次エネルギー量単価：電力 9.97MJ/kWh、都市ガス 44.80MJ/m3 

※コスト単価：電力 20.4 円/kWh、都市ガス 127.6 円/m3 

※CO2単価：電力 0.513kg-CO2/kWh、都市ガス 2.23kg-CO2/m
3 
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（６） 導入費用及び導入効果 

導入費用及び導入効果は、表 ３.２３～表 ３.２６に示すとおりである。 

LED 及び地中熱ヒートポンプ（HP）の導入費用に関しては、実証事業の導入費用を延床面積で按

分により算出した。PV 及び CGS の導入費用に関しては、実証事業の導入費用を定格 kW で按分によ

り算出した。経済性及び環境性 B/C は次の式によって算出した。 

 

経済性 B/C（費用対光熱費削減効果）＝光熱費の削減効果×法定耐用年数÷導入費用 

環境性 B/C（費用対 CO2削減効果）  ＝環境負荷低減効果×法定耐用年数÷導入費用 

 

１） LED＋PV＋CGS（表 ３.２３） 

この組合せは経済性及び環境性 B/C が高い結果となった。補助率を 5 割と想定した場合、経

済性 B/C が 1.0 を上回り、事業採算性に優れる結果となった。 

 

２） LED＋PV（表 ３.２４） 

この組合せは、経済性及び環境性 B/C 両面から本検討の中で最も高い結果となった。補助率

を 5割と想定した場合、経済性 B/C が 1.0 を大きく上回り、事業採算性に優れる結果となった。 

 

３） LED＋PV＋CGS＋地中熱 HP（表 ３.２５） 

この組合せは、経済性 B/C において、上記１）及び下記４）の結果からさらに下回る結果と

なった。施設全体の B/C は、（Σ（各設備による削減コスト×法定耐用年数）÷Σ（各設備の導

入費用））と計算されるため、導入費用が大きい地中熱 HP を導入すると、削減コストの割合に

対して導入費用が大きいために施設全体の B/C は改善されない結果となった。なお、環境性に

関しては、下記４）よりも向上する結果となった。 

 

４） LED＋PV＋地中熱 HP（表 ３.２６） 

 この組合せは経済性及び環境性の B/C 両面において、上記１）を下回る結果となった。特に

環境性に関しては半分程度となる。補助率を 5 割と想定した場合でも、その経済性 B/C は 1.0

を下回る結果となった。 
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表 ３.２３ 導入費用及び導入効果（LED＋PV＋CGS） 

導入 

機器 
導入場所 導入規模 導入費用 運用効果 

運用による

削減コスト

運用による 

削減 CO2 

法定耐用

年数 

経済性 B/C 

（円/円） 

環境性 B/C 

（kg-CO2/千

円） 

LED 

第二恵光及び第三

恵光 
全館（既存の蛍光灯

と全取替え） 

7,233,160

円

22,883

kWh/年削減

466,330

円/年減

11,739

kg-CO2/年減
15 年 0.967 24.34 

ケアホーム 

PV 

パネル 

第二恵光及び第三

恵光 
25.0kW 45,787,840

円

79,436

kWh/年発電

1,618,846

円/年減

40,751

kg-CO2/年減
17 年 0.601 15.13 

ケアホーム 44.8kW 

CGS 

第二恵光及び第三

恵光 
35.0kW 

18,526,284

円

62,252

kWh/年発電

（給湯熱供給） 

431,274 

円/年減

17,306

kg-CO2/年減
15 年 0.349 14.01 

ケアホーム - - - - - - - - 

計 
 

71,547,284

円
 

2,516,450

円/年減

69,796 

kg-CO2/年減
 0.573 15.77 

（補助率 50%の場合） 1.146 31.54 
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表 ３.２４ 導入費用及び導入効果（LED＋PV） 

導入 

機器 
導入場所 導入規模 導入費用 運用効果 

運用による 

削減コスト 

運用による 

削減 CO2 

法定耐用

年数 

経済性 B/C 

（円/円） 

環境性 B/C 

（kg-CO2/千

円） 

LED 

第二恵光及び第三

恵光 
全館（既存の蛍光

灯と全取替え） 

7,233,160

円

22,883

kWh/年削減

466,330

円/年減

11,739

kg-CO2/年減
15 年 0.967 24.34 

ケアホーム 

PV 

パネル 

第二恵光及び第三

恵光 
25.0kW 45,787,840

円

79,436

kWh/年発電

1,618,846

円/年減

40,751

kg-CO2/年減
17 年 0.601 15.13 

ケアホーム 44.8kW 

計 
 

53,021,000

円
 

2,085,176

円/年減

52,490 

kg-CO2/年減
 0.651 16.39 

（補助率 50%の場合） 1.302 32.77 
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表 ３.２５ 導入費用及び導入効果（LED＋PV＋CGS＋地中熱 HP） 

導入 

機器 
導入場所 導入規模 導入費用 運用効果 

運用による

削減コスト

運用による 

削減 CO2 

法定耐用

年数 

経済性 B/C 

（円/円） 

環境性 B/C 

（kg-CO2/千

円） 

LED 

第二恵光及び第三

恵光 
全館（既存の蛍光

灯と全取替え） 

7,233,160

円

22,883

kWh/年削減

466,330

円/年減

11,739

kg-CO2/年減 15 年 0.967 24.34 

ケアホーム 

PV 

パネル 

第二恵光及び第三

恵光 
25.0kW 

45,787,840

円

79,436

kWh/年発電

1,618,846

円/年減

40,751

kg-CO2/年減 17 年 0.601 15.13 

ケアホーム 44.8kW 

CGS 

第二恵光及び第三

恵光 
35.0kW 

18,526,284

円

62,252

kWh/年発電

（給湯熱供給）

431,274 

円/年減

17,306

kg-CO2/年減
15 年 0.349 14.01 

ケアホーム - - - - - - - - 

地中熱 

HP 

第二恵光及び第三

恵光 

第二恵光及び第三

恵光の空調利用 

178,765,261

円

69,649

m3/年削減

186,842

kWh/年増加

5,082,628

円/年減

59,468

kg-CO2/年減
15 年 0.426 4.99 

ケアホーム - - - - - - - - 

計 
 

250,312,545

円

 7,599,078円

/年減

129,264 

kg-CO2/年減

 0.468 8.07 

（補助率 50%の場合） 0.937 16.14 
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表 ３.２６ 導入費用及び導入効果（LED＋PV＋地中熱 HP） 

導入 

機器 
導入場所 導入規模 導入費用 運用効果 

運用による 

削減コスト 

運用による 

削減 CO2 

法定耐用

年数 

経済性 B/C 

（円/円） 

環境性 B/C 

（kg-CO2/千

円） 

LED 

第二恵光及び第三

恵光 
全館（既存の蛍光

灯と全取替え） 

7,233,160

円

22,883

kWh/年削減

466,330

円/年減

11,739

kg-CO2/年減 15 年 0.967 24.34 

ケアホーム 

PV 

パネル 

第二恵光及び第三

恵光 
25.0kW 

45,787,840

円

79,436

kWh/年発電

1,618,846

円/年減

40,751

kg-CO2/年減 17 年 0.601 15.13 

ケアホーム 44.8kW 

地中熱 

HP 

第二恵光及び第三

恵光 

第二恵光及び第三

恵光の空調利用 

178,765,261

円

69,649

m3/年削減

186,842

kWh/年増加

5,082,628

円/年減

59,468

kg-CO2/年減
15 年 0.426 4.99 

ケアホーム - - - - - - - - 

計 
 

231,786,261

円

 7,167,804

円/年減

111,958  

kg-CO2/年減

 0.478 7.597 

（補助率 50%の場合） 0.956 15.194 
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４． 事業計画 

前章の検討結果より、LED＋PV＋CGS における事業計画を検討した。モデルシステムとしてこの組合せ

を選定したのは補助活用を考慮した場合に経済性の B/C が１を超えて、かつ、運用による年間の削減コ

スト及び削減 CO２排出量が最大となる組み合わせとなったためである。また、福祉施設などの熱需要が存

在する施設と住居の組合せにおける、LED+PV＋CGS の組合せは公共施設のみに限らず、民間にも適用可能

性が高い組合せであるということも選定した理由である。 

導入する設備機器と導入方針を表 ４.１に示す。設備導入に際しては既設のものを更新するのか、新

たに設置するのか、耐用年数、設置場所などが重要となる。 

 

（１） 導入する設備機器 

１） 太陽光発電 

・機器諸元 第二恵光及び第三恵光：定格 25.0kW（PCS 25.0kW×1 台） 

ケアホーム恵光:44.8kW（PCS 12.0kW×4 台） 

・施工条件 第二恵光・講堂の屋根面積の 50%（166.8m2）を利用 

ケアホーム恵光の屋根面積の 50％（74.65m2×4）を利用 

・パネル配置 南向き 30 度 

 

２） LED 

・機器諸元 第二恵光及び第三恵光、ケアホーム恵光の全館に導入 

・施工条件 蛍光灯からの更新 

 

３） コージェネレーションシステム（CGS） 

・機器諸元 定格 35.0kW（三相三線）を想定 

・施工条件 屋外に設置 

・熱配管 CGS の排熱回収と機械室内の給湯タンクとの並列接続 

・貯熱タンクの条件 既存の太陽熱パネルで利用している貯湯タンクを活用   

 

表 ４.１ 導入する設備機器と導入方針 

設備機器 設備概要 
導入方針 

（既設 or 新設）

耐用 

年数 
設置場所 

LED 
全館（第二恵光及び第三

恵光、ケアホーム恵光）
新設（更新） 15 年 

第二恵光及び第三恵光 

ケアホーム恵光 

電源・

熱源 

PV 定格 69.8kW 新設 17 年 
第二恵光及び第三恵光 

ケアホーム恵光 

CGS 定格 35.0kW 新設 15 年 第二恵光及び第三恵光 
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（２） システム設計 

対象施設のシステム構成は、図 ４.１に示すとおりである。 

電力需要に関しては、対象施設間でエネルギー融通を行うため、太陽光発電による余剰電力を

有効活用可能なシステム構成としている。 

熱需要に関しては、太陽熱パネル（既設）から供給された熱が貯湯槽に蓄積され、不足する分

はコージェネレーションシステム（CGS）が補う。更に不足する場合には既存のボイラが起動し、

熱供給を補うという流れとなっている。なお、CGS は熱供給を主とし、熱需要のない時には起動し

ないものとする。 

 

 

図 ４.１ システム構成 
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（３） 概略事業費 

表 ４.２のとおり概略事業費として初期費用及び維持費用の算定を行った。 

 

表 ４.２ 初期費用及び維持費用の算定結果 

 導入機器 費用 備考 

初期 

費用 

PV パネル 45,787,840 円  

CGS 18,526,284 円  

LED 7,233,160 円  

初期費計 71,547,284 円  

維持 

費用 

PV パネル 457,878 円 初期費用の 1％ 

CGS 185,263 円 初期費用の 1％ 

LED 72,332 円 初期費用の 1％ 

維持費計 715,473 円  

※PV パネルは月１回程度の目視による点検及び PCS の年１回程度の点検を想定 

※CGS は年１回程度の定期点検を想定 

※LED は年１回程度の定期点検を想定 
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（４） 事業実施手法・資金調達方法 

想定される事業実施手法について整理した。事業の発注方式としては、ESCO 事業や設計・施工一括発

注方式、詳細設計付工事発注方式、設計・施工分離発注方式等があり、以下に各方式の特徴を示す。 

 

【事業実施手法】 

① PFI（Private Finance Initiative）事業 

VFM（Value For Money)の考え方を導入し、事業実施時に従来方式と比較した場合の事業費削減割合

を定め、事業実施の判断を行う実施手法である。VFM は PFI 事業者が担保（いわゆる契約時のペナルテ

ィ事項に該当）するため施設の所有者の負担は小さい。一方で PFI 事業者への負担は比較的大きいた

め、PFI 事業者にとって十分事業性が確保できる比較的事業規模の大きい工事に適している。民間が資

金調達から設計・建設・運営までを一体で行う公共施設整備方法である。 

 

② ESCO（Energy Service Company）事業 

省エネルギー削減割合を調査し、事業実施の判断を行う実施手法である。PFI 事業と同様に、省エネ

ルギー削減割合を ESCO 事業者が担保（いわゆる契約時のペナルティ事項に該当）するため、施設所有

者の負担は小さいものの、ESCO 事業者への負担が大きい。PFI 事業と同様に、ESCO 事業者にとって十

分事業性が確保できる比較的事業規模の大きい工事に適している。PFI 事業と違う点は、省エネルギー

に関する包括的なサービスを ESCO 事業者が提供し、省エネルギー化に伴う利益の一部を事業者が報酬

として受け取る点である。これにより、PFI 事業よりも事業規模が小さくても事業性が確保できる可能

性がある。 

 

③ 設計・施工一括発注方式、詳細設計付工事発注方式 

設計（もしくは詳細設計）を施工と一括で発注することにより、事業者が保有する技術提案を受け

ることが可能となる実施手法である。ただし、通常は契約にペナルティ事項は有さず、この点が PFI

事業や ESCO 事業と大きく異なる。事業規模は民間事業者が技術提案を行う負担に見合う比較的大きい

規模の施工に向いている。 

 

④ 設計・施工分離発注方式 

設計と施工を分離して発注する方式であり、従来の公共工事で多く採用されている実施手法である。

設計と施工を分離することにより、設計段階における施工者の固有技術の活用が限定的となる。 

 

 

①や②は、PFI もしくは ESCO 事業者が事業性や省エネルギー効果を担保する必要があり、一般的に

比較的事業規模の大きい工事で適応されることが多い。これに比べ、③は、ペナルティ事項を有さな

いため比較的中小規模の工事においても事業者が実施しやすく、従来の④よりもより効果的な民間事

業者の技術提案を受けやすいといえる。したがって、本検討書で省エネルギー改修の検討対象として

いる中小規模の公共建築物については、①や②よりも③が適していると考えられる。 
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なお、ESCO 事業活用時の契約方式については、顧客が事業資金を調達するギャランティード・セイ

ビングス契約と ESCO 事業者が事業資金を調達するシェアード・セイビングス契約の 2種類がある。そ

れぞれの特徴と利点を表 ４.３に整理した。また、導入を支援する補助事業の例を表 ４.４から表 ４.

９に示す。本事業は公共施設であるため、これらの補助金を利用できる可能性があるが、その年度に

よっては補助事業が実施されないこともある。活用する補助事業は実際に事業を実施する年度におい

て、協議・検討の上決定する必要がある。 

 

表 ４.３ ESCO 事業活用時の契約方式 

 ギャランティード・セイビングス契約 シェアード・セイビングス契約 

改修工事の資金調達者 
施設の所有者が初期投資（設計・施工）

に係る資金調達を行う 

ESCO事業者が初期投資を含め必要な

資金調達を行う 

設備の所有者 
施設の所有者（リースの場合は金融機

関） 

ESCO 事業者（リースの場合は金融機

関） 

ESCO 事業者へのサービ

ス料の支払い 

省エネによるコスト削減分（光熱費の削減分）の中から一定額もしくは一定

割合をサービス料として支払う 

契約期間終了後 コスト削減分は全て施設の所有者の利益となる 

特徴 

 初期投資に関する資金調達は施

設の所有者側で行うため、設備は

自己資産となる 

 ESCO 事業者と光熱費等の削減保

証を行うためのパフォーマンス

契約を結ぶ 

 初期投資年度の予算支出が突出

する 

 設備のオフバランス化（資産の

外部化）が可能 

 金融上のリスクが小 

 施設の所有者と ESCO 事業者と

は光熱費等の削減保証を行うた

めのパフォーマンス契約を結

び、改修等の費用の対価を分割

で支払う 

 契約期間内で予算支出の平準化

が可能である 
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表 ４.４ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例①） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

平成28年度エネル

ギー使用合理化等

事業者支援補助金 

一般社団法人 

環境共創イニシアチブ  

審査第一グループ 

電話：03-5565-4463 

https://sii.or.jp/ 

事業活動を営んでいる法人

及び個人事業主 

補助対象設備 補助率（上限） 

 設 計 費 

 設 備 費 

 ＥＭＳ 

 ソフトフェア 

 工 事 費 

 諸 経 費 

 

Ⅰ．省エネ設備・システム導入支援 

Ⅱ．電気需要平準化対策設備・システム導入支援（補助対象経費の 1／3以内） 

Ⅲ.エネマネ事業者を活用する場合は、補助対象経費の 1／2以内 

※Ⅲ単体での申請は不可 

上限：1事業あたりの単年度の補助金 20 億円／年度 

複数年度事業の場合は 1事業あたりの補助金上限は 50 億円 

下限：1事業あたりの補助金 100 万円／年度 （補助金 100 万円未満は対象外）、

補助率 1／3の場合は補助対象経費 300 万円、補助率 1／2の場合は補助対

象経費 200 万円 

※一般社団法人 ESCO・エネルギーマネジメント推進協議会より引用し追記。 

（http://www.jaesco.or.jp/esco/entry/） 
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表 ４.５ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例②） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

平成 28 年度二酸化炭素排出抑

制対策事業費等補助金地方公

共団体カーボンマネジメント

強化事業（環境省） 

一般財団法人 

環境イノベーション情報機構 

電話：03-5209-7103  

FAX：03-5209-7105 

http://www.eic.or.jp/eic/index.html 

都道府県、市町村、特別区

及び地方公共団体の組合 

補助対象設備 補助率（上限） 

人件費 

業務費 ・賃金 

・共済費 

・謝礼金 

・旅費 

・印刷製本費 

・通信運搬費 

・委託料 

・使用料及び賃借料 

・消耗品費 

・システム等調整費 

（１）事務事業編等の強化・拡充支援事業（第 1号事業） 

１）都道府県・政令市の場合 

2分の1（ただし、算出された額が1,000万円を超える場合は1,000

万円とする） 

２）政令市未満市町村、特別区及び地方公共団体の組合の場合 

定額（ただし、算出された額が 1,000 万円を超える場合は 1,000 

万円とする） 

本工事費・材料費 

・労務費 

・直接経費 

・一般管理費 

・付帯工事費 

・機械器具費 

・測量及試験費 

設備費 

業務費 ・システム等調整費 

事務費 

共済費 

賃金 

旅費 

需用費：印刷製本費 

役務費：通信運搬費 

委託料 

使用料及び賃借料 

消耗品費及び備品購入費 

・事務事業編に基づく省エネ設備等導入支援事業（第 2号事業） 

・複数年度事業として採択された場合は、各年度の交付規程に基づく補

助率が適用される 

１）都道府県・政令市の場合 

3 分の 1 

２）財政力指数※が全国平均以上の政令市未満市町村・特別区及び地方

公共団体の組合の場合 

2 分の 1 

３）財政力指数※が全国平均未満の政令市未満市町村・特別区の場合 

3 分の 2 

 

※本応募については、総務省公表資料「全市町村の主要財政指標」（平

成 26 年度）に基づく財政力指数とする。 

 

財政力指数…地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を

基準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の平均

値。財政力指数が高いほど、普通交付税算定上の留保財

源が大きいことになり、財源に余裕があるといえる。 

※一般社団法人 ESCO・エネルギーマネジメント推進協議会より引用し追記。 

（http://www.jaesco.or.jp/esco/entry/） 
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表 ４.６ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例③） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

再生可能エネルギー電気・熱自

立的普及促進事業（経済産業省

連携事業） 

公益財団法人 

日本環境協会 

再生可能エネルギー電気・熱自立的普及促

進事業事務局 

電話：03-6231-0481 

FAX：03-6231-0489 

http://www.jeas.or.jp/ 

第 1～3 号事業：地方公共団

体及び社会福祉法人、医療

法人等に限定 

第 4号事業：個人も対象 

補助対象設備 補助率（上限） 

・再生可能エネルギー設備(*1)

導入事業 

：第 1号事業 

・事業化計画策定事業 

：第 2号事業 

・温泉多段階利用推進調査事業 

：第 3号事業 

・地中熱利用ヒートポンプモニ

タリング機器整備事業 

：第 4号事業 

 政令指定都市以外の市町村（これらの市町村により設立された地方

公共団体の組合を含み、特別区を除く）を対象に補助率 2/3、その

他は補助率 1/2（上限なし）（第 1号事業） 

 同上で補助率 1/1（上限 1000 万円/件）（第 2号事業） 

 同上で補助率 1/1（上限 12000 万円/件）（第 3号事業） 

 同上及び個人を対象に補助率 1/1（上限 300 万円/件）（第 4号事業）

*1：第１号事業は以下の３つの再生可能エネルギー設備導入事業で構成 

  １）再生可能エネルギー発電設備導入事業 

  ２）再生可能エネルギー熱利用設備導入事業 

  ３）再生可能エネルギー発電・熱利用設備導入事業 

対象設備は、普及段階にあり、かつ確実に CO2 削減が見込めるものが対象となる。研究開発要素の強い設備は、対象とな

らない。 
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表 ４.７ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例④） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

業務用ビル等における省 CO２

促進事業（一部経済産業省・国

土交通省連携事業） 

一般社団法人 

静岡県環境資源協会 

電話：054-266-4161 

FAX ：054-266-4162 

http://www.siz-kankyou.jp/ 

（１）建築物所有者 

（２）建築主（所有者）及びリー

ス事業者等 

補助対象設備 補助率（上限） 

（１）の補助対象者の場合 

①グリーンリース契約等を締結す

るための調査 

②運用改善に要する設備導入事業 

③ 設備改修事業 

① グリーンリース契約等を締結するための調査の場合 

補助率 1/2 以内（上限 50 万円）  

② 運用改善に要する設備導入事業の場合 

補助率 1/2 以内（上限 50 万円）  

③ 設備改修事業の場合 

補助率 1/2 以内（上限 5,000 万円）  

（２）の補助対象者の場合 

エネルギー削減率 50％以上とな

る、ZEB の実現に寄与する空調、換

気、照明、給湯、BEMS 装置等を導

入する事業 

対象経費の 2/3 を上限に補助 
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表 ４.８ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例⑤） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

公共施設等先進的 CO2排出

削減対策モデル事業 

一般社団法人 

環境技術普及促進協会 

業務部 業務第一グループ 

E-mail：eta161@eta.or.jp. 

http://www.eta.or.jp/ 

下記の内、要件（*1）を満たすもの 

 都道府県、市町村、特別区及び地方

公共団体の組合 

 民間企業 

 独立行政法人通則法（平成 11 年法

律第 103 号）第 2条第 1項に規定す

る独立行政法人 

 一般社団法人・一般財団法人及び公

共遮断法人・公共財団法人 

補助対象設備 補助率（上限） 

 再生可能エネルギー発電設備及びそ

の付帯設備 

 蓄電池及びその付帯設備並びに当該

蓄電池及び付帯設備を制御、運用す

るために必要な機器及び設備 

 電線、変圧器及び受電設備等電力供

給や系統連系に必要な設備 

 再生可能熱エネルギー供給設備及び

その付帯設備 

 エネルギー需給を制御するためのシ

ステム及び関連設備 

 省エネルギー設備及びその付帯設備 

ア. 総事業費から寄付金その他収入額を控除した額 

イ. 間接補助経費と補助事業者が必要と認めた額のどちら

か少ない方の額を選定 

ウ. アにより算出された額とイで選定された額とを比較し

て少ない方の額に 2/3 を乗じて得た額を交付額とする(*1) 

*1：平成 28 年度 4月 1日「公共施設等に再エネを活用したマイクログリッド・熱システムを導入し、併せて省エネ改修等を

行う事業」の例  
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表 ４.９ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例⑥） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

サステナブル建築物等先

導事業（省 CO2先導型） 

国立研究開発法人 

建築研究所 

サステナブル建築物等先導事業

（省 CO2先導型）評価事務局 

TEL：03-3222-7721 

FAX：03-3222-7722 

http://www.kenken.go.jp/shouc

o2/index.html 

 省 CO2技術を住宅・建築物に導入す

る建築主等（民間事業者等） 

 建築主と一体・連携して省 CO2 技術

を導入する者等（ESCO 事業者、リー

ス事業者、エネルギーサービス事業

者等） 

補助対象設備 補助率（上限） 

 設計費 

 建設工事費（*1） 

 マネジメントシステ

ムの整備費用 

 技術の検証費 

・補助額は次の（1）に掲げる建設工事等に係る補助額と（2）に掲げる付帯

事務費の合計となる。新築の事業の場合、採択プロジェクトの総事業費の

5%又は 10 億円のいずれか少ない金額を補助上限とする 

 

（1）建設工事等に係る補助額 

建設工事等に係る費用の合計の 1/2 以内を補助率とする 

 

（2）付帯事務費 

補助事業の遂行に必要となる経費の実績額に基づいて、上記（1）の

建設工事等に係る補助額（国費）の 2.2％以内の額を付帯事務費とし

て補助 

*1：太陽光発電システムについては原則として補助対象とならないが、他システムとの連携等、モデル性や先導性が認めら

れる場合に限り補助対象となる場合もある 
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（５） 事業工程 

事業工程を表 ４.１０に示す。本検討書は、No.1～No.4 の検討結果を示したものである。今後

は、No.5基本設計及びNo.6詳細設計のステップとなるが、これらに着手するまでに時間を要し、

施設の条件や設備の運用状況が変わる場合には、変更点について考慮する必要がある。 

 

表 ４.１０ 事業工程 

No. 内容 2年目 4年目

1 資料調査

2 省エネ診断（現地確認調査、管理者協議）

3 実施する対策の選定・対策の進め方の検討

4 対策効果の検討

5 基本設計

6 詳細設計

7 工事着手

1年目 3年目

 

※本検討書は机上シミュレーションとして上記事業工程のうち No.1～4 を実施した例であり、実際の事業実施の場合には

より詳細な検討が必要である。 

 

５． 関連する法規制等 

関連する法規制の一覧を表 ５.１に示す。 

 

表 ５.１ 関連する法規制と留意点 

法規制 留意点 

建築基準法 耐震基準を満たすこと 

消防法 CGS 導入時に基準を満たすよう留意すること 

電気事業法 系統連系時に必要に応じて検討すること（電力会社との契約時に検討） 

ガス事業法 CGS 導入時に基準を満たすよう留意すること 

岐阜市各種条例 岐阜市火災予防条例の基準を満たすこと 

 

本検討の位置づけ 



モデルシステム事業化検討例の対象施設の抽出方法

巻末資料

-1-

１．スマートシティ岐阜の推進
２．施設の選定にあたって基本的な考え方
３．モデルシステムを検討する施設の選定手順
４．施設の選定（市内公共施設）



１．スマートシティ岐阜の推進

-2-

 省エネ、創エネ、蓄エネ、譲エネのいずれかの要素又は複数の要素を実現する取組を行うことでエネル
ギー利用の効率化を図ることである。これらの要素は市内にある単独施設や複数施設に適用可能。

スマートシティ岐阜の推進とは・・・

 単独施設への適用よりエネルギー利用の視点において効果的・効率的なシステムになると考えられる同
一敷地にある複数施設を対象としたもの。

 さらに、このモデルシステムは、市内の恵まれた太陽光や豊富な地下水などを効率的に利活用し、エネル
ギー分散自立化による持続可能な、災害に強い省エネルギー化を推進した都市に貢献できるものである。

単独施設での取組、エネルギー融通による複数施設での取組の両方の取組を進めることが必要

今回のモデルシステムの検討



２．施設の選定にあたっての基本的な考え方

-3-

モデルシステムを検討する対象施設の選定にあたっての基本的な考え方を以下に示す。

①エネルギーの分散自立を目指し、エネルギー融通が可能な同一敷地内の施設を選定する。

複数の施設が発電施設を通して電線等で連結されており、
電力供給が停止した場合においても、地域でエネルギーを確保できる状態。

 省エネルギー化（LEDや太陽光発電等の導入等）だけでなく、エネルギーの効率的な利活用を目指し、施
設間が連結されたことを活かした対策として、エネルギー融通のできる施設を選定する。

 コスト抑制等の観点も重視し、道路を横断するなどの制約条件の少ない同一敷地内の建物を選定する。

エネルギーの分散自立とは…

②市公共施設を優先とするが、民間事業者が参考としやすい用途の施設を選定する。

 「スマートシティ岐阜」の最終的な目標は民間事業者も含めた市全体への展開であるが、その
第一歩として、まずは市公共施設を優先に検討して模範を示す。

 ただし、将来的な民間事業者への展開も見越して、民間事業者が参考としやすいような用途の
市公共施設を選定する。
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３．モデルシステムを検討する施設の選定手順

住宅・地図情報からエネルギー融通が見込まれる、隣接する公共施設をリストアップ

 施設の規模や構造、耐用年数、建築年
 今後の使用計画（建替・改修、廃止予定）
 LEDや太陽光発電の導入状況・予定
 必要とされる機能（経済性・環境性・自立性）
 熱需要の有無、エネルギー消費パターン

導入システムを検討する施設の決定

民間事業者が参考としやすい用途

第１回推進会議でのご意見・ご要望

過年度の実証事業の成果

エネルギー融通を目指した同一敷地内の市公共施設を選定するための手順を以下に示す。
情報整理は、既存資料や図面等を踏まえて実施した。



４．施設の選定（市内公共施設）（１）
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公共施設リストの住所情報から、同一地番の施設を抽出

No. 施設名 住所

1 施設I 美江寺町２丁目9番

2 施設P 美江寺町２丁目9番

3 施設U 茜部大野１丁目12番

4 施設J 茜部大野１丁目12番

… … …

No. 施設名 住所

1 施設A 鷺山字中洙1769番

2 施設B 芥見南山2丁目2-4

3 施設C 江添3丁目5番

4 施設D 岩崎２丁目6番

… …

エネルギー消費量の少ない施設として、以下の施設は除外して絞込み
【除外対象施設】倉庫・油庫・薬品庫・器具庫・書庫・車庫・保管庫・プロパン庫・物置、自転車置場・駐輪場・駐車場棟、便所・トイレ、廊下・渡り廊下

2,243施設、299グループを抽出2,607施設

299グループ 235グループを抽出

ステップ１

ステップ２

ステップ３

複数の建物があっても同一施設の建物は除外（例：中学校・校舎、中学校・部室、中学校・体育館など）して絞込み
（※他施設とのエネルギー融通を見込めないため。）

235グループ
【修正前】155グループを抽出
【修正後】153グループを抽出

ステップ４

複数の建物があっても用途が同一施設のものは除外（例：●●団地１２、●●団地１３など）して絞込み
（※エネルギー融通を考えると、異なるエネルギー消費パターンが望ましいため。）

153グループ
【修正前】70グループを抽出
【修正後】66グループを抽出

※新たに２グループが同一建物
であることが判明したため。

※新たに２グループが同一用途
であることが判明したため。
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ステップ５

66グループ 63グループ

ながら川ふれあいの森東屋・休憩所 四季の森センター本棟・受水槽室

一般環境大気測定局 青少年会館

記念美術館 公園（三重塔）

除
外

道
路

施設J

施設U

敷地

38グループ63グループ

ステップ６

抽出した公共施設の用途を整理し、エネルギー融通が考えにくい組み合わせは除外して絞込み

同一敷地内の施設であるかをGISやグーグルマップから判断する。

４．施設の選定（市内公共施設）（２）
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ステップ７

過年度の実証事業の成果や第１回推進会議でのご意見・ご要望を踏まえ、施設を絞り込み

過年度の実証事業
 既に小学校と公民館の組み合せで検討が行われている。
第１回推進会議でのご意見・ご要望
 費用対効果を考えると、エネルギー使用量が非常に少ない小学校や公民館などの組合せを対象から除くべき。
その他
 学校や青少年宿泊施設は夏季休暇があり、エネルギーの利用時間も限定される。
⇒小学校と公民館の組み合わせ、青少年宿泊施設は除外

38グループ

13グループ

No. 施設１ 施設２ 施設３ 施設４ 施設５ 施設６ 施設７

1 公園（スタンド） 水源地事務所
（水道施設）

水源地事務所
（機械室）

2 薬草園（温室） 薬草園（事務所）

3 公園（事務所） 団地

4 旅館 歴史博物館

5 指定障害支援施設 指定障害支援施設 ケアホーム

6 選手宿舎・サイク
ル会館

競輪場

7 No.1関連店舗棟 (建）スロープ下電
気室等

No.2守衛室、事務
所棟

買荷保管積込所 ガバナー室

8 冷蔵庫棟 買荷保管積込所 No.3関連店舗棟 ゴミ集積所 No.5関連店舗棟 No.6関連店舗棟

9 卸売棟 管理庁舎 No.2関連店舗棟 バナナ加工室 スロープ下電気室
及びポンプ室

水産物小売組合事
務所

市場運輸事務所
ほか

10 最終処分場
水処理施設管理棟

最終処分場
埋立跡地 薬注棟

最終処分場埋
立跡地 ポンプ室

最終処分場
浸出水処理施設棟

最終処分場
埋立跡地
浸出水処理施設棟

11 中部プラント（処理
場）

中部プラント（事務
所）

12 食肉地方卸売市場 食肉衛生検査所

13 市民病院 岐阜市立看護専門
学校

共同住宅 旧看護士寮

：宿泊施設

：学校

：老人福祉施設、デイサービス

：保育所、幼稚園、児童館、子ども・若者自立支援教室、ワークサポート ：事務所：公民館

：歴史博物館 ：水源地、測定局、処理場、競輪場、市場：病院

：団地、住宅、寮

４．施設の選定（市内公共施設）（３）
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ステップ８

民間事業者が参考としやすいと考えられる施設用途の観点から絞込み

 民間事業者が参考としやすいと考えられる施設用途の観点から絞込み
⇒最終処分場や水処理場、水源地事務所、競輪場、市場、歴史博物館等は除外

13グループ

4グループ

 No.2の薬草園（温室）と薬草園（事務所）の延床面積は、それぞれ100m2、70m2と小さい。
 No.3の公園（事務所）と団地の延床面積は、それぞれ約50m2、90m2と小さい。
⇒No.2とNo.3を除外

4グループ

2グループ

No. 施設１ 施設２ 施設３ 施設４ 施設５ 施設６ 施設７

2 薬草園（温室） 薬草園（事務所）

3 公園（事務所） 団地

5 指定障害支援施設 指定障害支援施設 ケアホーム

13 市民病院 岐阜市立看護専門
学校

共同住宅 旧看護士寮

：宿泊施設

：学校

：老人福祉施設、デイサービス

：保育所、幼稚園、児童館、子ども・若者自立支援教室、ワークサポート ：事務所：公民館

：歴史博物館 ：水源地、測定局、処理場、競輪場、市場：病院

：団地、住宅、寮

No. 施設１ 施設２ 施設３ 施設４ 施設５ 施設６ 施設７

5 指定障害支援施設 指定障害支援施設 ケアホーム

13 市民病院 岐阜市立看護専門
学校

共同住宅 旧看護士寮

：宿泊施設

：学校

：老人福祉施設、デイサービス

：保育所、幼稚園、児童館、子ども・若者自立支援教室、ワークサポート ：事務所：公民館

：歴史博物館 ：水源地、測定局、処理場、競輪場、市場：病院

：団地、住宅、寮

施設の規模（エネルギー使用量）から絞込み

４．施設の選定（市内公共施設）（４）
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過年度（小学校・公民館モデル）とは異なるモデル
社会福祉施設・住宅モデルは、熱需要のあるモデル
社会福祉施設や事務所、住居といった用途は、民間施設でも参考にできるモデル

施設の決定

①社会福祉施設・住宅モデル（No.5）、②事務所・住宅モデル（No.13）

４．施設の選定（市内公共施設）（５）

導入について机上検討し、ケーススタディとして推進プランに示すことで、市全体への展開を目指す。

※市民病院について
 No.13について、各施設の延床面積は以下に示すとおりであり、市民病院の規模はその他施設に比べて圧倒的に大きい。
 その他施設からの市民病院へのエネルギー融通を想定しても、市民病院のエネルギー消費量と比較してその他施設から融通できるエネ
ルギーが微々たるものになり、単に市民病院の省エネ効果の検討になってしまう。

 そのため、対象からは、市民病院を除くものとした。

【各施設の延床面積】
• 市民病院：64,600m2
• 岐阜市立看護専門学校：1,890m2
• 共同住宅：934m2
• 看護士寮174

※看護学校について
• 看護学校は、いわゆる小学校や中学校とは異なり、事務所のようなエネルギー利用方法が想定されることから、ここでは、「事務所」と「住
宅」のモデルとして選定した。
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４．施設の選定（市内公共施設）（６）

①社会福祉施設・住宅モデル（No.5）

第二恵光、第三恵光 ケアホーム恵光

②事務所・住宅モデル（No.13）

岐阜市立看護専門学校 共同住宅

エネルギー融通

エネルギー融通



  

 

 

 

 

モデルシステム事業化検討例 

【事例Ｂ：事務所・住宅モデル】 
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１． 目的 

本市では、「岐阜市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の目標達成に向けた民生業務部門にお

ける対策として、行政（市）自らが率先的なエネルギー利用の効率化の取り組みを行い、市域全体の

取り組みを牽引するとともに、その取り組みを民間事業者へ波及させることにより、「スマートシティ

岐阜※」の更なる展開を図ることを目的として「スマートシティ岐阜推進プラン」を策定した。 

同プランにおいて、エネルギー利用効率化のためのモデルシステムの検討例として、モデルシステ

ム（経済性モデル、環境性モデル、自立性モデル）が示されている。表 １.１にモデルシステムの定

義を示す。このモデルシステムは、基本的なモデルとして例示したものであり、実際の導入にあたっ

ては過剰な設備とならないように、施設の用途や機能を踏まえ、経済性、環境性、自立性に着目した

実現可能性の高いシステムの検討が必要である。 

本検討書は、同プランで示したモデル構築にあたっての考え方に基づき、単独施設よりもエネルギ

ー利用効率の高度化がより期待できる複数施設間でエネルギー融通を行う先進的モデルの導入を仮想

的に机上検討したものである。また、同プランで示した「エネルギー利用の効率化を図るための設備

導入の具体的な進め方」に基づいてエネルギー利用の効率化に取り組む際に、どのような検討を行う

必要があるのかを具体的にイメージできるような参考例として示したものでもある。 

なお、本検討書における対象施設は市公共施設であるが、中長期的には民間施設においても適用拡

大の可能性が見込めるモデルとして検討・提示するものである。 

 

表 １.１ モデルシステムの定義 

経済性モデル  環境性の向上を図りつつも、導入設備の規模を最小化するなど経済性の

向上を追求するモデル 

環境性モデル  経済性を一定程度確保しつつも、低炭素なエネルギーによって二酸化炭

素排出量を削減するなど、環境性の向上を追求するモデル 

自立性モデル  施設に求められる防災機能を踏まえ、災害時においても非常用電源を確

保する機能などを付加したモデル。また、平常時においてもエネルギー

消費量の削減にも寄与することが可能なモデル 

 

【※「スマートシティ岐阜」とは…】 

本市の恵まれた太陽光や豊富な地下水などの資源を活用した再生可能エネルギーを、賢く、無駄なく

地産地消し、実用可能な技術を効率的に活用するとともに、省エネ型ライフスタイルの転換などと組

み合わせることにより、持続可能で、災害に強い、低炭素化が実現した都市 
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２．対象施設 

モデルシステム事業化検討例の対象施設は、「同一敷地内に複数の施設が存在する市公共施設であ

るか」、「エネルギー融通による効果が見込める施設であるか」、「市全体への展開の観点を踏まえ民

間事業者が参考としやすい用途の施設であるか」などの観点から絞り込みを行った。まずは行政（市）

自らが率先的な取り組みを行って模範を示すため、市公共施設を対象として絞込みを行った。 

その結果、看護専門学校※及びクリスタル鹿島は、事務所と集合住宅におけるエネルギー融通モデ

ルの検討に適した組み合わせの対象施設として抽出された。モデルシステム事業化検討例の対象施

設の抽出方法を巻末に示す。昼間に電力需要が存在する施設（今回は事務所）と、夜間と朝に電力

需要が集中する施設（今回は住宅）の組合せは、公共施設のみに限らず、民間にも適用可能性が高

い組合せである。 

 

 【※看護専門学校について】 

看護専門学校は学校であるが、建物のエネルギーの利用方法は事務所と同様と考えられることから、

事務所として抽出したものである。 
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（１） 対象施設の概要 

１） 対象施設の位置 

施設の位置は図 ２.１～図 ２.３に示すとおりである。岐阜市立看護専門学校と集合住宅で

あるクリスタル鹿島は同一敷地内に存在する。  

 

 

図 ２.１ 対象施設（クリスタル鹿島及び岐阜市立看護専門学校）の位置図 

（国土地理院の電子地形図（タイル）により作成） 

 

 

 

 

クリスタル鹿島

岐阜市立 

看護専門学校 
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図 ２.２ 岐阜市立看護専門学校の外観 

 

 

図 ２.３ クリスタル鹿島の外観 
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２） 対象施設の諸元 

対象施設の諸元を表２.１に示す。 

岐阜市立看護専門学校は、岐阜市民病院に隣接しており、内部で通路が繋がっている。 

クリスタル鹿島は集合住宅であり、岐阜市立看護専門学校の隣に位置している。 

延床面積は、岐阜市立看護専門学校が 1,890m2、クリスタル鹿島が 934m2であり、共に建築か

ら 25 年程度経過している。 

 

表２.１ 岐阜市立看護専門学校、クリスタル鹿島の情報 

名称 種類 構造 延床面積 建築年 

岐阜市立看護専門学校 学校（事務所） 鉄筋コンクリート 1,890m2 平成 3年 2月 

クリスタル鹿島 寮（集合住宅） 鉄筋コンクリート 934m2 平成 1年 2月 

 

（２） 設備機器の状況 

岐阜市立看護専門学校は、電力（低圧受電）供給と市民病院のエネルギーセンターからの熱供

給を受けており、空調はエネルギーセンターからの熱源によるものが導入されている。 

電力は岐阜市立看護専門学校で一系統、クリスタル鹿島で一系統のそれぞれがエネルギーセン

ターからの供給を受けている。岐阜市立看護専門学校とクリスタル鹿島は電気的に分離している。

また、クリスタル鹿島は都市ガスの供給を受けている。設備機器の状況を表 ２.２に示す。 

 

表 ２.２ 設備機器の状況 

 岐阜市立看護専門学校 クリスタル鹿島 

インフラ  電力（低圧受電）  電力（低圧受電）、都市ガス供給 

照明  LED なし  LED なし 

太陽光パネル  設置されていない  設置されていない 

空調（熱源機）  ファンコイル（20A）（熱源は中央から）  電気 HP 冷暖房（パッケージ形） 

給湯  温浴需要なし  温浴需要あり（ガス給湯器による供給）
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（３） エネルギー使用量の状況 

１） 電力使用量 

看護専門学校における季節別の月間電力使用量（kWh/月）を想定した結果を図 ２.４に示す。

冬期や中間期である春期及び秋期の電力使用量が少なく、夏期の電力使用量が多いことが分か

る。これは、空調の室内機による電力需要の影響を反映したものであると考えられる。下図の

データは、単位延床面積あたりの電力使用量の原単位を文献（天然ガスコージェネレーション

計画・設計マニュアル 2008）を用いて想定したものである。 
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図 ２.４ 季節別の月間電力使用量（看護専門学校） 

 

次に、クリスタル鹿島における季節別の月間電力使用量（kWh/月）を想定した結果を図 ２.

５に示す。看護専門学校に比べると延床面積が小さいことから電力使用量が少ないことが分か

る。特徴として夏季よりも冬季のほうが電力使用量は多い傾向となった。これは暖房需要を反

映したものであると考えられる。下図のデータは、看護専門学校と同様に、単位延床面積あた

りの電力使用量の原単位を文献（天然ガスコージェネレーション計画・設計マニュアル 2008）

を用いて想定したものである。 
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図 ２.５ 季節別の月間電力使用量（クリスタル鹿島） 
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２） ガス使用量 

クリスタル鹿島の月間ガス使用量（ｍ3/月）を図 ２.６に示す。なお、看護専門学校ではガス

が使用されていない。クリスタル鹿島のガスは給湯に利用されているため、冬期、中間期（春）

の消費が大きい傾向にある。下図のデータは、文献（「天然ガスコージェネレーション計画・設

計マニュアル 2008」（2008 年、日本エネルギー学会））に示される熱需要量に関する原単位を使

用して熱需要量を算定し、都市ガスが持つ熱量からガス使用量を算定したものである。 
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図 ２.６ 季節別の月間ガス使用量（クリスタル鹿島） 
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３． エネルギー需給の運用シミュレーション 

（１） シミュレーションの実施手順 

エネルギー需給の運用シミュレーションの実施手順を図 ３.１に示す。 

本検討では、まず施設全体のエネルギー需要として、電力及び熱の 1 日の需要パターンを季節

別に想定し、その需要パターンをもとに対象施設の特性に合った機器及び規模の検討を行った。 

次に、想定した機器による運用シミュレーションを夏期、冬期、中間期（春期、秋期）におい

て実施し、エネルギー利用の効率化を図るために適切な運用フローを決定した。前章で示した図 

２.４～図 ２.６のエネルギー使用量の状況を踏まえて、夏期を 7月、冬期を 1月、中間期（春期）

を 4月、中間期（秋期）を 10 月と設定した。 

更に、シミュレーション結果を集約し、年間の運用コストを算定すると共に、導入機器の費用

を用いて B/C を経済性及び環境性の両面から算定した。 

 

対象施設のエネルギー需要パターンを想定

対象施設のエネルギー需給状況から各機器の導入規模を決定

対象施設の特性から導入機器を決定

運転フローを検討し、エネルギー需給シミュレーションを実施
 

図 ３.１ シミュレーションの実施手順  
（２） 対象の需要想定方法 

シミュレーションには、1日のエネルギー需要パターンの想定が必要である。本検討では、延床

面積及び文献値（出典：「天然ガスコージェネレーション計画・設計マニュアル 2008」（2008 年、

日本エネルギー学会））を参考に、施設のエネルギー需要パターンの想定を行った。 

本施設におけるエネルギー需要のパターンは、施設管理者へのヒアリング結果を踏まえて、看

護専門学校の電力は「事務所」の需要パターンを、クリスタル鹿島の電力は「住宅」の需要パタ

ーンを参考に想定した。表 ３.１に想定したエネルギー需要の種類を示す。 
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表 ３.１ 想定したエネルギー需要の種類 

 看護専門学校 クリスタル鹿島 

想定する電力需要 一般電力需要 

空調は室内機のみ想定 

一般電力需要 

空調（パッケージ型） 

想定する熱需要 エネルギーセンターからの供給の

ため想定なし 

給湯需要（都市ガス） 

電力需要パターン 事務所 住宅 

空調の需要パターン 室内機のみ（事務所） 冷暖房（パッケージ型）（住宅）

給湯の需要パターン なし 都市ガスによりガスボイラー

を用いて供給するものと想定 

備考 熱源は市民病院のエネルギーセン

ターからの供給 

‐ 

  

＜看護専門学校のエネルギー需要パターンの想定方法＞ 

電力需要パターンについて、まず延床面積から月間の電力需要量を算出し 1 日あたりの平均

電力消費量を想定した。次に文献で示される「事務所」の需要パターンを用いて設定した。（図 

３.２） 

 

＜クリスタル鹿島のエネルギー需要パターンの想定方法＞ 

電力及び給湯熱需要パターンについては、図 ３.２に示すように、まず延床面積から月間の

電力及び給湯熱使用量を算出し 1 日あたりの平均電力及び給湯熱使用量を想定し、文献で示さ

れる「住宅」の需要パターンを用いて設定した。 

 

 

 

図 ３.２ 電力・熱需要パターンの想定方法 
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（３） エネルギー需給シミュレーションに用いる需要パターン 

前記（２）の検討結果に基づく季節別のエネルギー需要パターンの想定結果を図 ３.３～図 ３.

５に示す。看護専門学校は「事務所」の需要パターンであるため昼間に需要が大きくなり、クリス

タル鹿島は「住宅」の需要パターンであるため朝と夜に需要が大きくなるといった特徴がある。 
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図 ３.３ 電力需要パターン（看護専門学校） 
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図 ３.４ 電力需要パターン（クリスタル鹿島） 
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図 ３.５ 熱需要パターン（クリスタル鹿島） 
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（４） 設備機器及び規模の検討 

施設管理者へのヒアリングの結果、看護専門学校及びクリスタル鹿島では岐阜市地域防災計画

（平成 28 年度）において、避難所等への指定の位置付けはなく、防災面から見た自立性のニーズ

は少ないため、経済性及び環境性を重視したシステムが適当であると判断した。経済性及び環境

性を重視したモデルシステムとして、LED、太陽光発電、地中熱ヒートポンプ（HP）等の導入を検

討するものとした。 

 

【経済性モデル・環境性モデル】 

経済性モデル及び環境性モデルを図 ３.６に示す。これは実証事業の成果を踏まえモデルシステム

を検討した結果であるが、LED 照明や太陽光発電は市場への普及に伴い省エネルギー効果や価格面に

おいて経済性・環境性ともに向上してきた。地中熱ヒートポンプも同様に、採熱管などのコスト高と

なる要因に対してコスト削減に向けた技術開発が進められている。 

このような動向を踏まえつつ、経済性モデルも環境性モデルも基本的にはエネルギー消費量を削減

するモデルであるため、同様の機器の組合せとなっている。 

 

＜経済性・環境性モデルの構築にあたっての考え方＞ 

 経済性・環境性 B/C の高い順にそれぞれ機器を組み合わせる。 

 太陽光発電は電力系統、対象施設の構造上の問題（建築年など）を考慮して導入を検討

する。 

 CGS は空調利用ではなく熱利用を前提とし、熱需要と電力需要の両方が存在する施設で

検討する。 

経済性の
Ｂ/Ｃ

環境性の
Ｂ/Ｃ

ＬＥＤ 1.37 27.5

太陽光発電 0.683 13.7

地中熱HP 0.448 12.6

ＣＧＳ － －

経済性のＢ/Ｃ
＝削減コスト（円/年）×法定耐用年
数（年）/導入費用（円）

環境性のＢ/Ｃ
＝ＣＯ２削減量（kg-ＣＯ２/年）×法定耐用年数
（年）/導入費用（円）

経済性モデル

環境性モデル
＝ LED HP 太陽光発電 CGS＋ ＋ ＋

※CGSについては、熱と電気の両方を利用することで効率的なエネルギー利用を高めるものであるため、熱と電力需要の両方が存在す
る施設を対象に導入することになる。

 

図 ３.６ 経済性モデル、環境性モデル 
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１） LED 

表 ３.２に LED の効果の算定結果を示す。既存の蛍光灯を LED にすべて取り替えると想定し

た。LED の導入効果は、施設の延床面積に比例すると想定し、実証事業の結果から得られた単位

面積あたりの年間削減電力量を用いて削減電力量を算定した。 

 

表 ３.２ LED の導入規模・効果の算定 

 看護専門学校 クリスタル鹿島 

延床面積 1,890m2 934m2 

LED 導入効果 

（削減効果） 

8,845kWh/年

（2.33%）

4,370kWh/年 

（10.76%） 

 

２） 太陽光発電パネル 

太陽光発電の発電量の算定方法を以下に示す。 

発電量を算定するにあたって用いる日射量は、「NEDO 日射量データベース閲覧システム（図 ３.

７）」を用いるものとし、岐阜市の日射量平年値を利用した。 

太陽光発電パネルの設置面積は、保守・点検用の通路などの兼合いから、表 ３.３に示す設

置可能な屋根面積の 50％が利用可能と想定した。定格出力の算定にあたっては、太陽光発電パ

ネルを 20 m2あたり 3.0kW 設置できるものと想定した。 

季節別の太陽光発電出力パターン（1日）は図 ３.８及び図 ３.９に、月別の発電量は表 ３.

４に示すとおりである。 
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図 ３.７ ＮＥＤＯ日射量データベース閲覧システム（１月の例） 

 

表 ３.３ 太陽光発電の導入容量 

 名称 

設置条件 

定格容量 方位 傾斜角度 
設置可能な

屋根面積 

看護専門学校 看護専門学校 47.3kW 南 30 度 630.1m2 

クリスタル鹿島 クリスタル鹿島 23.3kW 南 30 度 311.2 m2 

    ※20.0ｍ2あたり 3.0kW の太陽光発電パネルを設置できるものとし、設置可能な面積のうち、50％が利

用可能なものとして定格容量を算定した。 
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図 ３.８ 太陽光発電の平均出力パターン（看護専門学校） 
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図 ３.９ 太陽光発電の平均出力パターン（クリスタル鹿島） 

 

表 ３.４ 太陽光発電量の計算結果 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計

季節 冬期 冬期 冬期
中間期

（春期）

中間期

（春期）
夏期 夏期 夏期 夏期

中間期

（秋期）

中間期

（秋期）
冬期 -

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365

PV発電量

（kWh/週）
1,232 1,232 1,232 1,887 1,887 1,680 1,680 1,680 1,680 1,391 1,391 1,232 -

PV発電量

（kWh/月）
5,456 4,928 5,456 8,086 8,355 7,200 7,440 7,440 7,200 6,158 5,960 5,456 79,133  

※冬期     ：1 月において算定し、2、3、12 月は 1 月の結果から日数で按分した。 

※中間期（春期）：4月において算定し、5月は 4月の結果から日数で按分した。 

※夏期     ：7 月において算定し、6、8、9月は 7 月の結果から日数で按分した。 

※中間期（秋期）：10 月において算定し、11 月は 10 月の結果から日数で按分した。 
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３） 地中熱 HP 

地中熱ヒートポンプ（HP）の導入について、看護専門学校は既に市民病院のエネルギーセン

ターからの熱供給を受けている。クリスタル鹿島についてはパッケージ型の空調が既に導入さ

れていること、集合住宅であるために空調の入り切りは部屋ごとに行われていることから実証

事業のような熱源を中央集約的に設置し、室内空調機に送るといった仕組みを導入するには向

かない。また、3 階建てであるため、地中熱 HP に必要な配管工事の費用が大きくなることも踏

まえると、導入による費用対効果が低いものと考えられることから、導入の検討は行わないこ

ととした。  
４） コージェネレーションシステム（CGS） 

クリスタル鹿島（住宅）は一定の熱需要があるが、図 ３.５に示したとおり、給湯需要は小

さいこと、またクリスタル鹿島内でコージェネレーションシステムを導入するには配管を新設

する必要があることから、従来の部屋ごとに個別で給湯器を設置する方式がエネルギー効率や

経済性の面からも適していると判断し、導入の検討は行わないこととした。  
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（５） 運用シミュレーション 

１） 看護専門学校とクリスタル鹿島のエネルギー融通効果 

LED 導入後の電力需要と太陽光発電出力を検討し、エネルギー融通による効果の有無を確認し

た。図 ３.１０及び図 ３.１１に示すとおり、看護専門学校では太陽光発電による電力を十分

に消費しているが、クリスタル鹿島では太陽光発電による電力を昼間は消費しきれず、余剰電

力が発生している。したがって、図 ３.１２に示すように、看護専門学校とクリスタル鹿島の

間でエネルギー融通を行うことによる効果があると判断できる。 
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図 ３.１０ 看護専門学校の運用シミュレーション結果（冬期） 
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図 ３.１１ クリスタル鹿島の運用シミュレーション結果（冬期） 

 

クリスタル鹿島看護専門学校 PVによる電力

 

図 ３.１２ 看護専門学校とクリスタル鹿島のエネルギー融通のイメージ 
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２） LED、PV 導入時の運用フローの検討 

本検討におけるモデルシステムでは、表 ３.５に示したとおりエネルギーマネジメント（EMS）

によりエネルギー管理を行う必要性が小さいものと考えられるため、各機器が自立的に運転す

ることとする。したがって、運用フローは図 ３.１３のようになる。 

 

 LED は制御する効果が小さい（電力需要が小さい）ため制御を行わない。 

 太陽光発電出力は中部電力管内において、連系保留が現状起こっていないため、出力制

御する必要がない。 

 

表 ３.５ 各機器の EMS による制御の必要性 

機器名 理由 EMS による制御の必要性

LED 電力消費量が小さいため、運転をコントロール

しても効果は小さい。 

なし 

太陽光発電 売電が可能なシステムの場合には制御する意義

は小さい。（売電不可の場合には系統へ電力が流

れ込まないよう出力制御する必要がある。） 

なし 

 

 

図 ３.１３ 導入機器の運用フロー 
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３） LED、PV 導入時の需給シミュレーション 

看護専門学校及びクリスタル鹿島に LED 及び太陽光発電を導入し、エネルギー融通を行った

際の需給シミュレーション（電力）を実施した。昼間は看護専門学校へクリスタル鹿島から太

陽光発電による電力の融通を行うという想定である。 

図 ３.１４～図 ３.１７に示すとおり、LED の導入により電力需要が一定割合削減され、さら

に太陽光発電の導入により系統からの購入電力が削減される。また、クリスタル鹿島において

余剰となった太陽光発電の電力を看護専門学校に融通することで、エネルギーの地産地消が促

進される。 

需給シミュレーションの結果は表 ３.６に示すとおりである。なお、冬期は 1 月において想

定し、2、3、12 月は冬期の結果から日数で按分した。中間期（春）は 4 月において想定し、5

月を中間期（春）の結果から日数で按分した。夏期は 7月において想定し、6、8、9月を夏期の

結果から日数で按分した。中間期（秋）は 10 月において想定し、11 月を中間期（秋）の結果か

ら日数で按分した。 

なお表 ３.７はシミュレーション結果の比較のために示した機器導入前の現況のシミュレー

ション結果である。
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図 ３.１４ 運用シミュレーション結果（冬季） 
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図 ３.１５ 運用シミュレーション結果（夏季） 
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図 ３.１６ 運用シミュレーション結果（中間期：春期） 
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図 ３.１７ 運用シミュレーション結果（中間期：秋期） 
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表 ３.６ LED、PV による需給シミュレーション結果 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計 

季節 冬期 冬期 冬期 中間期 中間期 夏期 夏期 夏期 夏期 中間期 中間期 冬期 - 

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365 

系統電力（kWh/週） 4,101  4,101 4,101 3,833 3,833 5,312  5,312 5,312 5,312 4,492 4,492 4,101  - 

系統電力（kWh/月） 18,160  16,402 18,160 16,429 16,977 22,765  23,524 23,524 22,765 19,893 19,251 18,160  236,008  

空調によるガス消費（m3/月） 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  0  

PV 発電量（kWh/週） 1,232  1,232 1,232 1,887 1,887 1,680  1,680 1,680 1,680 1,391 1,391 1,232  - 

PV 発電量（kWh/月） 5,456  4,928 5,456 8,086 8,355 7,200  7,440 7,440 7,200 6,158 5,960 5,456  79,133  

ボイラーガス（m3/週） 79  79 79 70 70 35  35 35 35 41 41 79  - 

ボイラーガス（m3/月） 350  316 350 299 309 152  157 157 152 180 174 350  2,945  

一次エネルギー量（MJ/月） 196,726  177,688 196,726 177,191 183,097 233,758  241,550 241,550 233,758 206,405 199,747 196,726  2,484,920  

小計（円/月） 414,738  374,602 414,738 372,969 385,401 483,282  499,391 499,391 483,282 428,401 414,581 414,738  5,185,513  

小計 CO2(kg-CO2/月） 10,096  9,119 10,096 9,095 9,398 12,016  12,417 12,417 12,016 10,607 10,265 10,096  127,639  

※一次エネルギー量単価：電力 9.97MJ/kWh、都市ガス 44.80MJ/m3 

※コスト単価：電力 20.4 円/kWh、都市ガス 127.6 円/m3 

※CO2単価：電力 0.513kg-CO2/kWh、都市ガス 2.23kg-CO2/m
3 
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表 ３.７ 現況の需給シミュレーション結果 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年計 

季節 冬期 冬期 冬期 中間期 中間期 夏期 夏期 夏期 夏期 中間期 中間期 冬期 - 

日数 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365 

系統電力（kWh/週） 5,598  5,598 5,598 5,960 5,960 7,277  7,277 7,277 7,277 6,105 6,105 5,598  - 

系統電力（kWh/月） 24,760  22,364 24,760 25,512 26,363 31,155  32,193 32,193 31,155 27,005 26,134 24,760  328,352  

空調によるガス消費（m3/月） 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  0  

PV 発電量（kWh/週） 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  - 

PV 発電量（kWh/月） 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0  0  

ボイラーガス（m3/週） 79  79 79 70 70 35  35 35 35 41 41 79  - 

ボイラーガス（m3/月） 350  316 350 299 309 152  157 157 152 180 174 350  2,945  

一次エネルギー量（MJ/月） 262,531  237,125 262,531 267,748 276,673 317,406  327,986 327,986 317,406 277,313 268,368 262,531  3,405,604  

小計（円/月） 549,248  496,095 549,248 558,072 576,674 654,263  676,072 676,072 654,263 573,341 554,846 549,248  7,067,442  

小計 CO2(kg-CO2/月） 13,482  12,177 13,482 13,754 14,213 16,321  16,865 16,865 16,321 14,255 13,796 13,482  175,012  

※一次エネルギー量単価：電力 9.97MJ/kWh、都市ガス 44.80MJ/m3 

※コスト単価：電力 20.4 円/kWh、都市ガス 127.6 円/m3 

※CO2単価：電力 0.513kg-CO2/kWh、都市ガス 2.23kg-CO2/m
3 
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（６） 導入費用及び導入効果 

LED の導入費用に関しては、実証事業の導入費用を延床面積で按分により算出した。PV の導入

費用に関しては、実証事業の導入費用を定格 kW で按分により算出した。経済性及び環境性 B/C は

次の式によって算出した。 

 

経済性 B/C（費用対光熱費削減効果）＝光熱費の削減効果×法定耐用年数÷導入費用 

環境性 B/C（費用対 CO2削減効果）  ＝環境負荷低減効果×法定耐用年数÷導入費用 

 

導入費用及び導入効果は、表 ３.８に示すとおりである。 

補助率を 5割と想定した場合、経済性 B/C が 1.0 を上回り、事業採算性に優れる結果となった。 
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表 ３.８ 導入費用及び導入効果（LED、PV） 

導入 

機器 
導入場所 導入規模 導入費用 運用効果 

運用による

削減コスト

運用による 

削減 CO2 

法定耐用

年数 

経済性 B/C 

（円/円） 

環境性 B/C 

（kg-CO2/千

円） 

LED 
看護専門学校 全館（既存の蛍光灯

と全取替え） 

4,177,456

円

13,213

kWh/年削減

269,267

円/年減

6,778 

kg-CO2/年減
15 年 0.967 24.34 

クリスタル鹿島 

PV 

パネル 

看護専門学校 47.3kW 46,312,629

円

79,133 

kWh/年発電

1,612,663

円/年減

40,595 

kg-CO2/年減
17 年 0.592 14.90 

クリスタル鹿島 23.3kW 

計 

 50,490,085

円

 1,881,930

円/年減

47,373 

kg-CO2/年減

 
0.623 15.68 

（補助率 50%の場合） 1.246 31.36 
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４． 事業計画 

前章までの検討結果より、LED＋PV における事業計画を検討した。導入する設備機器と導入方針を表 ４.

１に示す。設備導入に際しては既設のものを更新するのか、新たに設置するのか、耐用年数、設置場所

などが重要となる。 

 

 

（１） 導入する設備機器 

１） 太陽光発電 

・機器諸元 看護専門学校：定格 47.3kW（PCS 25.0kW×2 台） 

クリスタル鹿島:23.3kW（PCS 25.0kW×1 台） 

・施工条件 看護専門学校の屋根面積の 50%（630.1m2）を利用 

クリスタル鹿島の屋根面積の 50％（311.2m2）を利用 

・パネル配置 南向き 30 度 

 

２） LED 

・機器諸元 看護専門学校、クリスタル鹿島の全館に導入 

・施工条件 蛍光灯からの更新 

 

表 ４.１ 導入する設備機器と導入方針 

設備機器 設備概要 
導入方針 

（既設 or 新設） 

耐用 

年数 
設置場所 

LED 
全館（看護専門学校、

クリスタル鹿島） 
新設（更新） 15 年 

看護専門学校 

クリスタル鹿島 

電源 PV 
定格 47.3 

定格 23.3kW 
新設 17 年 

看護専門学校 

クリスタル鹿島 
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（２） システム設計 

対象施設のシステム構成は、図 ４.１に示すとおりである。 

電力需要に関しては、クリスタル鹿島における太陽光発電の昼間の余剰電力を看護専門学校へ

融通し有効活用可能なシステムとしている。 

熱需要に関しては看護専門学校では市民病院のエネルギーセンターから熱供給を受け空調の熱

源として使用し、クリスタル鹿島ではガス供給を受け各室の既存ボイラにより給湯需要を賄うも

のとする。 

 

 

受変電設備 看護専門学校

クリスタル鹿島

LED

一般電力需要

LED

一般電力需要

各室の給湯器

ガス供給設
備

（一般）

既設系統

給湯需要

太陽光発電

空調・給湯
需要

市民病院の
エネルギー
センター

ガス供給

熱供給

電力供給

凡例

太陽光発電

空調需要

 

図 ４.１ システム構成 
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（３） 概略事業費 

表 ４.２のとおり概略事業費として初期費用及び維持費用の算定を行った。 

 

表 ４.２ 初期費用と維持費用の算定結果 

 導入機器 費用 備考 

初期 

費用 

PV パネル 46,312,629 円  

LED 4,177,456 円  

初期費計 50,490,085 円  

維持 

費用 

PV パネル 463,126 円 初期費用の 1％ 

LED 41,775 円 初期費用の 1％ 

維持費計 504,901 円 初期費用の 1％ 

※PV パネルは月 1回程度の目視による点検及び PCS の年一回程度の点検を想定 

※LED は年 1回程度の定期点検を想定 
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（４） 事業実施手法・資金調達方法 

想定される事業実施手法について整理した。事業の発注方式としては、ESCO 事業や設計・施工一括発

注方式、詳細設計付工事発注方式、設計・施工分離発注方式等があり、以下に各方式の特徴を示す。 

 

【事業実施手法】 

① PFI（Private Finance Initiative）事業 

VFM（Value For Money)の考え方を導入し、事業実施時に従来方式と比較した場合の事業費削減割合

を定め、事業実施の判断を行う実施手法である。VFM は PFI 事業者が担保（いわゆる契約時のペナルテ

ィ事項に該当）するため施設の所有者の負担は小さい。一方で PFI 事業者への負担は比較的大きいた

め、PFI 事業者にとって十分事業性が確保できる比較的事業規模の大きい工事に適している。民間が資

金調達から設計・建設・運営までを一体で行う公共施設整備方法である。 

 

② ESCO（Energy Service Company）事業 

省エネルギー削減割合を調査し、事業実施の判断を行う実施手法である。PFI 事業と同様に、省エネ

ルギー削減割合を ESCO 事業者が担保（いわゆる契約時のペナルティ事項に該当）するため、施設所有

者の負担は小さいものの、ESCO 事業者への負担が大きい。PFI 事業と同様に、ESCO 事業者にとって十

分事業性が確保できる比較的事業規模の大きい工事に適している。PFI 事業と違う点は、省エネルギー

に関する包括的なサービスを ESCO 事業者が提供し、省エネルギー化に伴う利益の一部を事業者が報酬

として受け取る点である。これにより、PFI 事業よりも事業規模が小さくても事業性が確保できる可能

性がある。 

 

③ 設計・施工一括発注方式、詳細設計付工事発注方式 

設計（もしくは詳細設計）を施工と一括で発注することにより、事業者が保有する技術提案を受け

ることが可能となる実施手法である。ただし、通常は契約にペナルティ事項は有さず、この点が PFI

事業や ESCO 事業と大きく異なる。事業規模は民間事業者が技術提案を行う負担に見合う比較的大きい

規模の施工に向いている。 

 

④ 設計・施工分離発注方式 

設計と施工を分離して発注する方式であり、従来の公共工事で多く採用されている実施手法である。

設計と施工を分離することにより、設計段階における施工者の固有技術の活用が限定的となる。 

 

 

①や②は、PFI もしくは ESCO 事業者が事業性や省エネルギー効果を担保する必要があり、一般的に

比較的事業規模の大きい工事で適応されることが多い。これに比べ、③は、ペナルティ事項を有さな

いため比較的中小規模の工事においても事業者が実施しやすく、従来の④よりもより効果的な民間事

業者の技術提案を受けやすいといえる。したがって、本検討書で省エネルギー改修の検討対象として

いる中小規模の公共建築物については、①や②よりも③が適していると考えられる。 
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なお、ESCO 事業活用時の契約方式については、顧客が事業資金を調達するギャランティード・セイ

ビングス契約と ESCO 事業者が事業資金を調達するシェアード・セイビングス契約の 2種類がある。そ

れぞれの特徴と利点を表 ４.３に示す。また、導入を支援する補助事業を表 ４.４から表 ４.９に示

す。本事業は公共施設であるため、これらの補助金を利用できる可能性があるが、その年度によって

は補助事業が実施されないこともある。活用する補助事業は実際に事業を実施する年度において、協

議・検討の上決定する必要がある。 

 

表 ４.３ ESCO 事業活用時の契約方式 

 ギャランティード・セイビングス契約 シェアード・セイビングス契約 

改修工事の資金調達者 
施設の所有者が初期投資（設計・施工）

に係る資金調達を行う 

ESCO事業者が初期投資を含め必要な

資金調達を行う 

設備の所有者 
施設の所有者（リースの場合は金融機

関） 

ESCO 事業者（リースの場合は金融機

関） 

ESCO 事業者へのサービ

ス料の支払い 

省エネによるコスト削減分（光熱費の削減分）の中から一定額もしくは一定割

合をサービス料として支払う 

契約期間終了後 コスト削減分は全て施設の所有者の利益となる 

特徴 

 初期投資に関する資金調達は施設

の所有者側で行うため、設備は自己

資産となる 

 ESCO 事業者と光熱費等の削減保証

を行うためのパフォーマンス契約

を結ぶ 

 初期投資年度の予算支出が突出す

る 

 設備のオフバランス化（資産の

外部化）が可能 

 金融上のリスクが小 

 施設の所有者と ESCO 事業者と

は光熱費等の削減保証を行うた

めのパフォーマンス契約を結

び、改修等の費用の対価を分割

で支払う 

 契約期間内で予算支出の平準化

が可能である 
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表 ４.４ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例①） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

平成28年度エネル

ギー使用合理化等

事業者支援補助金 

一般社団法人 

環境共創イニシアチブ  

審査第一グループ 

電話：03-5565-4463 

https://sii.or.jp/ 

事業活動を営んでいる法人

及び個人事業主 

補助対象設備 補助率（上限） 

 設 計 費 

 設 備 費 

 ＥＭＳ 

 ソフトフェア 

 工 事 費 

 諸 経 費 

 

Ⅰ．省エネ設備・システム導入支援 

Ⅱ．電気需要平準化対策設備・システム導入支援（補助対象経費の 1／3以内） 

Ⅲ.エネマネ事業者を活用する場合は、補助対象経費の 1／2以内 

※Ⅲ単体での申請は不可 

上限：1事業あたりの単年度の補助金 20 億円／年度 

複数年度事業の場合は 1事業あたりの補助金上限は 50 億円 

下限：1事業あたりの補助金 100 万円／年度 （補助金 100 万円未満は対象外）、

補助率 1／3の場合は補助対象経費 300 万円、補助率 1／2の場合は補助対

象経費 200 万円 

※一般社団法人 ESCO・エネルギーマネジメント推進協議会より引用し追記。 

（http://www.jaesco.or.jp/esco/entry/） 
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表 ４.５ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例②） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

平成 28 年度二酸化炭素排出抑

制対策事業費等補助金地方公

共団体カーボンマネジメント

強化事業（環境省） 

一般財団法人 

環境イノベーション情報機構 

電話：03-5209-7103  

FAX：03-5209-7105 

http://www.eic.or.jp/eic/index.html 

都道府県、市町村、特別区

及び地方公共団体の組合 

補助対象設備 補助率（上限） 

人件費 

業務費 ・賃金 

・共済費 

・謝礼金 

・旅費 

・印刷製本費 

・通信運搬費 

・委託料 

・使用料及び賃借料 

・消耗品費 

・システム等調整費 

（１）事務事業編等の強化・拡充支援事業（第 1号事業） 

１）都道府県・政令市の場合 

2分の1（ただし、算出された額が1,000万円を超える場合は1,000

万円とする） 

２）政令市未満市町村、特別区及び地方公共団体の組合の場合 

定額（ただし、算出された額が 1,000 万円を超える場合は 1,000 

万円とする） 

本工事費・材料費 

・労務費 

・直接経費 

・一般管理費 

・付帯工事費 

・機械器具費 

・測量及試験費 

設備費 

業務費 ・システム等調整費 

事務費 

共済費 

賃金 

旅費 

需用費：印刷製本費 

役務費：通信運搬費 

委託料 

使用料及び賃借料 

消耗品費及び備品購入費 

・事務事業編に基づく省エネ設備等導入支援事業（第 2号事業） 

・複数年度事業として採択された場合は、各年度の交付規程に基づく補

助率が適用される 

１）都道府県・政令市の場合 

3 分の 1 

２）財政力指数※が全国平均以上の政令市未満市町村・特別区及び地方

公共団体の組合の場合 

2 分の 1 

３）財政力指数※が全国平均未満の政令市未満市町村・特別区の場合 

3 分の 2 

 

※本応募については、総務省公表資料「全市町村の主要財政指標」（平

成 26 年度）に基づく財政力指数とする。 

 

財政力指数…地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を

基準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の平均

値。財政力指数が高いほど、普通交付税算定上の留保財

源が大きいことになり、財源に余裕があるといえる。 

※一般社団法人 ESCO・エネルギーマネジメント推進協議会より引用し追記。 

（http://www.jaesco.or.jp/esco/entry/） 
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表 ４.６ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例③） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

再生可能エネルギー電気・熱自

立的普及促進事業（経済産業省

連携事業） 

公益財団法人 

日本環境協会 

再生可能エネルギー電気・熱自立的普及促

進事業事務局 

電話：03-6231-0481 

FAX：03-6231-0489 

http://www.jeas.or.jp/ 

第 1～3 号事業：地方公共団

体及び社会福祉法人、医療

法人等に限定 

第 4号事業：個人も対象 

補助対象設備 補助率（上限） 

・再生可能エネルギー設備(*1)

導入事業 

：第 1号事業 

・事業化計画策定事業 

：第 2号事業 

・温泉多段階利用推進調査事業 

：第 3号事業 

・地中熱利用ヒートポンプモニ

タリング機器整備事業 

：第 4号事業 

 政令指定都市以外の市町村（これらの市町村により設立された地方

公共団体の組合を含み、特別区を除く）を対象に補助率 2/3、その

他は補助率 1/2（上限なし）（第 1号事業） 

 同上で補助率 1/1（上限 1000 万円/件）（第 2号事業） 

 同上で補助率 1/1（上限 12000 万円/件）（第 3号事業） 

 同上及び個人を対象に補助率 1/1（上限 300 万円/件）（第 4号事業）

*1：第１号事業は以下の３つの再生可能エネルギー設備導入事業で構成 

  １）再生可能エネルギー発電設備導入事業 

  ２）再生可能エネルギー熱利用設備導入事業 

  ３）再生可能エネルギー発電・熱利用設備導入事業 

対象設備は、普及段階にあり、かつ確実に CO2 削減が見込めるものが対象となる。研究開発要素の強い設備は、対象とな

らない。 
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表 ４.７ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例④） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

業務用ビル等における省 CO２

促進事業（一部経済産業省・国

土交通省連携事業） 

一般社団法人 

静岡県環境資源協会 

電話：054-266-4161 

FAX ：054-266-4162 

http://www.siz-kankyou.jp/ 

（１）建築物所有者 

（２）建築主（所有者）及びリー

ス事業者等 

補助対象設備 補助率（上限） 

（１）の補助対象者の場合 

①グリーンリース契約等を締結す

るための調査 

②運用改善に要する設備導入事業 

③ 設備改修事業 

① グリーンリース契約等を締結するための調査の場合 

補助率 1/2 以内（上限 50 万円）  

② 運用改善に要する設備導入事業の場合 

補助率 1/2 以内（上限 50 万円）  

③ 設備改修事業の場合 

補助率 1/2 以内（上限 5,000 万円）  

（２）の補助対象者の場合 

エネルギー削減率 50％以上とな

る、ZEB の実現に寄与する空調、換

気、照明、給湯、BEMS 装置等を導

入する事業 

対象経費の 2/3 を上限に補助 
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表 ４.８ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例⑤） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

公共施設等先進的 CO2排出

削減対策モデル事業 

一般社団法人 

環境技術普及促進協会 

業務部 業務第一グループ 

E-mail：eta161@eta.or.jp. 

http://www.eta.or.jp/ 

下記の内、要件（*1）を満たすもの 

 都道府県、市町村、特別区及び地方

公共団体の組合 

 民間企業 

 独立行政法人通則法（平成 11 年法

律第 103 号）第 2条第 1項に規定す

る独立行政法人 

 一般社団法人・一般財団法人及び公

共遮断法人・公共財団法人 

補助対象設備 補助率（上限） 

 再生可能エネルギー発電設備及びそ

の付帯設備 

 蓄電池及びその付帯設備並びに当該

蓄電池及び付帯設備を制御、運用す

るために必要な機器及び設備 

 電線、変圧器及び受電設備等電力供

給や系統連系に必要な設備 

 再生可能熱エネルギー供給設備及び

その付帯設備 

 エネルギー需給を制御するためのシ

ステム及び関連設備 

 省エネルギー設備及びその付帯設備 

ア. 総事業費から寄付金その他収入額を控除した額 

イ. 間接補助経費と補助事業者が必要と認めた額のどちら

か少ない方の額を選定 

ウ. アにより算出された額とイで選定された額とを比較し

て少ない方の額に 2/3 を乗じて得た額を交付額とする(*1) 

*1：平成 28 年度 4月 1日「公共施設等に再エネを活用したマイクログリッド・熱システムを導入し、併せて省エネ改修等を

行う事業」の例  
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表 ４.９ 導入を支援する主な補助事業（平成 28 年度の例⑥） 

事業名 問合せ先 補助対象者 

サステナブル建築物等先

導事業（省 CO2先導型） 

国立研究開発法人 

建築研究所 

サステナブル建築物等先導事業

（省 CO2先導型）評価事務局 

TEL：03-3222-7721 

FAX：03-3222-7722 

http://www.kenken.go.jp/shouc

o2/index.html 

 省 CO2技術を住宅・建築物に導入す

る建築主等（民間事業者等） 

 建築主と一体・連携して省 CO2 技術

を導入する者等（ESCO 事業者、リー

ス事業者、エネルギーサービス事業

者等） 

補助対象設備 補助率（上限） 

 設計費 

 建設工事費（*1） 

 マネジメントシステ

ムの整備費用 

 技術の検証費 

・補助額は次の（1）に掲げる建設工事等に係る補助額と（2）に掲げる付帯

事務費の合計となる。新築の事業の場合、採択プロジェクトの総事業費の

5%又は 10 億円のいずれか少ない金額を補助上限とする 

 

（1）建設工事等に係る補助額 

建設工事等に係る費用の合計の 1/2 以内を補助率とする 

 

（2）付帯事務費 

補助事業の遂行に必要となる経費の実績額に基づいて、上記（1）の

建設工事等に係る補助額（国費）の 2.2％以内の額を付帯事務費とし

て補助 

*1：太陽光発電システムについては原則として補助対象とならないが、他システムとの連携等、モデル性や先導性が認めら

れる場合に限り補助対象となる場合もある 
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（５） 事業工程 

事業工程を表 ４.１０に示す。本検討書は、No.1～No.4 の検討結果を示したものである。今後

は、No.5基本設計及びNo.6詳細設計のステップとなるが、これらに着手するまでに時間を要し、

施設の条件や設備の運用状況が変わる場合には、変更点について考慮する必要がある。 

 

表 ４.１０ 事業工程 

No. 内容 2年目 4年目

1 資料調査

2 省エネ診断（現地確認調査、管理者協議）

3 実施する対策の選定・対策の進め方の検討

4 対策効果の検討

5 基本設計

6 詳細設計

7 工事着手

1年目 3年目

 

※本検討書は机上シミュレーションとして上記事業工程のうち No.1～4 を実施した例であり、実際の事

業実施の場合にはより詳細な検討が必要である。 

 

５． 関連する法規制等 

関連する法規制の一覧を表 ５.１に示す。 

 

表 ５.１ 関連する法規制と留意点 

法規制 留意点 

建築基準法 耐震基準を満たすこと 

消防法 CGS 導入時に基準を満たすよう留意すること 

電気事業法 系統連系時に必要に応じて検討すること（電力会社との契約時に検討） 

ガス事業法 CGS 導入時に基準を満たすよう留意すること 

岐阜市各種条例 岐阜市火災予防条例の基準を満たすこと 

 

本検討の位置づけ 



モデルシステム事業化検討例の対象施設の抽出方法

巻末資料

-1-

１．スマートシティ岐阜の推進
２．施設の選定にあたって基本的な考え方
３．モデルシステムを検討する施設の選定手順
４．施設の選定（市内公共施設）



１．スマートシティ岐阜の推進

-2-

 省エネ、創エネ、蓄エネ、譲エネのいずれかの要素又は複数の要素を実現する取組を行うことでエネル
ギー利用の効率化を図ることである。これらの要素は市内にある単独施設や複数施設に適用可能。

スマートシティ岐阜の推進とは・・・

 単独施設への適用よりエネルギー利用の視点において効果的・効率的なシステムになると考えられる同
一敷地にある複数施設を対象としたもの。

 さらに、このモデルシステムは、市内の恵まれた太陽光や豊富な地下水などを効率的に利活用し、エネル
ギー分散自立化による持続可能な、災害に強い省エネルギー化を推進した都市に貢献できるものである。

単独施設での取組、エネルギー融通による複数施設での取組の両方の取組を進めることが必要

今回のモデルシステムの検討



２．施設の選定にあたっての基本的な考え方
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モデルシステムを検討する対象施設の選定にあたっての基本的な考え方を以下に示す。

①エネルギーの分散自立を目指し、エネルギー融通が可能な同一敷地内の施設を選定する。

複数の施設が発電施設を通して電線等で連結されており、
電力供給が停止した場合においても、地域でエネルギーを確保できる状態。

 省エネルギー化（LEDや太陽光発電等の導入等）だけでなく、エネルギーの効率的な利活用を目指し、施
設間が連結されたことを活かした対策として、エネルギー融通のできる施設を選定する。

 コスト抑制等の観点も重視し、道路を横断するなどの制約条件の少ない同一敷地内の建物を選定する。

エネルギーの分散自立とは…

②市公共施設を優先とするが、民間事業者が参考としやすい用途の施設を選定する。

 「スマートシティ岐阜」の最終的な目標は民間事業者も含めた市全体への展開であるが、その
第一歩として、まずは市公共施設を優先に検討して模範を示す。

 ただし、将来的な民間事業者への展開も見越して、民間事業者が参考としやすいような用途の
市公共施設を選定する。
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３．モデルシステムを検討する施設の選定手順

住宅・地図情報からエネルギー融通が見込まれる、隣接する公共施設をリストアップ

 施設の規模や構造、耐用年数、建築年
 今後の使用計画（建替・改修、廃止予定）
 LEDや太陽光発電の導入状況・予定
 必要とされる機能（経済性・環境性・自立性）
 熱需要の有無、エネルギー消費パターン

導入システムを検討する施設の決定

民間事業者が参考としやすい用途

第１回推進会議でのご意見・ご要望

過年度の実証事業の成果

エネルギー融通を目指した同一敷地内の市公共施設を選定するための手順を以下に示す。
情報整理は、既存資料や図面等を踏まえて実施した。



４．施設の選定（市内公共施設）（１）
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公共施設リストの住所情報から、同一地番の施設を抽出

No. 施設名 住所

1 施設I 美江寺町２丁目9番

2 施設P 美江寺町２丁目9番

3 施設U 茜部大野１丁目12番

4 施設J 茜部大野１丁目12番

… … …

No. 施設名 住所

1 施設A 鷺山字中洙1769番

2 施設B 芥見南山2丁目2-4

3 施設C 江添3丁目5番

4 施設D 岩崎２丁目6番

… …

エネルギー消費量の少ない施設として、以下の施設は除外して絞込み
【除外対象施設】倉庫・油庫・薬品庫・器具庫・書庫・車庫・保管庫・プロパン庫・物置、自転車置場・駐輪場・駐車場棟、便所・トイレ、廊下・渡り廊下

2,243施設、299グループを抽出2,607施設

299グループ 235グループを抽出

ステップ１

ステップ２

ステップ３

複数の建物があっても同一施設の建物は除外（例：中学校・校舎、中学校・部室、中学校・体育館など）して絞込み
（※他施設とのエネルギー融通を見込めないため。）

235グループ
【修正前】155グループを抽出
【修正後】153グループを抽出

ステップ４

複数の建物があっても用途が同一施設のものは除外（例：●●団地１２、●●団地１３など）して絞込み
（※エネルギー融通を考えると、異なるエネルギー消費パターンが望ましいため。）

153グループ
【修正前】70グループを抽出
【修正後】66グループを抽出

※新たに２グループが同一建物
であることが判明したため。

※新たに２グループが同一用途
であることが判明したため。
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ステップ５

66グループ 63グループ

ながら川ふれあいの森東屋・休憩所 四季の森センター本棟・受水槽室

一般環境大気測定局 青少年会館

記念美術館 公園（三重塔）

除
外

道
路

施設J

施設U

敷地

38グループ63グループ

ステップ６

抽出した公共施設の用途を整理し、エネルギー融通が考えにくい組み合わせは除外して絞込み

同一敷地内の施設であるかをGISやグーグルマップから判断する。

４．施設の選定（市内公共施設）（２）
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ステップ７

過年度の実証事業の成果や第１回推進会議でのご意見・ご要望を踏まえ、施設を絞り込み

過年度の実証事業
 既に小学校と公民館の組み合せで検討が行われている。
第１回推進会議でのご意見・ご要望
 費用対効果を考えると、エネルギー使用量が非常に少ない小学校や公民館などの組合せを対象から除くべき。
その他
 学校や青少年宿泊施設は夏季休暇があり、エネルギーの利用時間も限定される。
⇒小学校と公民館の組み合わせ、青少年宿泊施設は除外

38グループ

13グループ

No. 施設１ 施設２ 施設３ 施設４ 施設５ 施設６ 施設７

1 公園（スタンド） 水源地事務所
（水道施設）

水源地事務所
（機械室）

2 薬草園（温室） 薬草園（事務所）

3 公園（事務所） 団地

4 旅館 歴史博物館

5 指定障害支援施設 指定障害支援施設 ケアホーム

6 選手宿舎・サイク
ル会館

競輪場

7 No.1関連店舗棟 (建）スロープ下電
気室等

No.2守衛室、事務
所棟

買荷保管積込所 ガバナー室

8 冷蔵庫棟 買荷保管積込所 No.3関連店舗棟 ゴミ集積所 No.5関連店舗棟 No.6関連店舗棟

9 卸売棟 管理庁舎 No.2関連店舗棟 バナナ加工室 スロープ下電気室
及びポンプ室

水産物小売組合事
務所

市場運輸事務所
ほか

10 最終処分場
水処理施設管理棟

最終処分場
埋立跡地 薬注棟

最終処分場埋
立跡地 ポンプ室

最終処分場
浸出水処理施設棟

最終処分場
埋立跡地
浸出水処理施設棟

11 中部プラント（処理
場）

中部プラント（事務
所）

12 食肉地方卸売市場 食肉衛生検査所

13 市民病院 岐阜市立看護専門
学校

共同住宅 旧看護士寮

：宿泊施設

：学校

：老人福祉施設、デイサービス

：保育所、幼稚園、児童館、子ども・若者自立支援教室、ワークサポート ：事務所：公民館

：歴史博物館 ：水源地、測定局、処理場、競輪場、市場：病院

：団地、住宅、寮

４．施設の選定（市内公共施設）（３）
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ステップ８

民間事業者が参考としやすいと考えられる施設用途の観点から絞込み

 民間事業者が参考としやすいと考えられる施設用途の観点から絞込み
⇒最終処分場や水処理場、水源地事務所、競輪場、市場、歴史博物館等は除外

13グループ

4グループ

 No.2の薬草園（温室）と薬草園（事務所）の延床面積は、それぞれ100m2、70m2と小さい。
 No.3の公園（事務所）と団地の延床面積は、それぞれ約50m2、90m2と小さい。
⇒No.2とNo.3を除外

4グループ

2グループ

No. 施設１ 施設２ 施設３ 施設４ 施設５ 施設６ 施設７

2 薬草園（温室） 薬草園（事務所）

3 公園（事務所） 団地

5 指定障害支援施設 指定障害支援施設 ケアホーム

13 市民病院 岐阜市立看護専門
学校

共同住宅 旧看護士寮

：宿泊施設

：学校

：老人福祉施設、デイサービス

：保育所、幼稚園、児童館、子ども・若者自立支援教室、ワークサポート ：事務所：公民館

：歴史博物館 ：水源地、測定局、処理場、競輪場、市場：病院

：団地、住宅、寮

No. 施設１ 施設２ 施設３ 施設４ 施設５ 施設６ 施設７

5 指定障害支援施設 指定障害支援施設 ケアホーム

13 市民病院 岐阜市立看護専門
学校

共同住宅 旧看護士寮

：宿泊施設

：学校

：老人福祉施設、デイサービス

：保育所、幼稚園、児童館、子ども・若者自立支援教室、ワークサポート ：事務所：公民館

：歴史博物館 ：水源地、測定局、処理場、競輪場、市場：病院

：団地、住宅、寮

施設の規模（エネルギー使用量）から絞込み

４．施設の選定（市内公共施設）（４）
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過年度（小学校・公民館モデル）とは異なるモデル
社会福祉施設・住宅モデルは、熱需要のあるモデル
社会福祉施設や事務所、住居といった用途は、民間施設でも参考にできるモデル

施設の決定

①社会福祉施設・住宅モデル（No.5）、②事務所・住宅モデル（No.13）

４．施設の選定（市内公共施設）（５）

導入について机上検討し、ケーススタディとして推進プランに示すことで、市全体への展開を目指す。

※市民病院について
 No.13について、各施設の延床面積は以下に示すとおりであり、市民病院の規模はその他施設に比べて圧倒的に大きい。
 その他施設からの市民病院へのエネルギー融通を想定しても、市民病院のエネルギー消費量と比較してその他施設から融通できるエネ
ルギーが微々たるものになり、単に市民病院の省エネ効果の検討になってしまう。

 そのため、対象からは、市民病院を除くものとした。

【各施設の延床面積】
• 市民病院：64,600m2
• 岐阜市立看護専門学校：1,890m2
• 共同住宅：934m2
• 看護士寮174

※看護学校について
• 看護学校は、いわゆる小学校や中学校とは異なり、事務所のようなエネルギー利用方法が想定されることから、ここでは、「事務所」と「住
宅」のモデルとして選定した。
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４．施設の選定（市内公共施設）（６）

①社会福祉施設・住宅モデル（No.5）

第二恵光、第三恵光 ケアホーム恵光

②事務所・住宅モデル（No.13）

岐阜市立看護専門学校 共同住宅

エネルギー融通

エネルギー融通



発注仕様書例（省エネ診断）  
※環境物品等の調達の推進に関する基本方針を参考に作成  
◆ 業務内容 

（１）基礎資料の収集 

  ①エネルギー消費実績等の収集整理 

施設における設備等の稼働状況、運用状況並びにエネルギー使用量等を把握するた

め、過去３年間程度のエネルギー消費実績、光熱水費実績を収集整理する。 
②保有設備の状況調査および分析 

施設に導入されている既存設備の保有状況や稼働状況を調査する。また、既存の設

備機器ごとのエネルギー消費量の実績または推計を行う。  
（２）省エネルギー対策の検討 

  ①設備機器の導入、改修に伴う省エネルギー量の推計 

既存の設備機器に対し、設備機器の導入または改修による省エネルギー対策を検討

し、それによって得られる省エネルギー量を推計する。 
 

  ②運用改善による省エネルギー量の推計 

既存の設備機器において運用改善による省エネルギー対策の項目を抽出し、その対

策実施によって得られる省エネルギー量を推計する。  
  ③導入費用および導入効果の算定 

設備機器の導入または改修に伴って必要となる導入費用、投資回収年数や二酸化炭

素削減の導入効果を算定する。  
（３）省エネルギー対策の提案 

（１）、（２）の結果を踏まえ、設備機器の導入・改修や運用改善に関する省エネル

ギー対策の提案を行なう。 
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発注仕様書例（対策効果検討業務） 

 

◆ 業務内容 

（１）対象施設の調査 

   対象施設周辺の状況、施設のニーズ（経済性、環境性、自立性など）、既設の設備機

器やインフラ整備状況、エネルギー需要を調査する。また、設備機器を新設・更新する

場合の条件についても明らかにすること。 

 

（２）エネルギー需給の運用シミュレーション 

  ①シミュレーションの実施手順の整理 

エネルギー需給のシミュレーションを実施する上での手順及び手法を検討・整理す

る。 

 

  ②対象施設の需要想定 

調査を踏まえた対象施設のエネルギー需要の想定を行う。想定に際しては、既設の設

備機器の運用状況を踏まえた上で、月間のエネルギー消費量、一日のエネルギー需要パ

ターンを季節別に作成する。エネルギー需要パターンは電力需要、空調需要、給湯需要

などに分けて想定すること。 

 

  ③エネルギー供給システムの検討 

想定したエネルギー需要量及び需要パターンを踏まえたエネルギー供給システムを

検討する。エネルギー供給システムに関しては LED や地中熱 HP といった省エネ設

備、太陽光発電やコージェネレーションシステムといった創エネ設備、エネルギー管理

システムやエネルギー管理設備、蓄電池といった蓄エネ設備を適切に組み合わせ、施設

のニーズに合わせたシステムを提案すること。 

 

  ④エネルギー需給の運用シミュレーション 

省エネ効果、エネルギー消費量、創エネ量などを明らかにするため、上記で想定した

需要に対して、検討したエネルギー供給システムを用いて季節別の運用シミュレーシ

ョンを実施する。 

 

  ⑤導入費用及び導入効果の算定及び整理 

エネルギー需給の運用シミュレーション結果について整理し、検討したエネルギー

供給システムの導入効果を明らかにする。また、導入費用についての概算を行い、設備

ごとの導入費用に対する導入効果を整理する。また、それらの結果を集約し、施設全体

でも同様の整理を行い、エネルギー供給システムの費用対効果を経済性、環境性に着目
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して評価する。 

 

（３）事業計画の策定 

①導入する設備機器の仕様検討 

対象施設に導入する設備機器に必要となる仕様を整理する。また、導入の方針（新設

や更新など）についても整理する。 

 

②システム設計 

導入する設備機器のエネルギーフローを作成し、システム全体の構成を明確にする。 

 

  ③概略事業費の算定 

設備機器の導入に必要な設備費用、工事費用の概算を算定するとともに、維持管理費

用なども算定し、概略事業費を明らかにする。 

 

  ④事業実施手法・資金調達方法 

事業を実施する手法について整理し、対象施設に適用するのに適した事業実施手法

及び資金調達方法を明らかにする。 

 

  ⑤事業工程の策定 

実際に設備機器を導入する際に円滑に計画を遂行するための事業工程を策定する。 

 

（４）関連する法規制 

検討した設備機器を導入する場合に関連する法規制を整理する。 



発注仕様書例（基本設計） 

 

※国土交通省告示第 15 号を参考に作成。 

 

◆ 業務内容 

（１）設計条件等の整理 

   耐震性能や設備機能の水準など建築主から提示されるさまざまな要求その他の諸条件を設計条件

として整理する。 

 

（２）法令上の諸条件の調査及び関係機関との打合せ 

  ①法令上の諸条件の調査 

基本設計に必要な範囲で、建築物の建築に関する法令及び条例上の制約条件を調査する。 

 

  ②建築確認申請に係る関係機関との打合せ 

基本設計に必要な範囲で、建築確認申請を行うために必要な事項について関係機関と事前に打合

せを行う。 

 

（３）上下水道、ガス、電力、通信等の供給状況の調査及び関係機関との打合せ 

基本設計に必要な範囲で、敷地に対する上下水道、ガス、電力、通信等の供給状況等を調査し、必

要に応じて関係機関との打合せを行う。 

 

（４）基本設計方針の策定 

①総合検討 

設計条件に基づき、様々な基本設計方針案の検証を通じて、基本設計をまとめていく考え方を総合

的に検討し、その上で業務体制、業務工程等を立案する。 

 

②基本設計方針の策定及び建築主への説明 

総合検討の結果を踏まえ、基本設計方針を策定し、建築主に対して説明する。 

 

（５）基本設計図書の作成 

基本設計方針に基づき、建築主と協議の上、基本設計図書を作成する。 

 

（６）概算工事費の検討 

基本設計図書の作成が完了した時点において、当該基本設計図書に基づく建築工事に通常要する

費用を概算し、工事費概算書（工事費内訳明細書、数量調書等を除く。）を作成する。   
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◆ 成果図書（戸建木造住宅以外の建築物） 

設計の種類 成果図書 

電気設備 ① 電気設備計画説明書 

② 電気設備設計概要書 

③ 工事費概算書 

④ 各種技術資料 

給排水衛生設備 ① 給排水衛生設備計画説明書 

② 給排水衛生設備設計概要書 

③ 工事費概算書 

④ 各種技術資料 

空調換気設備 ① 空調換気設備計画説明書 

② 空調換気設備設計概要書 

③ 工事費概算書 

④ 各種技術資料 

    



発注仕様書例（詳細設計） 

 

※国土交通省告示第 15 号を参考に作成。 

 

◆業務内容 

（１）建築主の要求等の確認 

実施設計に先立ち又は実施設計期間中、建築主の要求等を再確認し、必要に応じ、設計条件の修正

を行う。 

 

（２）法令上の諸条件の調査及び関係機関との打合せ 

  ①法令上の諸条件の調査 

建築物の建築に関する法令及び条例上の制約条件について、基本設計の内容に即した詳細な調査

を行う。 

 

  ②建築確認申請に係る関係機関との打合せ 

実施設計に必要な範囲で、建築確認申請を行うために必要な事項について関係機関と事前に打合

せを行う。 

 

（３）実施設計方針の策定 

①総合検討 

基本設計に基づき設備の各要素について検討し、必要に応じて業務体制、業務工程等を変更する。 

 

②実施設計のための基本事項の確定 

基本設計の段階以降に検討された事項のうち、建築主と協議して合意に達しておく必要のあるも

の及び検討作業の結果、基本設計の内容に修正を加える必要があるものを整理し、実施設計のための

基本事項を確定する。 

 

③実施設計方針の策定及び建築主への説明 

総合検討の結果及び確定された基本事項を踏まえ、実施設計方針を策定し、建築主に説明する。 

 

（４）実施設計図書の作成 

①実施設計図書の作成 

実施設計方針に基づき、建築主と協議の上、技術的な検討、予算との整合の検討等を行い、実施設

計図書を作成する。なお、実施設計図書においては、工事施工者が施工すべき建築物及びその細部の

形状、寸法、仕様、工事材料、設備機器等の種別、品質及び特に指定する必要のある施工に関する情

報（工法、工事監理の方法、施工管理の方法等）を具体的に表現する。 
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②建築確認申請図書の作成 

関係機関との事前の打合せ等を踏まえ、実施設計に基づき、必要な建築確認申請図書を作成する。 

 

（５）概算工事費の検討 

実施設計図書の作成が完了した時点において、当該実施設計図書に基づく建築工事に通常要する

費用を概算し、工事費概算書を作成する。 

 

◆ 成果図書（戸建木造住宅以外の建築物） 

設計の種類 成果図書 

電気設備 ① 仕様書 

② 敷地案内図 

③ 配置図 

④ 受変電設備図 

⑤ 非常電源設備図 

⑥ 幹線系統図 

⑦ 電灯、コンセント設備平面図（各階） 

⑧ 動力設備平面図（各階） 

⑨ 通信・情報設備系統図 

⑩ 通信・情報設備平面図（各階） 

⑪ 火災報知等設備系統図 

⑫ 火災報知等設備平面図（各階） 

⑬ 屋外設備図 

⑭ 工事費概算書 

⑮ 各種計算書 

⑯ その他確認申請に必要な図書 

給排水衛生設備 ① 仕様書 

② 敷地案内図 

③ 配置図 

④ 給排水衛生設備配管系統図 

⑤ 給排水衛生設備配管平面図（各階） 

⑥ 消火設備系統図 

⑦ 消火設備平面図（各階） 

⑧ 排水処理設備図 

⑨ その他設置設備設計図 

⑩ 部分詳細図 

⑪ 屋外設備図 

⑫ 工事費概算書 

⑬ 各種計算書 

⑭ その他確認申請に必要な図書 

空調換気設備 ① 仕様書 

② 敷地案内図 

③ 配置図 



設計の種類 成果図書 

④ 空調設備系統図 

⑤ 空調設備平面図（各階） 

⑥ 換気設備系統図 

⑦ 換気設備平面図（各階） 

⑧ その他設置設備設計図 

⑨ 部分詳細図 

⑩ 屋外設備図 

⑪ 工事費概算書 

⑫ 各種計算書 

⑬ その他確認申請に必要な図書 
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市公共施設を対象としたエネルギー利用の効率化に係る進行管理の手順 

 

 市公共施設・設備の改修・修繕・建替の予定・変更の有無について、毎年、情報収集する。

併せて、耐震化の状況、太陽光発電等や LED 等の再生可能エネルギー・省エネルギー設備の

導入状況等に関する情報を収集し、データベースとして整理する。 

 GEMS の運用による各施設におけるエネルギー消費量の情報も毎年継続的に収集する。 

 

上記１．で収集した情報を以下のとおり整理する。 

【整理する情報】 

 施設をエネルギー使用量の多い順に整理する。 

 施設を単位面積あたりのエネルギー消費量の多い順に整理する。 

 施設毎にエネルギー使用量や単位面積あたりのエネルギー消費量の経年変化を整理する。 

また、整理した結果について、以下の内容を確認する。 

【確認する内容】 

 エネルギー消費量や単位延床面積あたりのエネルギー消費量が増加傾向にある施設がないか

確認する。 

 同じ用途で単位延床面積あたりのエネルギー消費量が特異的に大きい施設がないか確認する。 

 建物の新築・増改築や設備の大規模改修・修繕等の予定を確認する。 

 更新による省エネルギー効果が高い老朽化した熱源機器の有無を確認する。 

 

 施設や設備の更新予定等も考慮してエネルギー利用の効率化を検討する対象施設を抽出する。 

 

 

 省エネ診断の受診を施設管理者に推奨する。導入設備の検討には一定の期間（場合によって

は 3 年程度。ただし、施設規模や導入する設備の内容によっては、期間を短縮することは可

能。）を要するため、省エネ診断の受診は工事着手が見込まれる時期の 2～3 年前には実施す

る。 

 

 省エネ診断を受診した施設については、実施時期や診断の内容を台帳へ記入して管理する。 

診断結果を「診断実施例」として要約し、啓発・広報に活用する。 

 

 省エネ診断の受診結果を受けて、効果が見込まれると判断される施設については、具体的な

導入設備の検討のステップへ進むよう施設管理者へ推奨する。 

１．施設情報の収集 

２．施設情報の整理・確認 

３．エネルギー利用の効率化を検討する対象施設の抽出 

４．省エネ診断の案内 

５．台帳への記入 

６．具体的な導入設備の検討へ 
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